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身体活動が体内深部脂肪の蓄積に与える影響

回仁1-1 茂穂
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はじめに

現代は，JJIl:i岩波的に↑14j械化や機俄化等が進み，' l ìM'1'~'tにも急激な安化
が，i)jれているo "，でも，飽食化によるHUI¥(エネルギーのI付加1，JJfir'1.ショ

担IfのHU以l止のIl仙"や食物繊縦以取II(ーの減少などにみられる食iJ'.i，iiの'f1の劣
化，機1HX;化にfI'う身体活動ltiの減少，そして， HitllJ的ストレスの明大など

により ，)出 71 :~jは現代における市大な位脱111 1巡の っとなっている。

しかし，1本市，あるいはよりbik桁:こ科、JI行IIh'千1を)111.、てJll'.¥il:':jと1・リ}と主れる

ような行でも，相ifJ，ポ州，心状一以， ，'::jJ(Il) 1 ， ， '::jJI日 J(I l1 ，'I，"，~の扶11~ ， f¥';.射yt'i止の
みられない場介が多々ある。そうした和|人ノf を，Jíl VJできる以も大きな~:ぷ
として，体脂肪の分イIJがあげられ， 11本肥満/?会や|川際肥満会誠において

もIt止も1')，1心の，'::jv、旬'!J，%の っとなっていみ。下{iも !としてj支卜 11行/iJ;

のう上イliとμJJ行J(I[1，'I'，刈J(Il)1との1')，1イ系について検ri'lをわった (Tanak日司nd

Togo， 19!:)O;川'1'，1991)。しかしイ小11日JJ)jのうち， )x J'JJfjJJ)jではなく ，休
|人jの深;"ill，1人j臓の/，'，iI)t l にイ(イ1ーする脂肪が，代謝 J'f~- ' i ;~. と ~rt! し、J'.\I 主li をもってい

るということがわかってきた (D山 prcsCl al.. 1990 ; l:louchard l'l al 

1993)。

にもかかわらr，体JIfiJlJjの分イ11を』比定する'tl刈については.あまり lりjら
かにされているとはパえない。イ判的JJ);の111は， j!f~l/.エネルギーと iì日!(J二ネ

ルギーのバランスでiλJしされると， lt絞的fiijijiに，iiilYIできる。しかし，体

脂肪の分イ11，引に1人j脱脂肪のみ.fuμついては，おそらく泣心、山Jに伏広され

る '， liù0が人 きいこともあって，その '~ I.k l の桝 IYI は ， I ":WI'仰にボめられてい

るl課題である。 '1'でも 11本においては，その}，I，l、にl却するli)1先そのものが)1

常に少ない。したがって，;むに.ì&べたtU内なとの， いわゆる成人病の j~1幼
や治jf.{，また，JJL1tのライブスタイルを凡JI'Iす}'，j:1床でも，イイトJJfiJiJj分イ11を伏

広している安l.klをIYIらかにすることが求められている。

小"論文では， "本人における数少ない{引先の っとして，身体的助が，

イ判IIfiJl)jの分イ11，引にイ本1).、Ji:ti i¥11にイfイ1するJIfiJl}jのみ.f/U..::Ij_ える;~~仰について

検，，.Jした。まず， :;(~ 1 ";'r~ では，イlJJfjliJ;の分イ!Jがいわゆる成人州の)C!，i にお

いてどのような役}illを米たしているかという点について， 文献をもとにし

てfi1jìji にふれた後，身イli，r，~ゆをはじめとするイlJJfíJJ五分，{Ii の公 l人1!..::IIUするirJI

3bについて概，Jiした。そこで倣IぶされたIIU泌をもとにして，小:ji)f先の11的
とJJiL，論について述べた。



次に，身11'11，動が({>.I人Ji:t:';'"iIIJJfíJljjの糸.fåに 'J える ;l斧~~について， '0:.{(でカi':fjっ
た 3 つの y~:なる研究を第 2 ，';.-;:----第4九九:とした。まず，k?のラグビー;'¥11.0

を fTむÆiJ!)J~''1 it'tの y，~なる 3 つの1tf (第2!;"，)や， jjill;:}] f>，川?をイiする JJì~'t'l:J+*
州行(約3!戸)の休JJ日JJh分イIJの判微をみることによって，身体i，i，助のgい
が体脂肪分イ11とどういう l対辿があるかをみた。それとともに， 12J!.!i1日jの

イj(唆ぷ「ドjÆ到の*I~ ゐLが，体JJ\1 JJ)j分イli に及ぼすJ64J15 について検，，'J した (W4
I}:) 。止~tζ， ~11如~}t'lnが体1)'、Ji:t:' ì"ill脂肪のみもfl に;;~併を lJ- えているのではと=

いかという与えのもとで，イ本市と体脂肪ネで，iHllliする JJ~il:':iのれ lえのィ、 放
が， 1本|人Ji栄i{ilJJ行JJ)jのみ，fuとWJAがあるのではないかという似"iiについて検
川jした(第 5";'1:)。

第61';":では， ti} 2 ";'1:__第 5..;うで fIJ られた知凡をふまえて，身イィ、i，ri~リJ を'1'

心に，外:JJ知的分布の吹11'1ベJそれに小j附する川副について与然するとともに，
今後のiiJfJ'tの)jliげ|についても検l討を}JIIえた。

なお，本"命」にの内科は， J況に以「の;，J):)允ぶしたものである。また，牛;

l論文;の一向111よ， ~\9111J (‘J')& 1イ1.)文)IVJ治'L(rfil'/'!:_'ji淀川 1M先助}I比J， 

および、/'.}必 6{I)交手:1乍liJI:J't1凶Ii似Jすと|焚励liJI冗(/¥)J合うけてねった。

川，/，}支配，¥.)iti'日秀之，1]1川i白[-(1993) ー体脂肪千:とstvlll/¥Jの小 放のれ

l立と体内深;"illlJ削}j1， ~との I ')，J;士 約131"/11~~肥満，}:会 ，i~U ， 2b 1 265 

川'1 ' }支配.~， } i i"ill秀之， 1/1川辺 f-(FJ93) 休|人l深i"illJJ行JJ)j号と<f助 iff依，
75(8)， 2092 2093 

川 'I'}災f.~C ) f自111&'之， 1/1川辺[-(1991) イ1'JJi1IJ);のう)'..(11にJi王寺中をljえる史

1);1句 41にイj円安ぷJA助と 11市Ilj円判的について 体JJiiJI';t; 町 ~"585 ~)- ， 

38 16 

S. Tanaka， H. Tobl'. tv1. Kocla and T. Satakc (1991) : Smalll川 l、l1lass
indl'x relalivl' lo pcrCCIII fal is as別)cialcdwilh intcrn日1fal palll'rning 

IlIt..I.Obcs、18(SuppI.2).133 

川 'I'}災Æ.~'" } i日11秀之， 1/1川ill[-，仇竹|lr状j反比 lJ]Ai"i/1判IVJ(1995) 成人

リj，tサにおける休，r.l'ii }JIIをfI'わな‘い体脂肪ヤl'iI}J1いと休lJi1iJh分イl'のWJ辿
IJ山I:qイリIJt;守 1(1)，25-28 
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第 l章

本論文の rI (1'0と背景，方法論
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1 .代謝性疾患における体脂肪分布の役割

肥満は，現liLi:l!À) ベ'~!}j J派似化，心決jぷ匂のいわゆる成人以Jのリスクファク

ターの 4勺とされÌ'.として Illl'l'脂質仙の 1..11 やインシ汗リン感受'~I の ij~

|、といった他の '~I刈を介して，成人:J1Á) を J[{ きやすいとされている。しかし，

肥満と成人J1A)あるいは}j巴u:!:jと山JJfi1lll!，i'匂とのI'!.J)j_iをみた紛I:;'eμおいて，必

ずしも強いj'.¥J)j_iを以付けるがj米がれjられたとは|拠らなかった。この/，1、につ

いてイj}Jな，及川の つが， JlX;人以i になりャすいのは}j~il日:1{iのlj'O)小集I，}Iで

ある，という与え}jである。小父、j.Jjを決定づるV7+;としては，肥満)t."，}j日

}jJj細胞の数ベパjイズ1・が与えられるが oもif1性jなものとしてl，i近ii.11さ
れているのが， 1本脂肪の分布である。

(̂( r， (111'1'、l'灼1)，よ， IJr~il:':J r， をfTむJ&:人リj久におし、て， i小IJriIJhのうJゴIJ
とIllli，'j脂質， 111l) 1 ーとの I').J!.'どについて検J した。その料品~， 130【Iy~ I 川メ

In【l山(以/" s:VII)ヤJ文ド}j円JJ川，/(以人皮IJ日lμ)でぶ5れたl肥満の，f'，'I立

より ，ウエスト/ヒ γツltなとで」己主れる体脂肪の分，(Iiの)Jが， J(lli，'iIHWi 

ill'iや111l)1と強い羽II'<Jが1~J られた。この ように，以前は}j~i ，:，:j の.f'I')広告みるだ

けであったのが，t，.しろ)J行l仙のふ紛がとJこで片しし、かをみる}jか'1i裂であ
る，という与えんがでて主ている。

IX7・ 1'i'~1di 点からイ小:}j行}j}jの分布について以初にぷ 11 したのは，プランスの

Vaguむのグループであった。 Va削l'ctλ1. (1 Y56)は，イ本}j行}j}jの分布はVJ

't'I:J¥'jと!('t'I:)¥'[に分けられ， t)，li).ノ，)'(:)，A)ベ'll'riHi¥の以.r，1こは， イイサJfiJj五分，{IiがリJ't'l:)¥'j
である行が多いとJ引rXjしたり以後しばらく， VagucらのiiJI光lよ，さしたる

1i11を浴びているとは， ;えない状態があlしいたが，Kisscbah cl al. (1 Y82) ， 
Evans ct al. (1983)のIUI":先を皮切りに，いわゆる成人以!との|対辿で，体

JJ日!日Jの分イIJが UII!脚光をif，-びるようになった。 KisscbahCL aUよ，相If向上'1'1:，

インスリン~l\Jid'l:， Illl i，'l Jjfi 1竹I'(A.，~について， 1. '1'身}j~ÌI~:) タイツの行で y~'，:;~'

を'1~_しやすい，という紡米を 1~Jた。またEvans('[ alは， Illl'ドのγンド¥Jゲ

ンベJ'~I ホルモン車IYT グ u プリン (SI IBG ) 浪 l立を i!!1J定し，リJ'rjJ\川Jイ+-1)行 JJh

分，{Ii と布'H代謝~\~: 'l;~' . J指針lt刈j441?にandrogcnicity(リJ'I"1一化)が絡んでいる

ことをノJえした。

その後 iとしてウJースト/1てツソ比かりみた休JJ日JJん分，{Iiと，出JWi11Il!，'r
べ'，'，'，'j11Il1l:，山J札lIfjEYMi?1のlt"射j"S'i;:;とのl刈イ系をはじめとして，イ本IJ行JJhう〉イ[l
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のもつ if('~'~1 について村)J的に研究が進められた。その日間111については ，

Ocsprcs cl alの総必 (1990)や下 )Jのお:，'i (1993)にまとめられている
のでここではふれないが，特に広義j本いlVIヲEとしては， Lars引Jnct al 
(19811)やLapicluメctal. (19811)に代ぶされる佼'γ的 。liij)j-iJU内側先や，
SI川 rowct al. (1986) ， Shuman ct al. (1986) ， Fujioka Cl al. (1987) 

による，いわゆる I1人JJJ縦断JJJjJの不変γ1:を凡いだした州先であろう。

La rsson ct a 1々 Lapiduおctalは，スウェーデンのエーテボリにおいて，

ウーLスト/ヒツソ比の大きかった!tfほど，狭心拍 ・4、Jfll~"\:If;;'r:'， i;: ・ 4でての必

P，Iによる化亡、やのしγFれもが大きいことをlijJらかにした。しかも，以近IJ巴

(I~:Jの f::J1~な桁jiI: として不'J JIJ されている ß~I Iの場介は，ウエスト /lてツフ比

ほどはっきりしたが:米がれJられなかった。これより ，+償員仰断r(的l内リな I~ ，rl山刈l;品'，j村i

らず，縦断(()なl制作によっても，体脂肪分布と }J比人千，J.jの')e.j，'， にイ吋らかの1'，¥1

係があることカ，.リjらかになったのであゐ。

ん， Sparrow l'l al.， Shull1an ('1 al.， Fujioka l'l ~l によって， ，'::，IJfilIIU，'，'， 

側代謝 Jt~'I;日\インスリンNJidJI なとεの代。謝 i引i? と以も!均辿が必!V 、のは|人JI以

脂肪であることがぺ、され.その後，数多くの仰IJGがその}，I，(1'"r立:J.¥ーするが1米ー

を村i(11している (Ol'，;prcscl <11" 1990)。そのメカ二ズムについては，JJL

{i，研究がiffiめられていると 4ろであるが， A*1司んどの|人JIl¥l:11IT11んから門IJIR系

を介してIJIIJ，.;~へ滋樹脂IJh般が人;:ll に流入し， そjれLがグルごつI一スベや"小|ド1↑刊'1刊I:J川:J川IJ桁l市行削IJ肋l山h 
のf介7J成£を車府IJiう6)y:することが人きくυ|閃刻 Iりj しているようである (s町JO削n川l什1，山)，川r川i

19嶋88;Ocω州?お吋占刊p仰)1'(凶J児汚s七， c凶la剖1.， 1川990;Bou(比川clオha剖I一dc札la剖1..1印993ω)。それまで， 代謝 J'r~

J;yとI'，¥JJfがあると， ，・われてきたイ本JH'iJJJj分イぃ一ハターンlよ， 1リJ't'IJ¥'JIJ山内l
| 卜、rλ身JJ山巴i，均削J1円イ休イ本村巳山刈lt幹;
t“;エI々なH干びjんJ7がうデfなされてきた。しかも，それにもI'，¥Jわらず，そのようにぷ
j犯される分イ1iパターンは，ほとんどがウ」二スト/ヒッフJtで'iJ!lJiじされてい
たのである(111'1'.1')91)。しかし，先に述べたような{I)j先行辻によって，

f糾!日JJ}jう}..{liパターンの'1'でも以も，{i'11しなけれU:ならないのカ斗人11峨JJfiIJJjfi，
fii卯!の肥満であるという与え}jが )1 'i;~ にイ1)JなものとしてJjiぶされたの

である。ウエスト/ヒッフ比は. 1人j蹴JJfílJh占;，，fÚ刷lJ~il日lの指紋としても )11い

られてきたが，CTでみたl佐川|人'J Il~1J日JJj ltJrl(!Ìfú/I:!i.' f JJfilJJjltJrlfli，fu比令どと
の-tll1'，¥J係数は0，3ι0，7-1'，'J立と出<， I}、j腕IJ行IW，¥'"lWJ刊かどうか判断する折似

としては，あまり泊していると lム1えない (vandcrK叩 yand Sciclcll， 
1993 ;十公れらー 198(1)。
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2 .体脂肪分布の要因に関する研究小史

1 )体脂肪分布に影斡を与える生理学的要悶

体JJi'iIJ)jが全身に fJに分布しないのは， 'U11!，';':(10にみれば，脂肪組織の
代謝持't'/・ 1こ i'~:15f\í~i~がイf イ|するからである。 J日本i'内には .

1 .JJi'iIJJj組織における

r¥ .11行lJ)j分W{

l日1リポf蛍長|ド山'1リノハ、一ゼ (LPL) の1，川ノ/:で"川、

C.l凶[ll1祈!JL

tiの，."i/I{古':;'，':が， II'r:J長， 1-本JJ行IJ)Jの分イ11をもたら r。そして，

2それらを:/)11術lする

A.ステロイドホルモン(コルチゾル，ナストステ11/守)

B.カテコラミン

Cインスリン

1 の 1(1い !' 7)!攻守レセッターのう}，，(Id~ ;~3仰をりえる 'tt/A/が，イ本JJi'i IJ); 分布の 111， 1
人ぷをも十{{いているはずである。

日.脂肪組織における代訓ヰ¥'t'1の，.';IS{，i:j';:

ヒトの脂肪創111胞における脂肪分!げは，うど感や/1科系の|弘J1)により ，jJチコ

ラミンがoもf/ill御しているという (Fainancl Garcia Sai1lz， 1983) 。カチ
コラミンのが防止が川1わると， Jl行JJ}jうI"W(を11'(1長っかさどるホルモンJ必':1:判 リ

ハーゼの1，万件を， ，1レセフターを泊じて山めたり， α2レセッターをjlf)じ

てJfIJ:j;リしたりする (Lcibelct al.. 1989 ; Fain ancl Garcia Sainz. 1983) 0 

'~UJU ， 肥満のれ肢に/XJ係なく，人JW ，.'í/1や件 ;'í:!Sの!支卜脂肪の11行IJJj*1I 11胞より.
，1レセッターに山み α2レセブターの少ない服部j支卜脂肪の)jが，カテコ

ラミンの刺激によ って脂肪分jげがjじj立する (RcbuffcScrive ct al.. 1985， 

1987; tVI日tlfl{、gcct al句 1987，1991;Srllilh ct ;]1..1979; r(icl ll' l~('II. 1 98<i ; 

Lcibel ancl Hirsch， 1987 ; Wilhrcnbcl日けal.，1989) 0 I"JIJJ氏系の|人JI~JJ行 IJ);

(大綱， 1.叫川l政匂) ，よ， J以内/1のj支|、脂肪以 1.にβレセブタ』に1・iみ作兄レ
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セブターの少ない (Mauricgccl aL， 1987 ; Ostman ct aL， 1979 ; Richclscn 

川 aL，1991)ため， )IJJ巴ii:l.l.t('liI:を除くと，以もJJ日JVi分解が約発である
(Rcbuffc-Scrivc cl al.， 1989， 1990b)。しかし， )1，肥満ム'r'lにおいては，

1"1脈系の|人l脱脂肪より腹部の，J支 卜脂肪など門脈系で、ないJJflJW組織の);が，

脂肪分Wfが1JtJfrされるという判決が何られている。 (RcbllffcSじrivcclal.，
1989)。

ー)J，脂肪組織における脂肪の取り込みに1"'1して， LPしについてみると，

山続的~:nの人JJJl i\11ではそのi斤門がI'，':jい。すなわち ， ム:YI の大1[ìJl，，'\11は，他

の;'¥iI1¥':と比べて脂肪が11足り iさまれベJすいということになる。ただし， J受:lL

!YJ だけはj斤t'1ーが十がることから， tct'l:に.Bける)(llilJi"illのfhかな脂肪[よ， J受
:iLII.¥のエネlレギ-iJJ;¥としてItj'泌されているのではないかと与えられている
Wcbllffc Scrivl' ，，1 31.， 1985)。その他の川f心j/¥JにはIYJMiなx，ょなく，引
にリJ't'l では，，"iI11."); が小さい (I~cb llfk Scri刊じl31.. 1985， 1986. 1987， 

1 ')89， 1990b)。

脂肪制11胞におけるJflli!t，:の端付バについては よだに I~J らかになっていな

い山、が多いが， )j行lめの分断'や {~J必に~.d!く l 'l.I'j していることが分かつてきた

(Cra吋 311ancl DiGi rolamo. 1 lJ90) 0 f刈え:J，Jill討t.iiliI:(tO)j!iいIJ行IJJ;ギ|凶iU止，

j邑脱脂肪般のjlJ._Lスナル化を通じて， IIfl lJ);Jtj'I，:~ :，:を似つ}Jli'Jに働いている

という (Lcibclcl al" 1 lJ89)。此近のEngfclcltancl Linclc、(1992)の州32

，-よると，絶食tJ'のJill沈 'p-は，人;1出自11より版部j丸卜脂肪の);が大きく， ';L 

に述べた脂肪の分Wfや11)(り込みと 1"jf;s，服部の)Jが代"射がi，fiJeであること
を ~1 ，J ける車J:米であると， ，えよう。

b. 11'脂肪の分イIJにI'l.J述するホルモン

体11行 1J}j分イIJ に ü~ も大きく l '}j りしているとjL1われるのが，カテコラ之ンで

ある。脂肪分jげに|対する i~， 11分で "f.ìiliしたように ， Smithclal. (1979) ， 

0，1 ma n "L a 1. (1 97川， J(Cbll ff(， Scri刊け日1. (1985. 198b， 1987. 1989、
1990b)他により ， .J I' JJ山前 t('t' 1 合作~くと，カテコラミンの刺激による 11行IJ);

分!げは，大綱ベJIμ川IJ史といった1"1脈系の1)、l腕IJfllJJiほと、1，日発であり .それに

川IJ眠系にJ，f:， さない 'i'fJ ，'']iJiIの IJfllJ);や Ilu;" ， IIJ~ 1、11印J)jせがそれに紘き，大11退でもっ

とも少ないということがわかった。また，それらには，2判定!のカナ了lヅ

ミンのレセブター (αy守戸)の分イIJ に 自 11付ノI:'~カfあることがIYJ りしていると
L、う。

/ 



また'VI:ステロイ ドも，以liiIから体脂肪分布とイ"5らかのl対'jがあるとされ
てきたという点で、;rt:'?:{-なホjレモンである。そもそも，tct'l:において問題と

なる体JJfiIJljの分イIdよ， f)Jめのうちはanclrogcnccity(リH'I化)とI'4IAづけて

i I:i 1されたものである (Ve1glll白むlal町 1956; Evans ct al.， 1983)から， '1"1: 

ステリイドについては '1'くから州先がなされてきた。しかし，その'，I;IJに

は.その役'，I;UIよIYJ倣にされているとは， ;えない。

I~J経後の !.crlーにフログステ U ンを投 'jーすると ，大lill ì\刊における LPLの r~i
VIが"."1くなる (Rchllrrc、Scrivcげ al.， 1987) ことなどから，人l出j'i:jSのIJ日IJ)J

(}){，';fuを促j色するというソロウ Pステロンのf立川はあるれlぇIYJらかになって

いるが，決定的な'?:{-I人|では!J:いようである (Bjornlorp，1991 a)。

テストステロンについては，リJ門において， 11支点I¥)JLl' )JnlJ)jのカテコラミ
ンの刺激による)J行)J}j分Wiを1記i巴する (j(cb"rrじScriv(、1988;[<じb"rrc Scri vc 
('1日1..1989;XlI cl al.， 1990 ; Rl、burre Scri vcけ al、1991)などの知>~Iよfl}

られている。 しカか、し， そのJ(Iい川I'i泌J必民ωl山主およぴび、ノぺl一川川P川l'γt可ヴ(1リにr，f，川'1性|
トステl口3ンb政;民t引J此立は， 1人J}1;k!1行IJ);みも刊'1のIJ削};分イl'のJ行政と逆州|見lするという
給米がfリられている (Scidじ11('(川， 19'JO) .}jで， !.d"lでは令く j並のがI

~が W;'j されている (Ev日 "河川 a l 、 1 983 : Scidcll cl司1.， 1989)咋，-+::W( 
iたの側1Mは大きし、(l3jorntorp，1991 a ; Sciclcll， 1992)。また，ムスト U

ゲンについては，決定的な主11川はほとんど1~;られていない。ただし， 't'i::Jミ
ルモJ4JI介グロプリン (SIII3C)が以近ii11されており ，I，I，J'門において，

ウーLスト/ヒップ比とSllI3Ck f'!の.flll¥¥jがみられる という (Sldanickcl al守

1987; [1日rrllcrcl '11.， 1991 ; ii~行ら， 1 991 )。ここから，ノ>i表't'lスチ Uイ
ト‘の役。I;IJがより IYJ併IになるのではないかとJ!JJ1.¥ーされる。

~ 1ルチゾルもまた，イ判的IJ);分イl'とのWjAが強く縦われているホルモンの

.~.)である。j')，jiliが疑われたき っかけは，コルチソ'ルの過剰分泌がJJ;(j刈で

あるクッシング!r'd~ iifの }J.:，行が . 典J判的な JJ主品IJ出前を 11 し( l-l iram alS U cl 
al.， 1(83) ，それも|人JJ脱脂IJ);のみ引によるものであることであった

(~ I ay l) Smilh ct. al.， 1989)。また， クッシング古i似i作の忠.f，'でなくとも

~ 1ル子、ノソレの.jjZ'jによって， 1人JJlr~JJfi IJ}jのみf!'1が促進されることもわかった

(lIorl)L'r cl al.， 1986)。以上より，ごIルチソル波l立が-JI'，';¥に過剰な状態

であれば， 1).、J Il~~ )J行 I)}j ，\';.h'( を J{{ くことは IljJ らかである。しかし， 般のIJ山的

行においては，ウエスト/ヒッツ比とコルチゾルoll肢は，相j')，Jがみられ令
い (Gr('llman('f a 1.， 1986 : lIall肘 rcl a 1.， 1988 ; Kayc ancl FolsOJJ1， 1991)。
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したがって， 叶止にみられる体問JJ五分布の変異において，コルチゾルもイlリ

らかの役割を;v:たしているのかもしれないが，決定的な安|刈とは， iえない

ようである。

以 卜ーのように，プログステロン，テス トステロン，コルチゾルは，イ本脂

肪の分布に刻してI'hJ.i1iはあるようである。しかし， '1"1:ステロイドや担ifコル

チコイドレセプターのう上イドー (Hirschcl al.， 1989 ; Rcbuffc Scrivc cl al 

1990a ; sjorntorp. 1991 a)が， f去に述べるカテコラミンの刺激によるJJ日
JJ}j分的'や LPU!"lil の，'í'll似 ;r~ と閃.i1iしており，また ， おそらく 4ストログン

を加えたうど I(れ川1'1ななjWJl(Iiがあることから，そのメカニズムはiji純でなく，

ノドだ |分にW(cIYJされているとは，，えない。なお，その}.¥~よついては，
sjornlorp (1991 a)が，作ホルモンの役'，I;uとそれらのホルモンのレセッタ

ーの分布を総介的に.i51.ぶして，興味深い{)X:，&を抗小している。その検Jが
ねたれる。

インスリンについては，ホルモン感受flリバーぞのi，fi't'1ーやIflliikをJJIJiIiIJオ
ることによって， JiLIJ¥1IJ}j分Wiイう川をイIずる。そに刊 JIJには.. ¥11 {;o;がイfイ|し，
腹部)x卜IJ印J}jのみが， AIW，'ill (Rcbufrc'-Scri刊じlal.. 1987 ; SI日ith('L al守
1979)ャ大綱 (13olillderl'I al" 1(83)のIJ行lJ}jにJ七べインスリンのJiLlJ削}j

分Wil'J川が大きいという rU;'i'がある。インスリンのJ)'LIJ削h分制作川そのも

のは体脂肪のみ砧 ・減少に大きく I'hJ'jしているだけに， /i:IS11'r:X'に1均する今
後の研究がねたれる。

以上より ，イ本JJ印J}jの分イ1 I に;;;~ヤ ，~~~f Ijえるt:1J<1を与える卜.で， mイ1:1~;.られ
ている知 I .\~か らボ 11変益れる純1)11 で i市R 攻な}'，j:山2江、フ1\床』主t を も/つJ と J与写えられる!人'.白江、
サ小tすると，

1カアコラミンの刺激により， I付lぬ脂肪ほと、JI行JI);分解がjじJ1tさtLベJすく，

それに腹部j支卜脂肪，人腿;"，11)立川町lJ)jの}IICiであiく。ただし， --J 1 ，}j山r:~J!J.."什
においては，I人l臓JI日JJ)jと版部皮卜IJ削I)jの似}j';が逆になる

2 テストステロンは，引に|人iJl~~脂肪において.脂肪分J併合促進する)J lí，}に

f肋〈

3コルチゾルは 1:として|人JIJJ;UJ:守IJhの/;;Auに市')ーする

4インスリンは， IJ反;"，11)立卜 IJ削Ihのんが，人IWi"illベJ人;制の11¥1lJhにJヒベインス

9 
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リンの抗脂肪分解約:川が大きい

などがあげられる。'1'でも，テストステロンのように，おそらく他のホル

モンを介して1111接的なイ判11をもっと与えられるものと比較して，より II'({妥

的で;;;~料が大きいという/，(から，カテコラミン，それドあiいてインスリン
の作川がqjに[i11に似(-9-ると以われる。

J() 



圃t一一

2 )遺伝的要因と環境要因

体脂肪の分イIJ は，体脂肪~I t: (咋，)と比べ，泣伝的泣い:1によって伏;とされ
ている内11分が大きい， と， iわれていた (ωGar円n，1955ω) 0 その/内Pり'，(よ、lによついて，

J;)L必川l山w昨5ιわれ/，(
ている。 ま1ず三七， 一卵't'門悦1: 一卵't'刊y門1:1双Y.J小1'，川べ，，¥0占袋主 fをf合干む400制机l以|上一の誘家<.Jj放夫を刈
2象良に./)<"，イ本ifi:#:，::訟やキャリバーによる皮卜Jl日JVJJ'/，i1 iJ!iJ'.';を行い，体脂
肪の111や分布がどのくらい.i.Ufムするのか，統.il(l(jに解析した。その際，千千

)I~ f'lは. J)泣か、. 2)泣イムではないが文化的に受け継がれたもの. 3) 
その他，の 3 つが1~1{¥1。にI'klりするものと似Jとした線形モデルをJIJいた。そ
の品，'i~. ß~ I ド〈リ火ード脂肪 11トはわずか 5% しか.ì.Uíぶしないのに対し. }支卜脂
肪lUJの利/体脂肪ltlというjじは.30%が.i.Ufムするというがj.:1~がれ;ら:i LたG
オなわち. IJ巴出Jのf'，'J主あるいはJ支「脂肪の fj!.といったIJ行)仰の111を点す生数

はほとんど]ぷJ~'2により Jλ;じされるのに刈し. }X!'ーイ1>:1人，11米自11とし、う分イl'は，
ある，f'，'1拡ilIイム|刊に決定されるというのである (sou【hardけ al.， 1988)。

また 卵YI:双ノlLUに刈し 11 l，OOOkcalの.i!!1食をわわせ，それによる休

Jl行!的分布の生動をみたところ'!jPYI:叔'/j'c¥I，ij1の変化3判よ似ており そ
のt;!Z1人l羽/1)¥1係数(よ072であった (sou【h川 dc( ~I 刊 1990) 。ここでも， ili
{ムの l~'~~!，~~が;~~t くぶ峻されたのである 。

ただし， liij r，のirJI'.i'eでは， .i.Ufムおよび文化的/'伝怖される川f?を除いて
も，約60%はら、捕しない環境IJ.:Irーによって決定されているという結氷:で、
ある。これは，おそらく杭mi的な1iJI先の|以芥ではないかと，iLIわれる。 つ

には， l30uchard 1'1身(l3ouchardcl al.， 1988 ; souchard， 1988) も指摘し

ているように，泣fム|刈 fと環境|人IfとのI!Uには，少なからず尖11イヴ )11がイf
イlすると，lL1われるが，liij r，の仰|先のがe，ilモデルには，それは合まれていな
い。また，数多くの，ihJ!iJJTl11にはぷノ(，が合まれ， しかも，それらの比をと
るなどしているため，i.Uイムによる，WYl不カカj、きくなったことカず与えられる。

こうしたことと.以卜に述べるように これといった以抗佐川が凡いだ

ぶれていないことから，イ本JJ:1IJ)jの分イliについては， .i.UI1、的に，Ji.lYlされる刈
令が大きいと)5'えられる。

11 



圃」一一

3 )体脂肪分布に影響を与える行動要因

イ本脂肪の分布には'VIこfとがあり， .9H'1の)jが， またイ1:1紛がLである)Jが，
ウエスト/ヒップ比が大きくなり ILanskact al.. 1985 ; Shilllokata ct al 

1989a) ， J制作|付脂肪"トも多くなる (sorkan('t al.. 1983 ; Enzi ct aJ.， 

1986; KoLani ct al.. 199，1)。しかし，'111別やイ1il~)は，あらかじめ刈注さ

れている変数であり，千d)リJによりぎEえられるものではない。。

イイ正月初J}jのうFイ11に;β料3を'jえるiJofUJ . H:会(i:J決仏|については iとしてウ

エスト/ヒップ比とれ助 社会的'g:P'I (喫仰， f出阿 J'f動， W取栄必ぶ，
，'1¥1;(， 11:会幸子済的状i>~， て十)をぷす変数を償問f的にみることによって紛，f，j

されてきた(上!日ff川、rct aJ.， 1986 Lapidu<; Cl日1..1989 ; La，川Ollct al 

1989 ; Kayc ('( al.， 1990 ; L3WSけ al.19'J()可 S('lbv('1 al.. 1 ')<)() : Sci<ll'1I ('( 

al.， 19'11 ; Kccnan ('( aJ.， 1992 ; SI3lecry札 31.， 1引)2)。また町イ本IJ行JJ);分
イ11のJ削JIとして，ウエスト/ヒップぷではなく ，J支卜脂肪jltの比べそれ
らについて l成分分析を行ったがi;.j~勺られた 1)'1 (1~;).'.(を JIIl 、た{日|究もある

(Jlaffncr ('t 31.， 1 '186 ; Jllclcch l't 31.. 1<)91 ; Gl'OrgCS cl日1.， 1993)じしか

し，どの似|冗においても イ-i' JJ削h分析J とれ助金:数1 との lïJ係 lよ ';~lv、もので

はなく， sl¥IJ-'iJイ1:.í~~ /'~t> (j) ;j;.~ ~~平を除くと 守 ウ..Lスト/ヒップJヒの分散のわず

か数%しか，WYJできなかった。

ここでは，今まで lli(りIf Yられてさた i 令 ~I)cl について，ごく mji*~ に先
行仰|究の結%をまとめてみる。

[喫州]

sa知a引1

L"日]¥川 ct 日1. (19仰90) ， S鈴制ひ什Ibyl'札laJ. (1 日9引叩0)， Sc引iclο什州11ct aJ. (199引1)， 

Slattcry cL aJ. (1992) ， GCOl耳目 ClaJ. (1993)匂が検lりしている。

lIaffncr ct alベJKccllanct 31の刈象，およびSlattcrvct 31の ('il~の対象で，

イf}'jな相|対がみられなかったが，概してlJlJL、WJ.lfがみられるようである 0

1iにShiJllokalac(川は，机|析的u)l究 (1989b) と縦断的研究 (1均!1c)の

1，I，j )Jで検，f'jしたo f1IiI析的仰!先では:，:' 1又泌liJ1J，がみられた。縦断的iiJljtで
は 11犯由¥'ililJVii後守イ本市lよ減少したにもI'hJわらずウJ二スト/ヒップ比がW:}JII

した。また ~;':þy'後は，イl''f!)';')}JIIからi!JJj¥~ilるれにはウ4ス卜/ヒッツ J ヒ

はWiJJIIしなかった句というがi%が1~ Jられている。
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l史州と体JJ行JWの分イドーとの関係に必ずしも 1・iした紡%ーがれ}られない以|刈
のーっとして，sMIがウエスト/ヒップ比と 11の， ')jでl契州とれの相聞

をとることが45eえられる。また， IU:Ij!'γ的なメカニズムについて，十|ホル

モンレベルが介イlーしているという似，Jiを艇ポしたが，;七千Jイリ1')1:では，必ず

しもそれをえ叫するがIX:はfIJられていないようである (Sclbyじl31.， 1990)。

[fikirq I 

Ilaffncr l'l 31. (1986) ， Lapidllお札al. (1989) ， Laws cl 31. (1990) ， 

I¥ayc Cl al. (19')()) ， Sclb.v ('1 al. (1990) ， Kccnan cl 31. (1992) ， 

Slallcry CI 31. (1992)咋が検，:'Jしており， "，でもLapicluscl 31やSlallcry

('1 a I.iよ，アルコール(1)HdmJIJの検いlまでイJっている。とちらかと， iえば，

γルコールの県以がウムスト/ヒツフjヒをJW人させるという納米;のんが多

い (Lapiclllsじl31，. I.aws cl 31.， Slallcry CI 31.)ょうであり，それに刻して

は， fiXirqがコ lレチゾルの分泌泌多をナ{iくことによるという似，uがJ/1ノJ'され
ている。 しかし，その辺の品111米ーが刊られた研究 (Kayc('， al.)や イ{}'j:な

|対係がみられなかった1iJf光 (11日ffll('rL'l al.. Sc1byけ日1.)もあり 'lTし
たがi% lJ. l~; られていない。jJLlI.\'.r.'，(、では，行為 IJfiIJh 分イ11 と nj; i内の/liJ l': は必i し、関

係はない，と， ，ってもよいだろう。

l食'J;] 
縦断(I(]に，イ本JJfiJJjj分イ11とえ:主主主[Jli(とのIA)f来、をみた!iJI冗として，Wil1iamぉ

l'l"l. (1987) ， Laws cl al. (1990) ， SI日LIじrycl al. (1992) ，卜 )j

(1993) ， 111'1'ら (199~) 勺があげられる。このうち，*ルチモア))11齢

縦断{日|先では，食'jiのf'fと'J.Lス卜/ヒップIじなとεの体)J:1IJ)j分イ11とには，

ほとんど+111)¥)がなかったとしている(卜 )J)。しかしWi11i3rnscl al.iよ，

多 ll l1 iイ、飽和))削んから 1~J られたエネルギーのIヒネとウiスト/ヒッフ JI:は，

iJ~J いながらもイ{/3なれの+111)\)がfリられたと械(1f している。また， Laws cl 

川:まリH'I:， Slaltcry ('l日lは1'1人リJ~正において， I総収収J二ネルギーに，'iめ
る炭水化物の刈介j とウ」二スト/ヒップlt に ~; ~j いれの相|見!を 1 ~;.た o '̂jI:.r，ら

(111'1'ら守 1991)は.'['():i)紙 p}M1~から，iI'~)されたtw分m~i( J~)Jtとイ小;1人'Ji~ì'í:l~

脂肪 111 の.fN .fÚ とのlIiJに，リH'I でのみ1.')J).fがあるという*，'i%を 1~I ている。

なお，これらのuJI'Yt:では， ショ析も以/]，化物の'1'にfTまれているが，
ShilllOlllllra ('( 31. (1993)は，ラットにおける'幻自足で r'，':jショ品'rftにより

13 



JJ品川政脂肪.!f(~I':.:/イ本 if[比がL~7jJ II したことから， ショ加も|勾j脱脂肪II(ーを1(7加

させるー|刈!と与えられる，としている。

lbi近は，だi低カロリー食 (VLCD) ~'j の食 'ji療法による減:，:.:II}の体脂肪

の安化を，ウi スト/ヒップ比 (Vans3ntct 31.. 1988 ; Wadclcn札 a1..

1988; Casimirrict a1.. 1989 ; Ross ct a1.. 1991)のみならず， CTあるい

はMRIを}IJいて，iHllliした矧(11がいくつかでている (Bosc11ocl a1.. 1990 ; 

Gray ct a1.. 1991 ; Sta11on(' ct 31..1991 ; Lccncn ct a1.. 1992 ; Chowclhurv 

et a1.. 1993 ; van dcl' Kooy ct a1.， 19933 ; Zamboni ct a1守 1993)。これら

をみると，いずれも版i¥11皮ドJJ日IW断Ifli1J'1よ・)1人l版1m1J}j1祈1(Ii，fuのんが減少咋ー
が大きく，以取ーLネルギーを拝11えることによる減:I :.: II.~ には， 1)'11以JJ行IIJj:，::治、

より選択的に減少することがうかがえる。絶食11.)の脂肪組織による実験で

は， ~1ì'íの JJ行1J}j組織のんが， IJfilJh分11)平を刺激するカテコラミンのrJレセッ
ターへのが1イ川市11えられ， JiLJJfrlWう)'Wi1'I'JIJをもっインスリンのレセッターョ

への車lij介がfiLJ.lliされるというがi~とが何られており (0はm a llct a 1. .1 98 /1 )

それが|人11脱脂肪Ijl.のj:s!状的減少のメカニズムなのかも主11れなし、。 しかし，

カテコラミン (Arncretal守 1'J81 ; J('!lsrn CL a1.. 1987)にせよインスリン

(Jc山l'nct a1町 1叩 7;B(，I'I日n('1 a1.. 1981)にせよ，その絶食11!jの以J，i:.、に

ついては研究m)2によ って全く JiX.Jの紡米が何られていることもあり， '1 
f1i!的機Ij';に|対する{i)))<;はこれからであると ，，ってよし、。

[イ本市の佐助]

Roclin cl a1. (1990) ，よ，成人.(，('(/1において，イ本市の卜ー卜助の約l股が多

い(iほどウエスト/ヒ yブ比が大きかった、と械;ltしている。 しかし，

van clCI' Kooy cL a1. (1993b)は， iJ，~:，:後に体吊が)~に);.!:つでも，内臓 IJfr Iめ

:Ir:tよ減:1:.:IIiJより少なかったという付米をがし，イ本市の|卜動が内l脱脂肪-fi/

Hi'~)JJBil日l をもたらすという似 ， ;!íに行火山J な}~(~~を n~ している 。

また， Lanska付 a1.(1985)は， [JJUI:の体市 10代での11'市 lでウエ

スト/ヒッフ比があるf'，'Ii!'，Ji1ljJdれたことから，成人後のイl''Iiの1(7}JIIは，

iーにJJ¥U¥11へのJJfiIJJjの占;;fJ'iによると小した。また，)J記入後発出iするJJ山両lよ，

般に日行IJMIIIIJ包JJB人:)('1であるため， IJ日1J}j剥IIIJ包肥大)('IJJ巴11日lと IIJ包j¥IIJJ山内lの
|刈えE もノJ、 II~ された。

11 
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[&1)リuJ

ili!fihは，体脂肪分布のtelJ;1ではないかとして，多くの研究がなされてき
たものの eつである。その仰|先))法にはいくつかあるが，まずあげられる

のは，午前判的のーっとして:L1iITlj})l，>t'll'tもとりあげ，ウエスト/ヒップ比匂

とのI')J辿をみた似|先である。')..Lスト/ヒップ比と独白:な+111共lがみられな

いliJl)'t:もあったが (1laffncrct al、198日;Kaycctal.， 1990; 卜Ji.1993) 

j主『宙科iれがあるほどウエスト/ヒッフ胡比は小さくなるというの立なWJ係を

J，J，いだした併先も多い (LawぉClal.. 1990 ; Sclby ct al.， 1990 ; Scidcll C( 

al.. 1991 ; Kccnan ct al守 1992; Slatlcry Cl al吋 199Z)。しかし，その関

係はJI'':;\'に ~~Jいものであった。また Trl' lllb la y cl al. (1990) も辺助ill{.tl't
とウJ二スト/ヒツフ比との閃辿をみているがJ ~_iÍ l伎のilifhHj-'ていない
(iほどウーLスト/ヒッフ比が人きいという ft(ili'Jはみられたものの，中はり
それほど人きなifではなかった。

必11立の ili助~J，~{'1ftをもっ行と， ~ ¥に辺ITUJのrl'lftをイjしないおとを比較した

iiJf'kもあるo llrOWll and .10!les (1977)は句ノ'J<'i'イ小'f.>f、ド:，:.:iJ、とキャリハー

による皮ードJJ行JJJj)，んfI測をqJい.イ糾j行l防をj支卜))行1J}jとイ+Y、.Ji;;Uill))i'iIJJjに分けた

が， f本脂肪1111 こ， 'i める休l人JI采 ;'il~))削)j:，:の'.';リイNニパはない，という品11米であっ

た。 )J，;)<'!'WiJi.f-r:，:V、で4とめたイ本IJ行JJh:，:とキャリハーで，.!;!!IJしたJ支ド

IJi'iJJJj)'/の手1Iとの比につし、て J.リートi七日lipiiランナーと 般人をJヒ'1決した
ω1)巳 (D円 prcsct 31.. 1 98 1 ) では，ド~lipl!1 ランナーの )Jが， WIJi'iJJh:，:に刻

する皮卜脂肪jlgLの手11の1tが少必く .とE到U(ldlip，11.JJはj立l、))i'i1J占Ijl.をj:s'iJ¥ 
的に減少させる，としている。それにあIし，tvlatsllzawactal. (1991)は，

CTを)11いて，}J 1ーの))0:;";11脂肪の多くは比十にイiイlし， 1人J Jl~~脂肪は中117J的
に少ないと械(11している。以|のように，ここに制介した3つの仰|光利%

lよ iXしていない。これには，mL，沿カf二行 f;{;であることも|比lイ系してい
る"J能'1'1がある。また，)立卜JJi'i)ル}'，Jの分イ1;については， 1.'1'身やイ本件での

il 

トレーニングによる体}I日IJJjの変化のうち， Hi. r }J行1J}jの分イ1; に 7') する;;;~~~.~~
については， JlUi'¥11のJ:!zIJi'i)'/の減少がば!ぷである (D山 pr('sct 31吋 1981;
Trelllbl日Yc(日l..1 988; Dcspr('メ C(al.. 1991 a) ということで， */{，ぬが‘つい

たと， ，えそうである。

しかし， トレーごノグによってゆiりべJTいのは|人，jIT;l:IJi'i1J五4:のかJ:!z1、IJ刊lん
なのか，という/.i、については，多くのii)l究で』尖lりされてきたカヘ ー目した

料米lよれJられていなし、o ，'，くは，体}Ji'iIJ}j:，:の減少のかげ?と， J支1Ji'i}'バの.fllの

15 
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減少の;切合に廷がなかったとする研究 (Desprcsct al.， 1981)に始まり ，

k't'l:においては，体脂肪lAの減少の'，I;IJ令より，皮脂jtffの平11の減少の'，I，:Uイ干の
みが大きかったとする研究 (Trcmblayct al句 1988)， ;逆に，休J1fiJW:，(の
減少の'刈イ干の)jが，成JJ行jlJfの平11の減少のかl介より大きかった (DcsprcscL 

al.， 1988)匂カfある。

しかし以近は， CTを似つて変化をillった州先もみられるようになった。

SchwarLz cL al. (1991)は，)'，: Itリえ人別件および尚齢のリ5'1"1:について，ウ斗

ーキングとジョギングを i:とするトレーニングをわわせ，体JJ削I)j分イIIの変

化をみたが， )'，し、グルーフではl人JJ1.a:J1filj)jltlil(lI.fuがAJl.i!lの}Xl' JJfiJJ);ltJiIM-fuに
次いで、，JJj出t.(i'のグJレーフで、はいJI蹴JJfiJJlj断IM.fJ'iがもっとも減少咋1が人きかっ

た。それによナして， Dl'sprcs c( al. (1991 a)は， 11山耐久'J11に対して， ウォ

ーキングをはじめとするイj般ぷf内トレーニングを処んしたところ， 1付脱脂

肪体'Jil(liHiより政;";111.文l'JJfilJ}j断I(!iもい)i成少がのんが人今きかったという。すな

わち，この 1 ， loj .(íの jrJI'.)~ では， !ぇ刈に近いが1月::が{!jられている。その他，

Fujioka cL al. (1991) ベ公;';:11ら (1991) ， Ro川 ancl l~ i ssa ncll (1991) も

とl!助処))による|人l腕脂肪111の減少をみており，いずれも内l以IJfi!的JAは減少

しやすいとしている。 しかし，これら 3つの/i)1先，引にFujiokaeL alでは

食 ')i縦訟の ;~3~!.~$が少なからず人っ ており，先のが1米を i主!li:lJ刻 [1'1 の;;;.~仰とと
ることはできない。

なお， Bjorntorp (1988， 1991 b)のぶした以卜に述べるような似，J1.につ

いても ， そのj必川 '~I の Il-li さを与えると ， ふれておく必泌があるだろう 。 す

なわち， I環境のもたらしたストレスへの刈泌が川雌であることによって
悦ば「泌が~ilJ激 され，これがうど~~針tjl約 i，';11作髄質系および， JJi持卜市外; i，iJ1 
lrT皮質系のiMuJを似-r'UI')にr'，'，'j進させる。それが，ひいてはカテコラミン

コルチゾル，テストスチUン1・の分泌を似し，体JJfiJJ);の分イliを変化させる
()11.U¥IS!1I'.¥il:IJをもたらす)のではないかlというものである。これについて

は，似必がJI常に大きなスケールでつくられているため，，.J.:だ|分ド"i1.IY1

されていないが， 1村社|上:会粁I祈汽「的ド内J状Y泌J比c(似K日勾)'じ eta川l
19卯91) ベやJ車品紅村lf山t1I斤4や付州lリ中II(的ηス トレス (Lap仰)idu;お、 ('け、'1aポl町 1989 ; Lal 吋刊叩S別{り川川}川11(_'じd、'L日1..1989
Rcbuffc Scrivc cl al.， 1992 ; Kayc ('( <11守 19(3)と休JJfiJJlj分布とに|刈係がみ

られるのは，このためではないかとも与えられている。また，その他のJl'!

11についても，この似，，i1，で必IY1できる"rim't'1があり，今後の検"，1がねたれ
る。
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4 )行動要因に関する先行研究のまとめと問題点

以 卜のように，イ本脂肪の分，(Ii に ;;:~仰を IJ える裂がよl を イ|山!日リにみても， rl'kJ 
係があるJというん辺lItlぬがれjられていると， jってよさそうなのはl吹川Iだ

けであり，辺助や食'Jiの1'1，f1k例についてはよW! iJi:の 1!11JlfIíが多い 。 飲 il'~ -'ìJ
心)"J'. 的ストレス，子|会終ì/TI'~~状況などはまだしも，食 'Ji やiÆ助(よ体脂肪後
iHi'機に大きな|刻りをぶすことがIYJらかな家数である。例え!1'， .if到にして

も.腹部のj支一卜JJFiJめを選択的に減少させるというぷについてはlリlらかであ

るが， I人j臓脂肪についてはどうかという， 0も市浪Jな/.(については'l'tし
た粘'*がfJられていない。

また，ノトまでのliJI'冗のほとんどは ウエスト/ヒツフ比という折似をJil

いている。 しかし，ウエスト/ヒッソ比U:.I人JI以IJFi)J}j <<i fu Hj'l)肥fill!の折似て、

あるとI"JJI.Hこ，)J主 ì'~:I~ の/-Ji.卜 IJ行)Jんなとも人きく jメ I~~する (Ash 川、Il cl al .. 

1 ')85 ; tJ~i){ ら。 1 '186 ; Sl'idl'Il ('l al.， 1 '188 ; fcrlancl l'L日1.， 198日;[)('spn、お

むlal.， 1 '1引 b van clじrKooy allcl Scic"'''. 1 '1り3)。そのため， fý~ えゴウム

スト/ヒッフ比とCTで社!ιじした|人JIl;iIJ行)J}j/!ii.r:ifu/JJ主，.';1;/支卜JJ行)J};ltJi 1 fIi fi'rlt 
との相11刈係数が0.3へ O.7f'，'J文と， )1叫に似いものとなってしまう。まf二Jt
中であるため，指紋としては大変小'ムコじである。イイサIJfilJ}j分イIJという 1)杉1
~/!lJ;起にする場介には， {{>:JJfilJんがなどの「サイス」の日王寺IFを11)(:)除く必吹
があるが '7 エスト/ヒップ比 lよ休脂肪千・などサイズの ;~3干.~~í を乏けるとい
うIIiJWもある (Hcalyallcl Tal川町二 1'181)。そこで，J)Lイ1:以もInJ起である

とされる|付j城)Ji"iJJjj:，: 'をより必iく)x.1映する折111を)jJし、る必吹がある。

それらに加えて，償問}J'r'Iド)1iJI先が!としてなされてきたという/!lJW山、もあ
る。本米は， ~I人l を W!羽fするにあたっ ては ある条flをりえた仏米どのよ
うな笈化がみられるかを検l討するのが慎ましい。もちろん， t!liI*lr 1'0研究か
らもイ{)/Jな知l見はf!Jらhf'fるが， 1人1.!fI!kJ係について品1111沿を引くことまでは

できない。しかも， iliIUJをはじめ与えられる安1"1の多くは，.仁川{ヒカ'1付日11
である 。 また，杭|析IY~iリ|光であるなら!J'， JLに述べた'よ!段Jド)iiJj';tによりd
い，制定の条1'1 だけ大きく )II~- なるぬ放のグループを比較するという JI~をと っ
た}JIJ主よいであろう。

イ"Jより，日本人におけるiiJJ完治、uとんどなし、。
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そこで， 1人j臓脂肪の蔀杭に)~究:!.~~をうえる袋一同について研究する助イ干には，

以下ーのような点を与!ぶして研究を進める必1¥'ーがある。

1.1人j脱脂肪rYrfuのJ削;;l;としては，ウエスト/ヒップ比ではなく ，内臓脂肪
Ij r.: ~をより 11' 1終的に求めなければならない。

2 休日行)J五分布に l~';~!.!.~Æ を Ij える"1"自 ~'r/l があると与えられる条f'1 を刈象-fí.に Ij.

ぇ，それによる変化をみるのが，以も迎、'iな)fil、で1まないかとjL1われる。

また，その条件のJt111-化が|付制I な場介には，条fI:のだが~i J，:である ßlp~J
Uol・111"J1 の比較がイ1~1}で、ある。

18 
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3 .本論文の目的

ノトまで述べてきたように，体脂肪の分布に;汚物を IJえる山人!については，

Aよだ 卜分なまI fl，~がf!J られておらず，引に 11 本人については日とんと、検，;11 が

されてい令いといってよい。'1'でも，ili!f}Jをはじめとする身体1，日i}Jは，少

なくとも体JJ行JJ);の111に対しては，食'Jiとともに大きな;援物を'jえているこ
とがIljJらかである。ところが，イ本脂肪の分布については，欧米でいくつか

のfiJl:J'cが発ぶされているものの.必ずしも 致したがi*カ叩Jられていないの
また，イ本JJ行IW分イl' については J~'t的に ltl も川w悦されている|人JJ~JJfilj}j 占;r

fú に刈する JJ久r~~が不 lリ J{í{J;である。そこで本のIjcでは，ヰj に身体i円fリJがl人'JI11~

JJ行IJM/;1mこりえゐJj;.;切にlillした。ただし，身体活動は，机11，紋あ:J!JJjilJ，
似!立， 強Ji，11.¥1:1)， Jエ二ネルギ一Y約i口'i1'i:川1バ::tななt、とど，ゾd'j'.
も，例えばJJ山1:1:;にI¥Uして以も庶民であると与えられるエネルギーjlslitJlLを

ィ!!I]iじするのはJI'，';~に|本l~lf である。また， +!IlI所内':Jfi)1究ではI)，I*I'，(J係をつかみ

にくいというJ:IJWもある。そこで，抗体iM'}Jを:，::(内に，iHllliしてj1;JJ行JJJjうfイl'
と羽 II~J をとるようなことはせず，条fI: (ili:Ji必)をljえてそれによる劣化を

みるか，典 )~Ift 卜JIの lt牧という)JiJ:で，分 11';，\10) とイ本内 i~~ ;"il\IJ行 IJh の -f(~H( と

の1'1)1"長を検，;.]1ることとした。

H体的には，以卜~...::/J、すようド， '1 J 励会数としての身WiMOJの1"，'J支がlリj
らかに民なる集I，J/I:I)のlt'l女(第 2，3 1;'I~) あるいは縦断(I~ 実験n甘な変
化の追跡、(第4，;'，)という 3つのyl:なった)伝で，身体活動が|人JJ則的JJ);f.!，引

に lj える;必仰を-0'~する ff午、|を f!Jた。また，そこから派'1ーすると与えられ

るIIiJ起として，4='*全く501心:で、ある，休日行IJJjのj目利み41iであるl附li:lのI'IJi.c 
と休日行JJJj分布とのI'1JAドついても検，1'Jした(第5，;-，)。休日行JJhの分イliにつ
いては， 主主3.;'，を除いて，イイ，JJ印lんを， 1付lぬIJ日lめを!とするイ本|人Ji:t:i';IIJJiiJJ);と
)SZ，卜JJ印JJjに分けて，1'1ザIlIiした。

174，本1論文'1'において， I身イ本iM'リuJとは r'ム・，'f[ell.¥代謝 '1'を越える.Lネ
ルギーれ'ij'iを1'1'うJili肋日日系のれ)Ij状態!と与える。すなわち， 1ス入、.-''j 1 

ヤ lili肋jのみならず. rll土品、|や|家'Ji労働|も身体i円動のー何であり，
みかけに)，.J，:~11的な助与や仏:1;"1':移動が仰ぎ~されなくてもた1)，l似J.1 なと J.

ネルギ-?i'd'iをf平う I，'YHド:)tJ:則的 lもfTめることとする(決J成人や似iJt. 
スフ!、ーツ利'三
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止笠2];~ 1 
大'''t.のラグビー('i[111と限度の;;t_i(i)J判官tをイjするお， ;;t_i(i)J ~I'1慣をもたない

-/'iの3つのグループ/111で，イ糾l行JJ)jの分イ11を比較することにより ，ili動作忙I
がイ本1)、j深(;11))行JJ)jのl.f.fi'iに IjえるJZ仰を.J5tーした。

i主立与上
引にト))立の 1\;;~~" i ;: により 11 常の身体i ;f，'w)J :j:.ーが少ないと与えられるリH'I のJJì~'(，[:
)Ujr¥(-/'iと， 一 骨立世t'I;;~' 人とのHlJ で，引に腹部の JJf1)))j分 11i を比較した。それに

よって，JJ品作品tW行にみられるような身体川動の少ない'1川が， 1人j脱脂肪
の;r'!if!'l をはじめとする付寸前日}jのうfイ11 にりえる;~;科を.J5 1がした。この倒%だ

けは， B IllOclじ式Aiii"， iJ.k:，，!>ItJi"X ;;1;をJIJt..、て， I)~Jぬ脂肪 11'.を必く以 l映する政
!以前JJrrJJ)jJ'/':;を;W)iにして， イイ1:))行JJ)J分，{Iiを，irlll1iした。

r ~A~ 4 I';'I: "1 
lえ人VJ久に弁lして12illl/\J にわたってウォーキングと l 'I'lr.d r こぎを ')~施し，
イ判断lル分布の変化をみることによって，イJM){;(I'，}j辺助の継がしがイ本l人l深川JJ行

JJ);のみ引に lJ える ;;;3~!.~:~ を JI'(拡 I'I'，}に検';')した 。

」主立主L
i生fリU-1').L:ま，イイ，IJ日lJ}j:，:をivl加，除1)行I)}j:，:を減少させるため，休中lよ多くな

いにもI'J-Jわらず体脂IJ);千"よ大きいという状態をJfiくのではないかと与えら

れる。そうした状態と，やはり i正rUJ小JL の;;;.~寺中を 'lける IIJ 能'('1 がある体内
I奈川!脂肪のみ加との/I¥Jに|刈1，f，とはないか検，i-]した。
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4 .本論文で用いた身体組成測定の方法論

本l治文;では，むi¥3 ?;'rを除いては，体脂肪の分イ11の評1ilJii1;をはじめとする

身体制lJぷの社11仏E法全般について，全て[，;J.の)ji1;で、ねった。引に， [，'JJ足立と

なる内臓脂肪J11ーについては，それをかなりiI併Iに反映すると，lLLわれるイ本内

i氷川)J行)J)j:，:を測定することによった。その)fiLを1['心として，本研究でわ っ

た身体系IlJおのiJ!UJ.EiLを以ドに述べる。

/):お， ~"; 3 t;;I~ でJij v 、た JfiLについては，、lí ，Hd;':iIYí に li~す。
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1 ) Hatlori ct al. (1991) の方法による体内深部脂肪量

と皮下脂肪量の推定

Ilattori ct alは，従;j<ーのJ支卜11行lI)j:，::と体内j氷点11脂肪111のlif'，と11:(Allcn cL 

al.. 1 '156 ; Chicn N al.， 1 '175 ; 81"0¥¥"11 and JOllC5， 1 '177 ; Davics ct al.， 

1(186)では，1文卜脂肪'"を.ill人，iHllliしてしま う，という欠点カfあるとし

て，新しい抑広t去を従来ーした。この:1((山法では，以卜のようにして従米の
JJiLに改/，;を加えた。

1従米の:lffiuLでは， )立十脂肪I'/x付、ぷIfliWという式で， )支 l、町IIh*1凶iiXの

イ材fiを船山している。しかし，身体作i'iI;は川れに近い11';をしているので，

休ぷ1(11のl人，J(l[IJをとりまく J支卜 JJ行lJ)ji¥ll織の|人J1I!IJのIfliぷは.体ぷI(!i砧より小

さいはずである。そこで， J支l、脂肪組織の'1'1，'，での火 1(1川ii~N'，として，

イ本火I(!i仙の代わりにJIJ¥，.、た。

2. I ，;~のような.jffiじをわうためには，.q.科、名川のぷ1(!iWを知る必It:がある。

そこで，休火 I(M!'れこ， 1 ，める材体作 ì';!~のム 1(li.h'i についての新作 (1 (131) 

のデータをJIJいて句科、J、1(1IfI'iから身体作;':1;のぷIfli，h'iを:lfii.l'した。

その品川:ー，身体の10のSegllH'nl(析行 1931)のうち，充分 qr.のj支卜 IJ行

lJ)jがイfイIする 6つのSc、日Il1Cllt(bn + Jil， 1腕，liijJぬ， {.}:':作，大l腿， ドl出)
のそれぞれについて，まず，以ドのようにしてj支「脂肪'1'.ーをiH山した。

Scglllcnt1リのjえドJJ行IJ}J:，:
(、|づりの):!t:}J印日ー 1.1)X SegnJenlのぷ1(li.fux 090 x 0.80 

1 

ト、ドJ匂):!t:卜JJ行JJ五}'/-j 1 1 1 

トー 伎十 }J印刷，Il織の{村山 イ 1 1 

ト一一一 皮卜脂肪飢餓の中:，: -l 1 

I J支卜11行IJhの中川 | 

ここで，平均の伎町)IJ)は八川>cle;¥:，1il;"'，i皮j支11行/I/Inによりil!lJiじした，科

目l'gJll(，1l1における十J勾のl支IJ行'1/，1.1 tょう‘身における、l'均の j文Ii\Î の)，/~ 611111) ， 

Sじglllじntのぷ1(Ii，fuは，イイ;:f，cJ(Iif，'iと， 作S('.'(IlJelltのぷ1(!if1'(のイ牛久1(lifu".:.，liめる

'， I;IJ介から 1~} られた作S('.'(llJ('nlのん I(ti .fú を， }，'iHfIJIIやj支IJ行1121て'fll111:して求め
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たもの (m')， 0.90は皮下脂肪来lli織の為、l皮 (g/ml)， 0.80は}:!Lド脂肪組
織'1'に，Iiめる脂肪の'11，:111干である。

このようにして作られた各Scgmcnlの皮干卜脂肪lAの総1ilとして，身体の

j文卜)m)防総ill-を求めた。伐りの4つのScgmcl1L(liJU¥II， J込1JUfll，T， JL) 
については，1文ド桁jJ)j:，:が)1"':;¥'に少ないため!!!f，似した。
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2 )本研究で用いた体内深部脂肪量の推定法

本研究では，ほぽHaLLoricLalの)]11;に従いつつも，以ー卜のような/.(、に

ついて改良をJJIIえた。

1 .lIaLLOri cL al.は，今までの1，;川x<の)]11;は体ぷ1(1ぽ1を.if1人，iHllliする，とい

うIliJ題点を折捕し，作ScglllCIILのよ1(Ii引を， 1)体ぷ1(1山iと，2)1支ド脂肪

がを)5toぶした皮卜)1行)W制l織の1/、J1!lリのぷ1(Ii{J{の、ド均として;Jとめた。しかし

そのようる:与えんをするなら， 1)イ1'<<1(Ii.fuで1ょなく ，1')I-!i.JNのjesiさを与
lぶした皮ト脂肪組織の外↑1111の火1(li.fuを求めるべきである。本研究におけ
るぷ1(Ii，fuのNiLil、lよ， J，r;小:1刊にはlIaLLOIiet alの)Jil、にならいつつ 1
li~の点のみ修iIーを JJ/I えた。

2.llallori CL alのん法においては， 1支十IJ日IJh組織の術伎として()9() f-)11い
ている。しかし，().l)Oはうj-f.としての脂肪の%、皮である(ドidanz<It'L 

al.， 1953ルI('ncll'zcl al.. 19t'IO)。そこで， 1支卜1Ji1IJJj組織μおi)ゐIJ行JJ)j，

/1<分， タンハク1'1の1 .-fr_ :1: (Vo 1とそれぞ、れ80%.18%， 2ヲ。 (Carn川。

1971) ， 'If.'J支をO.900g/l11l，1.012g/llll. 1.1日 1111(AILlllan and DiUlll('r. 
1971) としてIY:t、1Ji1IJ);組織の1伶"えを日Itiし 0.93日IIllIとした

3.lIatLori cL aUよ，キャリハーをJIJいて皮ドIJ日肋l'Jをi)!lJiとし， f千弘、日111('111に

おける、1"均の皮卜脂肪!日としては.キャリハーでfリたいを 1/21，"'，した

ものを )11 いた。しかし，キャリハーによる皮脂)'/，ili!!1jは，引に)j巴~，:I:Ìfrで
は皮下車Il織を2'F:につまみにくい，というつまみJiiねの川泌がある。ま
た iLのJI)Jでつまむこともあって，比約十、を巧1但し;J:ければ令らな
い治宝，JIJiiiヤlよい|人により， またj';III¥，ーにより )'ISなる， というJ，'川l日川iリl山I立仏，1，'山、

らんでで、いる (Marliけ川nC、lal.， 1985)。したがって， しばしばJ削肉される

い版WIのJ，'iJ足立よりはむしろ， iI舶な I~ぐドIJ日j防長IW&のJUJさを:lfわじできない，

という妥、'I't'I，の)Jが川辺となる U::j将1Iと:!::JII.1989)。そこで，小:iUI"允

では.AIll od c;:'しW('j-i，皮皮脂)'/，iJを JIJ~ 、た 。 λ Ill oclcA，w山被 1-!i.1J行/'ん刊にも，

安、'in，1，¥何!'t'1。のIliJ足立があるというJ行Mもある(J3orkancl al.. 1982) 
が，キャリバ-iJ:と沿って， Jljj;γがに/，イI(_"'"れず }~)\~Î を ff む!支|、 IJ日 lJ}j

剣l市Eの)'/さを1，'iJ止，ili!!1jしようとしている}，'，(カf‘ iλノiιi汀(1作的!ド内')にy児4ろな:7.-る》と，j1L
る。
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そのがi米科られた.jWi.E式は，以ドの通りである(‘は修lI:を加えた庁11分)。

Scgl1lcnt1lj:の皮卜JJ削}j:，: 
(、1':均の)x!J行1.1/・-1.1)XScgmcnlのぷ1(li打1・XO.93・XO.80

こうしてffJられた 6つのScglllClllのj立刊j行JW:，:の利を，全身のj立riJ行!JJj:，: 
とした。
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3 )身体組成に|期する測定項目

本研究で，身体創LJえにI'kJわる測定以11やそれを)，tにした処jJ/!は，いずれ

もl'iJじである。測定以"は，水'H，f，:rr(，j:、ド:，(11;の他， 15古111すの皮下J]¥1JIM/， 
9 白1I仙の川作IJ~匂であった。

j皮支 I')J断j指行印l肪め即i

5肘M川H匂ωzρ)をj川川|リlルし、て， 15古11いをO.2mm'Ii似でi)W定した。15;';111>'，とは，

S巴伊ll cnt)JIJにがすと以「の泊り である (1~L. 1989 ; llarri川 11ct al、1988)。

. 1m + 1{( ; hU'ill，羽!;¥11 
卜JI9iI;liii;'ill，後，.''011(いずれも'1'1¥( にて測定)

・liiiJf>1i;外i!llJ(+1t，)，)， 1'， 1比大1，":にて社[1)山)

体幹 ;}胸部， JI氏i、川， JIY:，."ill (Jlj耳打n;';II)， I助竹絞 1.;仇 lii
'
P')')'1、川

入J退;IIij ;'~:15，後 l出(いずれも'1'1¥1にて測定)， I除卜一;"，11(1)'1 fI[IJJj、iJi'j1-.) 
ドJli!l;I人HIIIJ，'札外mリ，.'¥11(し、ずれも以A1¥1にて社!lJjiJ

J，'，j作IJtIは， ~J'i IJtL 1lliJ 11 ， '"腕1)11('1'1山)， liijJ腕以AlJti.J陶IHI， JJY:I)tl (llj片

の山さで測定，ウL スト)‘股i¥iSlt止人:IHI(ヒップ)，人JI退I)f/('1 '1古) ， l' 
j出 i比大 I)f/をプラスチック~~のテー ソにて 0.1 CIll 'Ii似で測定した。

;)<.'1'イ本市は， ~ヒ川 (1981) の JiiJ、に従って千 Jった。 社!IJ 山[よ， ~~ jL~ 3 1"1 

以 1-_，It;:大前とそれに次く'111'( のノf が50日以|人l に ~X*するまでわ っ た。 タ主主L

'1 t. は，純MJ~;;îj釈U、 (Rahn el al.， 1919)によりi)!lJjじした。これも， J"ijLL 

31" 1 以 U J い，般ぷ b~~)主と 般化炭ぷ泌j支の平"のU，，)(fll'(とそれにみ;ぐ111'1の

ノt:~が 1 %以内に~X:J.Iとするまで繰り.ì!iした 。 このようにして何られた休 'll， 

ノ')<.'1' イ本市 ， 残欠 ;11ーなとから身イィ\:~M:Jf.tを求め， Siri (1956)の式よりイ小IJ行11心
不を.JHii.:'した。
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以卜ーから，本論文・で lti も if(~ないくつかの変数を，以下のようにして初
守、

~。

.1+1脂肪;止 (kg) ニ イ本市 (kg) X 体IJ則的不(%) ・ lOu 
・ JI;?:JJ行JW: ，~ゃ (kg) イ本市 (k日) イ糾j則的:，: (kg) 

・1+1人-11栄i.¥IIIJFiJJ}j:，: (k日) イ本IJFiJW:，:. (kg) -):!i. rlJ行 Ij}j:，~ (k日)

. P F S S (%) - ):!i.卜脂肪:，: (kg) ム イ本JJfjJJJj:，~ (kg) X 1m 

したがって， P F S Sが大きいと，体脂肪のうちj支十JJfjllんlJの，IiめるII;'u{i-

が大きいことを，逆に PFSSが小:?いと， 1何人.JitU¥illjfjl日I):I:_の，Iiめる川fT

が大きいことを/1'す。

27 



4 )上記の推定方法の長所と問題点

本研究のような研究テーマの場合， I)~脱脂肪を合めた体11日 IJ)jの分イliパタ
ーンのJ問主としては，ウエスト/ヒッフ。比や版部欠状符をはじめとするfnJ'
仰な身体，il"iJ!IJiJ、らの打f'JLか， CTまたはMRIをJIJいて;11羽目するか，のど

ちらかである場介がほとんどである。身体討測からの+(1広は， iiii1!l!である

以1(11，そのt_.勺刊はよ'，'jいとは， ;えない (Ashwcllct al.， ] 985 ; t1.:1)~ ら

1986 ; Scidell ct al.， 1988 ; Pcrland CL al.， 1989 ; Dc只prcsct al.， 1991 b ; 

van dcr Kooy alld Sじidcll，1993)。そこで，卜人111説Il¥1lJ)jのJff定U、として"gold
stancJarcJ'とみえられている C1、U、と比較して，本1iJI究て、}Ilいたイ本|人l深川脂
肪 q(のIffJL法のKJyiとj;<，f.J9iをみていく 。

C TiJ、のiu人の川辺lよ， x似による被爆があることである。その!照射hl
は{氏く}fllえられ.それほどIIU:mはないとも， ;われゐが， J九%的には， 1ill常

行， 4jにm帝Tliijのi('I'1によJして測定をわうことはあまりれわれなし、。 した
がって，本イリ|先の被検行のように，測定 11.¥にはまだ市大な決公にやってお

らず，肥満てユあるだけである場介には，CTi1:によるi!!ljj.LIよ|州知である。

また， C Til、では |人11~)1日lJ}j :，:を 3 次 J~でとらえることは"JíiËである 。

しかし，;しに述べた X線被|似の川辺もあり，後数例Jyí で‘ CT による 1î!~;;;3が

れわれることは少ない。そのため，多くの場介，政再11 j河川のIt)rlfriでのみ

倣;j;3がれわれ， ，ihJ!lJ11i'iは 2次jじとなる。それに刈し，本側先のJiil;は3次
jじのυ|測1[1'1が{!jられる， という KJyiもある。

j点i，11川川l日川!リ1!.氾辺1出Lじυμ"λfλ点'.'江、

11市行 IJ肪l灼右 l川lAl のJ祁II~広iじJ法1;において宏、'H'I に ;j;'~仰を /j える iーな Ij~I~):~: ~: 1刈としては，

J:!LIJ行}I/の，i[測ぷ)::(1，;崩I!YI今 安、ii門)ャイイ1ぷ1(li.fi'tの+11iとぷ);::， 1.交卜IJ日IW組
織'1'の1J¥1IJ}jの'，'nl{i-の 11"i/ 人)，'.~ ~-t~ーがある 。 このうち h以止後の jλ点，1，(について lは土，脂肪

組織の術l立にも;;i3科してくる川辺である。ただし，多くの石}f究結%を総介

してみても， J文1、!脂肪出/l織，/，の脂肪の'，'，11介は， lJ~il:l，i のヂIUt による ;;~3 ~!.~~~はあ

まり受けないという似li'JiJミみられる (Garrow，197 ~) 。 また， 1t-:1<lfli.h'i 
の+(1ιじ131jfーは)[，計

A川}【IcAAii，."iilJ(J:!LJJ¥1J'，!，i[については，似れた妥、'i'['/をもっとする10/先
(sullcll cl al.， 1965 ; B川 thcl al.， 19(6) と， /IU泌があるとする研究

(日川 k且nd al.. 1982)とカぎある。ただし，/iYI岐に弁jしてはかなり'ぶ注し
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た数イll(がれ;られ U~:)II ら， 1 98~a ， 1 98~b; J:i1RIら， 1988)， /1:)起は脂肪組

織が桜紙な椛jfiをとりやすい服部などであると言われている。

そこで，イバ似十|・安一、[H'Iともに俊れているとされている('Ii，'i/I<と令久守

1990) s-modc;:¥:Ai'i t'Y波皮卜)J削川/，iI(，U，xJljHI製 StvI206 ; 5Mllz) を)1)い

て，本研究で)1)いたA!lIode;:¥:のA1iff波j立ト)J削占J'/，Hとj脱却のJJι「一1)行J)川J
のiW!íic' 1[1'!を比較した。対象 lよ，成人リJ刊 6~〆1 ， .tztHtlの，1I10YIであった。
その紡米を|立11-1にがしたが，相11'，¥)係数が0.92とJI'i;~ ~こ川く，少なくと

も本州先において， A J1loc[e);:Ai'i山被j支IJ日JI/lnはj支けj削川メを117Jい村Ij'J~ で、

'ih!!lJできることがわかった。この点については司I'，'，'j柳とのJII(1989) も

J行Mしているように，社[lliiU¥1i1山:のW(;'i'l!'，/:n!j陥iiEをJ[I!JfJ!(するなど.あるF1I肢
のP!'斜jによって2之、['i't'l:も川くなるのではないかと思われる。

以 |φの，r:，(もふまえると，つまみによる!.l紛の111)泌を什うキヤリハーヤ;と

比べて，み:iiJI先に_i@したl支卜JJfr)J!J刊行l!川、と， ，えよう。

15 
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ー』一一一

4:1iJf'先の)j法には，もう つ問題点がある。休l人11:楽部脂肪の'1'には，代
謝 i17i? との関係がIljJ伸一な )J反)r.~内 JJ:1)Wやj胸j托内 JJfi)J)jの他に，筋肉 1111脂肪が合
まれることである。したカ王って，

1 .J創作|人j脂肪および)制作|人l脂肪をあわせた!人l脱脂肪の 111 は，体|付 i~i\ll)mJJ万

lAのイ"J%を，1;めるかつ

2.IiJjI1'j内および、自i'jI1'j1/I1JJ行JJ右は， 11則的にはどのような役刈をjllっているかっ

がィ、Ilj)である点がI，'u;mとなる。

まず 1の，!.'，(について与えると， Chowclhury cl al.(19'1'I)によると，本li}f

完のHlt0行とほぼI"j{I的で，体JJi'illんいが約20%と体十件も1，刊，']立のJA人リJ
'1"1において，イ小脂肪のうらGG8%が皮|、にイfイlーしたという。そして，妓り

のうち版))'，~1人lに18.'1%，日付j作|人jに1.8%，筋肉IIUに12.2%がイfイ!していた

と械ア1している。したがって，'X際には例人だがみられるはずだが，、|ノJり

すると，体内派内IIJJ行])}jのうちの約2/3がl人l腕脂肪であったわけである。

'ム I，'~:I$ ら (1991)は， 本iJJIヲEとほ:ll"j似の)ji)、でイ本|付j太郎1)行]J)j:，:の引Ii.と
を。式みている。本的|冗とは， I文 l、!J ñIJ)j]'，!の測定 /~:I)1，'1ゃ休火山fi'iの-lflii'iLが
)'， l' )'(なる他， J支卜JJ行JJ占11Jの，¥1測にs-ll1ode;;¥:)也in皮を)11いている/，1、を|徐

いて，ほJ引，;Jじである。 彼らは，その)Ji};について宏、'HJIの検，:-Jをわって

いるが，彼らのJiiとによる体内深川;!J行JJ)j:，:とMRI (1、から求めた内)b;~)Jñ I)}j

断1(1ぽ{との11i)には， r-O.% (P<O.OI)という I'，'，'jい+1IW)がれJられたという。

したがって，イ本|人j深;'¥11])日JJ}j:，: = 1)~II;刊行)));:，:とは， ，えないにしても，イ本1).、ji~

i¥IIJJ日lJ}j:，:の人ノトは， 1勾j以JJ日l防ll:のI:_;トをもかなり H'{Iに)x映していること
になる。

2.の点については，筋肉1/¥)JJn)仙のJI'.J1II'}:J'巾引↑11ーについて，0:.えした先1)1引
先がないので，収状で(よイlリも， i えない。

以|を総イ干すると，本側先でJIJし、たイ本|付j架;"il¥JJ行JJ)jのJff:iU!;は， ベベサl巴 ir~:i

何ili'jをのするものの概して私l'Jkな本研究の被検行を与えると，近した)j訟

であると与えられる。
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なお，本論丈に|刻して行った全ての尖l験的研究において，全ての被検-fi.

に対して， 1i)1先の日的 .)i'r];・危険門などについて"11:liijに説明し， I'iJnを
1~J， た。

またl奥州は， JJ，l.ß凶作で体脂肪分布に };;3~n:Æ をワえることがIYJ らかとなって

いる数少ない必|刈のーつで，本;Jぐなら;;;;伴をとりl徐かなければならない行

動変数であるが，本1iJI先の依検.{iのほとんどがJII喫灼i.{iであったため，引
に検，:.)に}JIIえなかった。
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第 2章

運動?耳慣の異なるグループ問における体脂肪

分布の比較
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1 . 目的

体IJfiJJ)j分イIJ に ;;f;~~~~~i を Jj える!日t'FI がある災休lの っとして迎動)J，}I慣があげ

られ ì として杭断(I'~に，イ利行)坊分布との関係がWI 先されてきた。 しかし，

1，1什J;の関係を利いながらも 1認めたものと， 1刻係がないとするものがあるな

ど，必ずしも 放をみていない (Seidell，1~~1) 。それは， つには，ij'r 

純な比でありながら人'1;土|人JJ臓JJ日J}jJ¥'!IJBi前， J良部肥満， 卜今、l'分i¥'IJJ日比なと

ffi々 な分イliパタ ーンをlえl決しているウエスト/ヒッフ比というJ行以をJIJし、
ているイiJl究が多い}，J，l、も，その以|刈の つであるかもしれない (Ashwcllct 

al.， 1985 ; Seidcll ct al.， 1988 ; F円 landet al.， 1989 ; Despres ct al.. 

1 ~91 b ; van dcr Kooy日nclSciclcll， 1 ~~3) 。 すなわち，ウエスト/ヒッフ

比は，必ずしも|山本 l以も|対心がもたれていゐ|人j腕Jl初J)jふ{，';-のみを以l映し

ているわけではなし、。辺助判断がイ+lJfiJJJj分-1liに;ぷ併をうえているかどうか

を主11るには， JÆ!li1J ~J'~{'l'nのイ( 1111 のみがI~J らかに ~II~. なる!た I.JIIII]の比較をするの

が， ~も jßi切な )/i)、のーつである 。 そこで A lnodcJ¥:Ali ，'"'，'Wui<:IJFiJ'/，iIに
よるj支l'IJFiIJJj)'/のiWJjLと/.K'1'イ本市中l':，:.:11、から， イ本|人Ji本"'iIIJl日IW:，:;や)x卜)J行lル
11;を+Wi.とするという h訟を川い， )点人リH'Iにおいて，ili~l斤判12iの Jlf~. なるグ

ルーツ 111]でイ本IJ行日Jjのう上イIJ がどのように JI，~なるかを +0".J した 。

2.研究方法

対象は，点以大ヴのili動，'"'ill(ラグビ-i¥ll)でトレーニングを{uんでいた

大小 111.11'.1 O~行 (VcryacL i vdrn ， ili助自/1.こIYrkr:，していないが'Ii干肢のili即J

W引をのするお I1名 (Activcitn とほとんどJili動内相のない将 16t，( 

Sedentaryitf)である。

Vcry acLivcirfは， 114-:の大'下ラグビーにおいて トップクラスとはいえな

いものの，イモI，q的にみれば111いレベルを似Jj令している点以大ツ'ラグビ一部

で， 1イli)¥jのトレーニングを引んでいた。 トレーニ ングは迎611， 1111あ

たり 211.¥111]引役であるが，場イ干によ っては例人的にメ 二刀ーをJ.uJJIIするこ

ともある。 10名のうちの 8~行は，本fiJI 先の測定の約 10か )J Jiijにあたる人

"¥:lljI'I:後にも休日刊J}jヰ、の社!lJjιをわ っていたが，その111]に、ド均して除IJ閉め:I :.~ ，よ

6.7kgのWIJJII，#IJFiJJ}j :，:は1.5kgの減少がみられた (111'1'ら守 1~~2) 。 また

I()名'1'8 triよ，大γ人'IJiijU::j校II!Jなど)も本終的な品川助としてラグ

ビーに取り創lんでおり，その他の 2t，もサッカー，柔道をわっていた。
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Act i vd~ と Scdcnta ry Jrfとの区別jに|刻しては，質IUJ紙調布で，測定liijの4

-5かJJnUにわたって，迎 1"1以上かつ 111130分以 I-_半期1(f()にJ¥s勤して

いるとした芥を Acli vclif ， それ以外の，Jlli動'fl'~'t をイj していないおを
Scdcntarynとした。このJJaイ??におけるili動の有(#1はliUWとしていないが，

ウォーキングやイ本j~，バドミントンなど比絞的' 1的itの，どちらかと， iえば
イi般ぷ~到に以する.iÆ10 をわっているものばかりであった。なお ， Activc 
j洋， Scdcntaryi~r とも;↓L~~( 大ツ'の，}ソ|二，大，}:院'1'. ，教職iiのいずれかであ

り，ジ;'1'助 ~rtìJ立はいずれも 'Iirl立である 。

身イ'f.:机lぶなどの身イf.:，ihJ!lJは， tu J I ';';~ の 14 イ、~， iìíiìk でJl J し、た分イイ'*l lJ必jIIJ
山の)JtL.f，iiJJに従った。以大般ぷ県i以lliの測定は， Vcry acLivcii(において

は， トレット、ミル卜ーにおけるラン二ングにより測定したo fr:;I'1立2%で

220m/分のランニシグを 2うjl:iJiJい，その後2分lilJは;i:'11ズを 4%にし.

以後はiリ分10mずつ!ilil;(tをあげて，政，;;.林11，訟になり， IITI肢|仰が1.1を越え

ていること，心Jl'1数が"i'I一 (Ii輪以jの以人一心j(lti< f:.近づいていることが州:ぶ
されるまでランニングを継続したり':l，iiJと，'，.-1向上 198fi)。そして， 1うjJliJ

1，): (測定終 fil'l:liijにl分/iiJのi!Wiにが|付燥なJj)j{;tよ30秒)のランニング'1'

の IIT公をダグラスノ〈ツグに収集し，カス Ük!lt!1' j で III公ガス 11 1• を川わとすると

ともに， ガスi;~!~J立分析(rl~で 11、y:;'( プJ ス の門主ぷ j'}~~ liおよび 門主イ七 )~i;ù~~J立を iJIiJ

Jじした。その他の了一)11(((よ，令て{'il川と ，'，.-lii;j(198b) ::.{えってわ った。

Activcinおよび&、clcl1tarylげにおいては. 1'1'1'.ム'1'工ルゴメーターをIIJいた1'1

'1也、'1'こぎによって以大隊本Hlll)(:，:を測定した。コンビ付裂のi'!'li'I'エルゴ

メーターで初めの2分li¥jは2るワット，その後1，)一分25ワγトずつU1::Jをi'Ni

liりした。般ぷHlllY.:，:は， Scnsor Mcdicsi'IJi!!の111'勾プ/ス分析出

MMC- 1~OOPC をJl J いて 30秒 ìp仏で測定したo 1'1'1以'Iiこぎは， I峻 jdH~y' i ，:

が11)分150ml以 U'ii})11していないかとうかという)，U¥Iで般ぷJJlll正ill-のレペ

リング・オフを判定した他，先にAべたような)，刊iで総介的に判断して.
締結しするか行かを伏広したo 1~'0 ， VCI"¥' acti¥ciiiで1t" Acti vciirと
Scdcnta ryiit'で各 21〆:ずつ ， 被検1'íの行líイ干により 11止大円安ぷm~y.:，:の社!iJ íとがわ

うことカfできず，欠Hl1l1'(となった。

統，¥1的Wf析i.!、としては， lirli¥jの、li.Jc'J {[I'(のJt般においては jじ配ii"I':の分Ilx

分析，およびそのがI米イj必であった場介にはS【hdfぞの多，r.Jヒ般会わった。

また， つのえJi松 111 の l;;~仰を布liil し て lr(/iiJの仙の比牧を行うために I J\:~} 

i政分析をJIJいた。 まず~キm久 iリに 2'~放 li \Jの I '!j 係を Qí.I"IM分析で司会"、j した。

そして Jj，:~}1枚分析により， i足以変数に九j してm の効;.j~と 6~い〉変数の/)('d'l 

)IJがイj}仏でないjあ介lよ， 1"lj."I係数が係であると1'IJI析し，交'，fl)I!JTIを|徐
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いてI'JJメ，JtJtllx分析を行った(竹内， 1989) 0 1f111水準は 5%とした。
以上の似J析は， Macintosh 1‘で統，¥I-Wf析ソフトStatVicw 1).0および
SYSTAT 5.0を}Ijv、て行った。

3.結呆

Vcry act i vci~r ， Ac livcJ~r ， Scdcntaryiirの3i~r について，イI'ilì官および i 攻

な形態の変数の、IcJ~Jおよび'f;:~~~1 仏川'を R2~ 1 にぶした。 Vcrv aCl i vci~ri土

人J戸のラグビー i'ill_liであるため，仙の 21rrよりイlil冷が約10ぷ&'1"0立jLlくなっ
ている。また，イ本脂肪111およびイ本脂肪十'が他の 2ii下より!日jらかに少なかっ

た。|徐脂肪 1fT.については，、l'均も1'((よ1J:も大きいものの，分散分析の紡見::，

J作の効~ーはイI ぷでなかった (p = o 10) 0 i比大限ぷm~\(:，:も，測定)Ji去の

jsいカ可'!Jりしているにせよ， V引 yacli¥ eiifて、かなり人さなjl引をとっていた。

以卜のような以人;般ぷjm¥(:，:.の述いは Aclivci~ì'と Scc1 cnlaryl~! とのlIij にもみ

られるが.そのjl'はVcryaClivcnrとActivclifのjfより小さく 守可也九jJilにつ

いてはイlぷjfがみられなかった。

休日行IJJjの分イ11についてみると，イ+:1人Ji奈川脂肪:，:.:(よりlらかなlill:ijのノ「がみ

られ，多市比較のキ，Ii*ーにおいても:3liYI:ijでいずれもイlμな);がれJらht-.:o
}J， )文卜}IFr)JJj:，:もそれに近いiifのl;;;仰がみられたが，、leJ~J111'1 のjf はわず

かに休!人l深川脂肪 111 の場介より小さく，作 I~r のtl: 叩官，.ノCは大きいため，多

市比'1次によりイlぷなii(I:ijのJ(寸{rJられたのは， Vcry a仁川!cHrとScc1cnLarylifー
とのI:ijのみであった。)皮支卜 JJ前行印l肪M山j:川".をイ休本』脂行JJ肪l灼Jj:川1バ:で'h
Vcωrγya凱IctIv刊(巴:1川n一で、;，)1"':市i伝iにλ大止きなf官似11'仙I占!をとつている。なおウエス ト/ヒップ比は

4手中一比較によると， Vcry activcirfとScdcnLaryin'とのlIijのみにイIJUJfがみら
れた。
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}乙2-]. 7rOJリのイ|二齢および形態の諸変数の、|リ勾および、収不似主.

~数 V cry acti vcJrr Activcl}f Scdcntaryirf 

作曲令(ぷ) 2 1.~ :t2.3a 31.3士11.8a.b 33.6:t10.'lb 

イ+11刊!五木 (%) 9.11 :t'1.2a 18.7 :t ~.~b 21.7:t'1.7c 

]títll刊Vi:，~ (kg) 62.2:t 7.2 56.3士7.8 56.~ :t7.0 

イ本11行JJ)J:，~ (kg) 6.7:t 1.3a 13.2:t'1.6b 19.1土6.9【

ぷL ド 11行 JJ)J: ， ~: (kg) 5.0:tl.7a 7.6:t 3.1 a.b 1 (J.!I土3.61l

イ本jJ、Ji~U'i1\ll行 lVi:，: (kg) 1.8:t 2.8a 5.6:t2.1 b 8.7土3.9c

PI'SS (号。) 80.i:tl1.1a 57.3:tl(Uib 51.R:t9.1 b 

ウエスト/ヒップ比 0.81 :tO.O'1日 0，85 :tO.06a.b 0.90:tO 06b 

以入門主Ji持(J以:， ~:(l / min) 3.89:t 0.80a 2.93:tO.5ob 2.12:t0.llb 

以大同友，{dHl収:，:.:(ml/kg/min) 55.i:t1.'la 13.3:t 10.9b 31.6:t 5.0c 

※lbi入門主ぷJ摂取l{lは， Vc，、 aιtivclnで 1:(" んtivclifーで、 2:(，・ Scdcl¥taryiiY' 

で2:(，分の欠JH11''Iあり。また， ¥'cr¥' a仁川じiii!よトレッドミル|ーでのラン

ニング， 1tilの2iげは，'，，]，_i']'こぎによりiWlil:。
※弁当E欽において，、Ii. J匂:t f:~'{ 司I 官IÙλ九の f去にあるアルプ γ ベットは， I"Jじ丈

， rーがあるmどうしは， 多，Flt']!;'(の寺山*S%水司iでイi必jt:のみられなかっ
たことを小す。

そのうち，イ本|人11楽部11行JJ)J:，~と皮卜脂肪 111 の 1 9:1係を， 31i下1:¥1でも比較でき

るように和|人)JIjにプロッ卜したのが|文12 1である。体内深川脂肪 IJI，とj支

十JJfilVi: ， :ーとの I:\j には 3 併をまとめて ， 1'1-~'Î:すると r - O.77 (P<O.OOOl) 

の必い相11共lがみられる。 11山|人ノ主はあるものの，慨して辺主f1Ji"i'tl"iがあるほど，

イ本|人1i;;:i¥]¥ll日JJ)J:，:， ):!i_ド11行JJ)J:J:.ともに少ないことが分かる。引にVcryactivc

l作では，イ本|勾j宋;'¥IIJJfil仰のi色刈 111が)]'，;日に少必い。イW'J深川JJfilj)J:，:と):!i_卜JJ日

JJ)j :，:をそれぞれ縦'JilIrに，イ判的JJ)J:，:をt&']illrにとって， 1，;Jj;sのフロットを行っ
たのが， ]:.:<12 -2と|立12-3である。やはり，イ+11行JJ)j:，:とイ何人l深川脂肪lli

との]1¥1ではyニ 0.95，J支卜JJfi1j)J :， ~との1: \1 では r 0.93 (p< 0.000 1)という

必iい羽11刻がみられるため，併によるバよりは，まず休|人j深川11行JJ)J:，~ -¥')支「

』行IJ}J:，:が休日刊J};:， ~にかなり胤lとされていると， ，える。
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皮卜脂肪111の比較.
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しかし，体|人Ji.楽部JJi1JWl止や皮下脂肪祉を);l，I，定しているのが体JJi1J防lilのみ

なのか，それとも併によっても規定されているかを検，Hするために，まず
縦'Iqhを従)，11，変数，げ{'liillを独、i'変数としたI，，/jj，;分析をtrfo別にわった。その車lti

』止をよ 2-2にぶす。/，，/j¥f;係数は，どちらの変数を従1，'.1'，変数としても，い

ずれの併においても， 0であるというjjU1!1f，似品が5%水司1'，で%1、11された。

しかし切)'，は， Vcry aClivclnにおいてのみイ{ょくであった。

ぷ2 2. ~千 lty において，体IJ行 l防 ill- を引いY 変数，体内深 ;'il\脂肪 qr. または皮

下IJ行jJJj:，:をii()，ofi変数とした川1'11;分析のがlH4

従)，oi，変数 Vcry activein' Activcltf Sedenlat、m・
体1)、Ji;iU'lSJ]行jJ}j:，:

切)'，(1ff'山イp'( 二H~'! 司(:I;~r[;I:J 2.55 ::!::().36・ O.59::!:: I (lS 1.28土1.23

l"lj.，，;係数(ク) o ti I::!::(I OS' 0.38::!::υ08' ().52土().O(γ
R 2 (%) !-Jb.() 66.7 81.5 

}x卜J!FijJ)j:，: 
が1))'，' (.j{(~ ii' flli ::!::机司i;p~{;c:.) 2.53ヱ().38' 0.56土1.08 1.30::!:: 1.21 

川j.，，;係激 (" ) 0.3(;土O.()S・ Oh2::!::()()W O.18::!::O ()(-i・

R 2 (%) 87.ri 81.3 81 l) 

• r<O.05. 

39 



、』ー
官固島ーー一一ー

次に，分ii士分析の火11:作川:rnによる11111¥，1係数の一様性の検定に続いてJl:

分ii士分析を行った。まず，体|λJi楽部脂肪11tや皮下脂肪ill-を，布IiJJ)J変数とし

ての体脂肪 qt，や併の幼%の他， 1 ， 1']1干のうど I (作JJJ JSiを }JII えた )t~.)-ilx分析を 11 っ

た。そのがi% ， いずれの会数を従以変数とした場介も，うえ‘ I I~作JJJ .lTi はイf }-:;;~ 

でなかった(イ本|人l深j¥iIIJJ¥1JJ)j:，:; P=O.90， J文卜JJ日JJ)j:，::;P=0.91)。した

がって， 3 nrの11'11111"'1:紋は共通の傾きをもっと判断し，うど 11刊川引を|むとい

て1'0支， Jl1}1政分析をわった(ぷ2-3)。イ本|人l派[jll脂肪:1:.:，Hi.ド断JJ}j:，:' 

ともに体脂肪111でかなりの分散が，J1.1YJされ， mの効米ーはそれと比べるとJI
'i;~"に小主く，いずれの場介もイJ}コではなかゥた。

ぷ2 3.イ'1>.1川派内1，脂肪111あるいはj支卜IJ日lJ}j:，:を従J，..rl，<it数.mの幼米と体
脂肪q(を刻い〉変数としたJt..1}I枚分析の紡~ .

従J.'J1;定数，イ本|勾以内IIJI行lJ)j:，: 

変数 DF SUII1 of Squarl's 
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変数 DF SUIlI of Squarcs ~ I ca n Sguar<' F r3Lio P 

l作 ? 1.765 0.882 O.¥8G 0.619 

イ{;JI行JJ)j:，: 278.，¥93 278. ¥93 153.360 0.000 

次に， 6つのScglllcnl))UにみたJ:!L卜JJFiI山II(および，体|人l泌j¥11 JJFi IJ)j :，:につ
いて， 3 if干の、I'J!)を比蚊したのが.ぷ 2 4と[::<12 4である。概して，

111の多い自[If，/ほど3UI/¥Jのノfが大きいことがわかる。それぞ、れのJJ¥1JJ)j:，:に

ついて • Jじ配11.'1"の分Ifx分析をわったところ. Ijij)腕を除いて 5%水叩でイl

i::i:であった。そこで， Ijij)腕を除く 5つのS叩 Illcnlについては， Schcffcの多

'1î:比十去をわった。そのがi* ， 大Jill i ま S('dc nl a r \'i~r と他の 2ir(とのI/¥Jに，また

その他の4つのScgmcnUよ， Vcry 3【livcirfとScdcnlaryHfI/¥Jのみにイf.(;j:ì';'~ 

(5 %!)<叩)がみられた。 111の多い体市?と大11選の皮卜JJFiJJ};:止について.3 

i~([I\Jを，，'(刺|に比較すると， Vcryaclivcnnよ3つの)Jrr)J)j:，:はほぼ1，;1じである。
しかし，他の 2I~Y については，大11退より休併の J:!L ト 1I行IW: ，:.の)}7J、多くなっ

ており，それにHって3itloJl¥Jの?;::も大きくなっている。
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衣2-4. trnJUの各Scgmcntにおける皮下日行)山号の、F均および主主派似;~'::

Acti vcAH SedcntaryJrf 

0.35::f:::0.13a，b 0.-10::f:::0.l0b 

0.60::f:::O 22a，b 0.75::f:::0.31 b 

0.28::f:::O.12 0.52士0.76

3.18土1.67a.b ;J ..17::f::: 1.'-) 1 b 

2.38土0.80a 3.31i::f::: 1.30b 

081 ::f:::O.35a，b 1.07::f:::O.31 b 

Vcry acti vcHf 

0.26土0.07a

0.40土0.1fia 

O.20::f:::0.08 

1.70::f:::0.86a 

1.77::f:::0.'17a 

0.66 ::f:::O.l '-Ja 

主巴盟lt

綴1十HI
卜J腕

liijJ腕

仲;f午

大腿

ト腿

※作家数において，、/i.J匂士tJ1可制パ'のf去にあるアルフアベットは， /"Jじえ;
'[:があるfr下どうしは，多l下一比蚊の岸，';%5%;.K冴でイ{}~I~):~のみられなかっ
たことを/J'す。
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/::':/4. J.土動判'IrtのJ1Oなる 3つのグループ/i¥jにおける， 6つのScgl1lcntおよ

びイ本1)、l深川IJ日J}j:，: (lntfat) の比蚊(イ1''((よ、|づ句±似叩 1j，~ノ':':) . 

Thigh Trunk Forc<lrm Face+Neck Upper nrm 
Z 
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4.考察

み;ィ!JI ヲE は，体脂)JJj~Nlj と ~[w~r;1'r1't との|主l係を航断的にみたものである。

したがって， 1"¥川'lidlを考出していないというIIiJ起はあるが if動判的が体
脂肪分布にうえる l~.~~~.~~~についても，ノj、|俊が1~r られるであろう。本研究の被

検1'iは， 11 '，;;~の身体的動の:，: (!jfiJ立 ・必j立 II，j 111])で3つのir('に分けたが，

Vcry activc/げと他の 2/i(の身体11i11):，Cは測定11.¥に大きくwなっていゐだけ
でなく ，i!!lJA'liijの数イ1:111]についても，VCI'yactivc/nの名告刷会-(i'はラグビー

その他のI~'，'j 強度のスポーツを K!!JJII:) にわたって縦続していた。 しかも，大

/tの，"iJlで、のif到粁!険はJ()か)J.f't'J:(.tで、あるが その111]に除脂肪J11が大きく
)'，川11し体脂肪111が減少するという身体主IlJ必の変化もみられた。以大Mぷm
J以'j1.の測定針決も，他の 2/r(と比べてIYJらかに大きなイp'iをと っていた。た

だし~止大椴kiflJli(:1:の摂|以UJ11、がVcrv aCli vcli(，のみランニングで，他の
2 irrは1'1似，/，こぎであったことは こうしたパに少なからず点以している

はずである。 しかし， トレッドミルどにおける以入隊ぷm収 ql.をJOO%と
1ると， I'I'/u、，/，こさとによるそれは82，0~ <)7()% で あり ， その多くはゲ:J <)O

%liIJ 後である (111地 1<)<)2)。本州究のVcrvactivcltrのJ政大般ぷ摂取lllの

‘1; Hj{p'(を0，9{;"，しても，絶大、):1:.，体'Tiあたりの{I!iともに，AcLi山 nrの、v均
'(11'1を大きく 1'.1111っている。また， Actil'c/iiとScclcntarynrーとの)';::も，引にイイ三

吊あたりでみると)/'，';;'に大きな jf があり，純文~':1トで、みても，多市比般のJLIft

%イ{，口、jl'はないものの (p二 0.10)， Activc/ilのんが大きな似iをと ってい

る。以卜のことから，身体i，ri動111から 3つのiif'分けの安、IWIーが立:J.Iされ;:)0 

ただし， V cry acLi vc/ifのイ1:1)沿のみが他のmの、1"均イ1'1)治より約10段低い
という川Alliがある o KoLani cl al. (J <)<)-1)によると， 20代と比べ30{tは，

服部の|勾JI快!脂肪!flのぎが:;2 '，liU附加する んで， 1.支卜)J行)JJj:1:は約 1'，I;:IJ減少する

とし寸。本イリ|光のActivciifーとScdcnlaryltfの、I;Jが|齢は30代liij'j'であり， 先
に小した数7・ほどの削減はないにせよ，み;イ江!先のがi)f~にM寺中を 'j- えている
"1能't'1は行〉じできなし、。

本!江|先における iな非['i*ーとしては，以「のようにまとめられる。

1 多，[i比蚊の主，'í~日" 休|人11次郎防JW:，:は 3ii! HIJで、l;gj{II'1にイl立なjtJがみら
れ，引にVrry adi vc/irでは絶島.):1:が)1'，';~に少なかった。 それに刈して，
j支卜JJi1JJJj:，:についてはイ141;jfがみられたのはVcryaclivじれ'とScclcntary

mとの1:1)のみで， 、1;J~j{p'iの J1' もイ本|人1ì~;'ill lJ削IJj:，:のノ，.よりノl、さかった。
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2 しかし J七分散分析の本りV:，体内深部脂肪むや皮下脂肪11tは体脂肪ht

によってかなり規定されており，鮮の効-*はJIコ常に小さかった。

イ哨1'71:;では， 1貯:作1によつて外体:)月脂j肝行印j肪防ν5+が， .l川1パ:に人-きなJ1
l川1パ(とイ体4糾州)J桁l市行印j肪防:+が， ，川IJ止lt:とのH川11川|りjに相l閃刻がみられることは， 以1川前H拘lカか、ら、縦械(?1h1されてい

る (ωSchu川lけIz汎川叩ndSc仁hocけIIcr.199例1)。したがって Jtづげ士分析をわった際の

モデルとしては， Hrと体脂肪111という全く細い〉令変数が，イ村人.11本i¥:I;)J日1J}j:，l 
て?にらえる;~;~~~~~をみる( [モデル 1])というよりは.liYの効%が，イ本)Jn
JJ); :1: を.ìiliじて休l人~i宋 ì\I\)J行jW:ll. などに;~~.~仰を')-えているのかどうか( [モデ
ル21)をみることになる (1::.:12-5)。

[モアル 1] [モデル21
gf-ーー園田今 本|人l深川町JJ)j:1: 

休)1行)J)j:1:'" 

1::.:12 5 辺助門的によって分けたmと休日行)J};:1:，イイ斗人li米i;I;Jj削}j:1:.ーの3つ
の金数について与えられる 2つのモデル

本研究の料%からは， gyの効米(身イね，ri助:1:.:)が[1'1:1えイイヂ、'1i楽部脂肪J11

(;:とをNiとするというよりは，体脂肪111を通じて胤比していると附釈でき
る。体脂肪の分布のような I- )I~J をとらえる場介は， rサイズ」を相liilーし
ておく必裂がある (Hcalyancl Tanncr. 1981)。したがって，先に述べた

配i%を， iい換えれば， Uの効)f.!ーヵ、らみた身体的重!)J:1 ~は [1'0主体)Jn lJ)jの分Ælj に
JJ三仰をうえるわけではなく，イイ，)mlJ);:I:という|サイズjの変化にfI'う 句イ小
|人11楽部)JnlJ)j:Il の附加という r)r~jの変化をJIiいたと与えられる。代，:gH'1扶
}J.~のリスクを拘lえるというぷl司、では， }支卜1I行)J}j:1: とともにイ+:1)--J i~i\1\JI行JJh:l:
を減少させる身体的動が九・りするとしても，身体的fリJが他の，市jJ，1[- (食'ji

など)と y，~なり，体|人l深川脂肪 111 を選択的に減少させるわけではないこと

になる。もっとも ， 代謝 ~'~: 'i;~'のリスクブアクターであるイ本!人l泌総』刊I};:I: の
jl仙11 を JfiJえているという/，1 では，身イ+:ìM~Jの」いたす役'，1;'山よ大きいと， ，えよ
ツ。
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なお本研究では，#:脂肪の分布を比較する 1~で ， 体脂肪 ili- を Jl:分Il'!<分析
で布IìIlーするという )j(.去をとった。.ifiliJ}l!>I'~'tの ~I~. なる 3 つのJ汗のイ本脂肪 JJーを

そろえてサンプリンク'をわうということも与えられたが，その場介，#:附

})}j :，:.:の泌物l立与泌する必裂がない。しかし， .if ~UJì句作iがあるおーほど体問)J}j

111が少なくなるのが 般的であり (Dcsprc凡 199/1)， .if動判的lよ%なる

のに体))行)j}j:，:. はj， i) じ !t ト11 となると ， 例え;よ食，);など他の条f'1 i.J'人きく Jt~. な

るIlfíì~t' 1 が大きし、。そこで，本M究では体脂肪 l止をそろえてサンツリング

をわうことをし令いで，Jl:.jtl政分析で布!ill':するという )JiLをとった。

本研究と I"J似に，ウエスト/ヒッソ比以外を}I)¥，、て， ~~lJ~の辺助;，J，刊'i を

イlーする行とそうでない.(iとを比'1吹した仰lヲEには守 8ro¥¥n ancl .lonl's (1977) ， 

Dcsprcs d al. (1981) ， M日tメllzawael al. (1991)がある。このうら，

"lalSllzawa cl al はCT~)I)いて)J1について検υJしたものであるが， )J 1 

lよ|人J)蹴))行IJ五 J11 が，1)主 ì"ij\1支ド)!Fí J))j: ， :に jヒして少ないというがi~であった。 ん，

D山 prcscl aUよ.リ)'['1のぷifl'雌ランナーはイ本IJ行!的11'.:の'，1iリにl支刊l行!防lufの剥|

がノl、さい，すなわち体内深川町})};:，:が州刈的に多いのではないかと何日fし

ている。 Brownancl Joncおは，本州光と似た)ii)、l命をJIJし、て‘[('1'1の 凶

~Effrリuj'ß! r と.if励行引の~い.(í'などとを lt牧している。しかし，体内泌，:'ij\ 1J行

}))j :，:と皮卜IJ日}))j:，:との!見J1iもについて，作グルーフJ:IJにねにIUj{i'{iな;r::はみら

れなかったというがi~で、あった。こう してみると， 3つの先1riiJf:J'tU. '.f;{， 

のがi;.j~をノJ'; しており，本研究のラグビ-;'\llil に W)するがi ;t:ーは，そのうち

B印刷，and Joncsの仰「完封i~に比 '1史的近かったと， ，えよう。

このように，州ブEによって};::がみられるJl;(/.qとして，辺助のF制f!が1'，¥)イ'4:

していることも与えられる。必1I正の.if~'リJがjえド脂肪を選択的に減少させる

のではないかとしたDcsprcおじlalの刈象は， 1>七Yji訓たというかなりイJ刊んも

的な.if動を11'ってきたおi主である。 )i，J'vlalSllza¥Va cl alのよJ象である

)J 1・は， )!!r，~皮ぷ的.ifIUJの比吊が大きく， I3ro¥Vn ancl Jonc~のよJj誌は，保々

な何:釘lのスポーツが泌ざっている。それに刈して， /f((i)fj'tのVcryaClivcin 

はラグビーi{jlで‘あり J'，'，'j伎のイ11¥主主的能)j，!W，(峻よ{ドjiiE)Jの1M);をt!;kさ

れるスホーツであると， ;える。その/，(では， Brown ancl Joncsの弁，).f4'~の);

にも近いと与えられる。.ifili必11¥におけるカテコラミンのJfl['l'政肢は， 1H'ゆ

~D1J立とともに }JII~)支的に J';仙11 していく (Robin叩 nel al.，19(;(); Ilaggellclal 

('1 al.， 1970 ~ I azz('o ancl ivlalメh311，1989 ; 1¥'3k日mLlI日川 31..1991)。 した

がって， I{('bll frc、Scri町、川 内1.(198')，1 <J'JOb)の|カテコラミンの刺激に

よる))行})};分併は守|人j脱脂肪の)jlJ'Wr~~である|という 01i ~I;- 会与えあわせる

と，山~j~D1Jtの J~助をわっているほど， 1人JI以脂肪の減少も+11対的に大きくな
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り，そのことが，プロの相撲とりである力 Lではゆjらかに内臓脂肪叫が相

対的に少ないが，それと比べていくぶん強度の弱いトレーニングを行って

いると与えられる大'下のラグビ-i¥1Il1ではそのような結米は何られなかっ
た，という "rim'VI:もある。

イiJlj't;による結%のj住民に， }jìl、 l論の~いが|刻係していることも与えられ

る。 Desprcsct a 1とsrOWllallcl JOllCS:よ，成ドJJi'i)J)j:，:の広1/'.化にいずれもキャ

リバーによる皮下JJ知的}'/，H測を)IJいており，それらの対象でキャリハーに
よる，ili![lJのためにJ交卜JJi1)J);:，:を過小，iHllliしていることもあり作ないことで
はなし、。ただしJじ川ら (1993) は liX:近スポーツ選Tのんより 骨文人の
)j7'J'II一新pがが大きい，すなわち 1I人でj支 rJJi'iJJ]j)'/を.i0I小，iHllliしていると
いう品目%を械;11している。そうであるならゴ，先の11.'{，JI.は、liてはまらない

ことになる。とはいえ，やはり l'iJじス ;1':;'ーツili!Tでも， í!J:i l士:Jíウ{~1ぜっており

j立川が1 1 :. .ì.Uされている筋肉伐の r， と~立に筋肉 lよ少なく， 般につまむと

)['1;¥'に'1火らかいJ文1'11印J}j組織をもッている長日l'雌ランナーとでは， 11:新j;十C

が大さく iもなる"rimnも行広で、さない。したがって，)Ji12，i命が));(1人!とする
与えも抗て矧い。このように，キ吋リバーiJ、をJijいたんi12では11紡ヰtの川
泌がイ.JI泊するため， 1)山pr('~ cl alとsrOlV1l日吋 Joncsのがi米:，こはそのような

ぷl'~ 梨 1.kIが大きい:~.~~!.~~をりえているとも与えられる。逆;、本研究でJij v 、た

Ail (ii&i12やMatsuzawact alが)IJいたCTr.去をJIJいたぬつには，少なくとも

そのような 11 1]起が伴うことはない。ただし • )J iJ~ ，;(，ùの.ìR;いだけでは，研究
I:IJの品川沿の+11i.:は必IljJできない。

会お， it'(I/IJでウエス卜/ヒップ比を比較すると， Veryactivcm"と

Sedcnta ryU との IIIJ にのみイI ぷ;!:~がみられたが，その他のirr 川のif はイf/J、

で会かった。ウエス卜/ヒップ比などからみた体脂肪分イ11と， ~_iTw~J，l-t'11T と

の関係を.tililtJr(V，;にみた研究は多い(I-Iaffncrcl al.， 198(-; ; Shilllokata代 日1.

1989 ; Kayc ct al 、1990; La¥¥'s cl al.. 1990 ; Sclby ct al.. 1990 ; 

Trclllblay cL al.， 1990 ; Kccnan ct al.. 1992 ; Slattcry ct al守 1992)。しか

し，ここに小した紛|先の対象が11っていたili!plJとは，ジョギングやウォー

キングをはじめとするいわゆるイI椴ぷili1'リJがほとんどで，いすずeれも人人、'/下;:戸fξ:の

i辺主『肋l引』川部1にみられるようt伝=リ必必d虫iリ)皮i主主tt:のi辺:1主l五H!到動VJ'，れJ}.{世作似，1:υlは土ほとんとど、f介干んでで、いなし、、。 そのj人f白
でlはよ，本イiJI先のActivcirrヤScclclllarylrfi":;';-まれるような名のみを刈象とし

ているに近い。そのため，そのようなばらつきの'1'で，休日間}j分イ11と;H1J
>rt'l1'iとのI/IJにIljJらかな関係がみられなかったと与えられる。 本li)1先では
VcryactiY('irYーをfTめた分だけ，それらと比べてより人きなばらつきの'1'で

検".Jしており，そのためか，ウエスト/ヒップ比のばらつきも z術研究より
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大きい。しかし，それでも多R比較の結米，ウエスト/ヒップ比にirfHUの

イi立ì~~が何られたのは. VcryactivcH'fーとScdcntarYlrfとの1/1]のみであった。

イ小本~イ仰研日肝f究およひ

イイ本利=斗11行印JV，的jのう〉イ-{[dにこ斗;拶守?t!y5 を'j.える!叶1リfí能?箔ë: t/判|のある/ぺ/'):'1什!i♂う、t'~~シ勾.ゴf的|内甘岩笈2数について lはま+~尖ktA庁，/，J刊、，J を

していなしい、、。]，長長心J則U引JII川11川|リjにd波主る身イイ本糾正吋j治J目;;Ji動必の|μ内人勾j干半作よ予千や， それに作って公助する'1'，川i

1'/:的仏j(について1Ii!<'1約二検υJするのはイ"リ能に近いが，先に述べたように，
if動強伎など身イ4的動の1'1がイ本脂肪分イIJ に;~;~~.~:~を 'j えている "ríìtH も与え
られる。今後lよ，この，l.'，(をふまえて. if ;Ji))~rtll支とそれにfI'うノUIHγγ10変引J

がイ1， 11行 JJ);分イ[J に iJ える);~仰を検，i-jするような州ヲEが必 I~.ではないかと J41わ
れる。

5，結論

}J，比人リH'IをifIUJ'rt'n'tの.f'，')立によって3iiiに分け，イイリ!日JJh分イ[iをjヒ似した。
そのま11;*.以「のことがIljJらかにな-，た。

1，体|人l深i"iIIJJ¥'iJJ)j:，: tよ:1iiY HU で、liJ~Jl[1'1 にイf /j な ;ç'~がみられた。 川に， jvY

のラグビー;"iJl~ _: I Yi 1， 1， していゐ行:.J: ， 体内派，，'\IIJJ行 IJ)jの絶対~I :_.がJI'i;¥' ~二少

なかった。それに対して.}支卜!j日的 !pについてはイ!なパ'がみられたの

はラグビ一部のItiとif助判的をもたないitfとの川のみで.、lij令官It(のjfー
もイ'1' 1人Ji~;"iIIJJ\'i JJ)j :，:の);.~より小きかった。

2， しかし J七分散分析の*'11;片山， 休|人Ji架白1111行j抗111ベリ:!(I、I1flJ))j:，: .よ休日行JJ)j:，: 

によってかなりJ;J!，~とされており . itf'のがu%tよJI，'，;;;;に小さかった。

以卜ーより，身体1，リカが引に体内i宋i111JJ行JJ)j:，:を選択的に減少させるという

よりは，身体iMf)):，::i，)"体脂肪:1:.:の変動を介して，体脂肪lAとの制11刈の強し、
体|人'Ji宋;";1111削[)j:，:もがLiとしていると与えられた。

[() 



第 3J;'I: 

JJ出 'I~I :片手枠者と 一般健常名・にお ける腹部脂肪分

布の比較
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l. FI的

JJ前十1Ji-~W (ccrebral palsy ; CP)は， bT:T!r<'i'におけるfJ1..f>:の疾}J.l，や分娩
附円，その他小i列のIW刈で:'，'1'， '1'， 11，\に発'1:する似 t'lーの 11，~1大~}J}，である。 tな If.';'r:
'，i;: は ~辺辺j辺l!!I'動!))川110;に;

られるが， !主3'UJ機fiEの発i主が不完全で， ;J、'1}'i公どの発注もj!tれるという特

徴がある。また， しばしばzf11!?知能lq;与がみられ， また，けいれん発行ーや

不随必:if1v)を伴うことも多い。

以|のように， ;H~) に])<'，: '，i;:がみられ そのがi%，II'I;¥の身体i，r，il)ゆが人き
く ílillW~ されるCPおーの休日行 1J!i分イ11 をみることは， 11'':;¥の身体i，i，1U)が体IJ日1J}j
分イ11 に IJ- える;;;~~~.~~~について，何らかのぷ 11変があるはずである 。

CPおについてはポ'1'f本市H:，:.r);のソ:施が|本I')¥.jfであったため，これまで
iIイ可!な身体制lJ必に l共同る資料~ 1~I ることができなかった。 しかし，以近水
'1'体ift，H:，;;Lと/"Jじイイ，'Ii'，'I([I1:の つであみガス/r'1;f1(i);が/!:!'IE':された
(Hallori cl al.， 1991)。この)JIJ、:;1:， ;)< ，/，での以人;11刊/'，を攻ボするとい

うイ~(%nの大きな;)< ，/，休 l下村:， ;;1、と ~I!S なり，激分/liJ川広のチャンパー l人j に

いるだけで1'1則的にiJ!わじかれとよわれる。したがって'-I;JJの，:)I/R司Jを公さず

千xli長十|も小さいため， cp{iでも測定が1リ能ごある。しかも， iJ!lJiとの安、li

't'lはJ/'i;¥'にr'，';jし、。 )J， イ判的1J}jの分イ1'，引に|人11以1J:1IJ)jの{!;Htについても

1 I-.{i'I札に，かつCT~~・を JIJ いずに flìjìj'rに;j[1川:する )JiJ~はなかったが，以近

Suzuki ('1 al. (1993)ば， /1主 11~lìíj の 11削Ij をÆíi('j一波法でiJ!lII-じすることによっ

てI fi¥j ì j'rに|人11以1J~IJ)jの.ffìH[~}(!~売を， iHllliで、きると似 ({i している 。

そこで本jiJl'J'J::では， CPおおよび般色s'':;¥'{iについて， SlIzuki ct alの)J

i1、をJIJいてイイ，11行/1五分，(Iiを. またlIalLOric( al.のJiil、を)/1いて{本航1J)j:，:ーを，;'}'
1111iして， 11'，:;\'の身イ本 i ，f，助がイ本IJ:1 IJ)jうfイ11 に')える;必今.~~についてノjよ 111iを 1~I るこ
とを11的とする。

2.方法

対象lよ，ノ'j<)i 1/，近 j立にイdì・のリj'~1 のCP行 15t， (以卜CPiirとする;}d 

1参11日)，および刈!1(1，mとして 紋他市行1(i~行である 。 イド íl(;nよ CPiげが
、liJ勾29，5:t6，0;;'(，刈!!日mにが28.8:t7.7!以で、あった。 cPlnのほとんどは|り
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'g_g}j(fi，&に人っているが， -::?"だけ1<1宅に住んで高校に通学している({-も

いるo p.1'， i i-の私'J立は l限度からiJi:1支までt準々で~.wが下)岐に何らかの隙~\:
をもっているc したがって，ふだんは市精子または松来杖で移動している。

知能防火をイlーするおもいたが，いずれもjヒ般的軽度であった。

ぷ3- 1 _ Cpnfーの各対象{i-における附"j ~:のれ Jtt

イニシャルイ|齢 イイ正取iliill_j腕の刷、1卯 脚のがt;州 移動T段
E.!I 30 ()().9 1，1，)腕 Id，j/Y.羽 'I(村if
I¥.T 26 70.9 令し )，I，j脚 'I(約 f
.'vl.K 27 .13.1 |山，j/腕 1 ，l，j )]l;~ 'I(約 f
↓M.S 27 50.7 1，I，jJ腕 )，I，jJJt;fJ 1'1 )JJ'U* 
¥11¥'1 11 10.1 1，1リ腕 |刈IJt;fJ 'I(的 f
04.K. 21 57.8 なし Id，jl川 松;+:;~土
!l.F 32 59.0 イil腕 I，I，W世 'I(f，~i [ 

T.H 32 50.9 1，I，jj腕 1，1，j)仰 'I(紛rかI'I}J*之
S.S 10 58.8 /，:1腕 1，I，jlJ};訓 lに伏見H:t*:l 
W.K 27 (;92 イil腕 Id，j脚 松;+:;jよ
l.Y 31 67.(; /，:1腕 /':IJ);~ '1'的 f
Y.T.*' 19 55.8 /，:1純 1，1リIJt;fJ 1'1 )jJ'千r*
Y.K 30 79.5 /，:1腕 ド|叫事 松%f:t
S.K 29 ，17.'1 /，:1加 1，I，jJ即 '1'約 f
O.Y 22 15.3 1，I，jl腕 1M脚 'I':'tiむf

* 1 AI;{.に泊りかかったり Tすりにつかまりながら 1'1))でよれ。
*2 'I(紛 fを仰って，あるいは丸よって移動。
* :， 
11'1;¥-は松;+:;f土だが， rすりを使って1'1}J広行も IIJon)A 
'I(，f!.j Hl!JIJ。

川 C P i~r で IIfI ・ ftl;生施』没で、11日していない。

全身の身体制j必については， CPおに対して水'1'イ本市法を尖純すること

はイ'"J能なので，併qf，'JiUl、の純であるブfス1Iit)¥!J:によって測定をわった。
プJス希釈U、は， I:JW~\!何 19í の!3SF200 を JIJ いてわった (Ha t l.ori ct al.， 
l川99引1)。依検i行{行21刊i

一l内付に ;広仁;川lバ;0の〉ルノ/;"1)リ|ド;イ化七{り低nc!.i':グ此lカガ、スカが{;返i基;り j込主まjれL，そのb波I~~}_皮立を i社測J!川!I)リ;山とすることに
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よって，被検-fi'の併喝Tが求められるという仕組みで、ある。 -1"1の測定に裂
する11.¥川は約5分弱で，イ下J2.の2r両lの休初のiJ!iJJEイII(が0.3')ットル以内に
収』反するまで，測定を繰り返したo 1~J:られたイ材j't を Hattori ct al.がぶした
布/i11:Aで相IIIとし，イ'(1論文の他研究と川線，身体毛色，'1廷からSiri(1956)の式

を川いて体脂肪3がを求めた。測定の妥、IWIは)1'':;¥'に向く， /j( r['イ本市村:，::iJ、
でf!Jられるイ料1'1とBSF200で1:;'られる外:.fJ'1との，HII'.¥I係数は0.999，体脂肪

ネについては0.9'11であった (Hattorict al.)。 以近開発されているイン

ヒーダンスiLベJ近亦外線訟など他の身体組1I九IH山口;の場介，イ1，)J行JJJj千rの/j(
11' イ本市作~I (ìよとの羽 11'.\1係数 lよ 0.80 ~0 90:f'，'J主であり，それらと比べても
今川Jllし、たガスA正I.m、の安、IH'Iーは-11'，:;~ に11，':jt 、ものであると"える。

また， ，1立('j-i，皮訟によって鍛;J'/および)J日JJJj1以のill日Aをわった。必山彼自診断
RjÎ"~ は*'z:SSA 2501¥を，プUーブは字UJ以)11フロープ (75fvIHz)をIIJいた。
j及川のIJFiJJJj分イl'を，，'1ザIlIiするために フローブが列なることを除くと

Suzuki cl al. (1993)の}Jiょに従って， IJ主 Jl~iliij IJ行JJ};の11<-)(1'/(Pn'3x) とj支
/，)J行Jj}Jのlbi小1'/(Smin)を測定したc し、ずれも， 1'1おiiに沿った，自IJ状突起

からJI内までのr:Uのlbi大112fa以IJ、JI/である (1::<13-1) 0 Pmilxiよ， CTでi!!IJ

注した |人'JJl~)Ji1)J}j断 1(l i 1'J'i と Jl長;"i!IJ:I(ド脂肪附 1(li.filのうち 1)、JJþ強 IJ日 JJ}j 1祈1M仙のみを ，
Sl1lin:ま)Ji.!;¥ill)支ートJJ行JJ五断1(lifUO)みをよく Jil映する。また， こうして何られた

PmaxをSminで除した111'(が八PI(Abdominal I¥all l"'aL lnc!('，)であり C"lで

みた|人j峨脂肪断IM:'fJ'l/皮卜 JJ行)J}jI~Jrl(li .fú のJtとよく 4打開するという
(S山 ukict al.. 1993)。

また， J.文卜JJITJJ)jl'/としては 1'，JIiiir['f>"t:の後;¥11( :ば!白i}j卜) ， Ir i 11' '，'J' /' ;¥11， 
腕部 (Jj;liのイiiHll約 3センチ) ， JJ沿竹佼 l川，人J腿r['I'1のliij;'¥11を，Ii}j J以につ
いては卜J腕'1'111φの|海部 ('VJ[i)}jトー) ，後初(一:~)'i筋1) ， )血，"，[1(腕杭l郁)
および大JJJ!l'I'fl/:の外lH1J;"illの， ，d' 4部{山でわった。

その他， 身長，イ本市や)，別手 1 )11て?の }15~広 ， ili!!IJをわったが，それらはいずれ
も本命文の他川先とIIIHXi，WI ，;';で述べた泊りである。

ff:!c，il'(I'JWi.fJiiょと して， m川の、|付句会比較するときは， 2つのt:川、;の分Ilx
がすしいという似t況が，%1、Il~れるかどうか F検定をねってから，それぞれ
の助作~..:)必じて， ~~(心:な 2m の‘II.J匂llli について 1 検定をわ った (ntJJi点

1995 ) 。また，イ本!脂肪に|則する 2 1t数 I : U の I\U係に併による l;:'~仰があるか
どうかを検札するために， jiOJリに2変数I:Uのijl.I"lj'，a分析を行って，1"lj，，;係
数の u'r'lの検JLをわ った後， J~)}n1分析をわった。すなわち， Pmaxな
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どのうちの一つを従以変数，もう つの体脂肪に|刻する泣的変数を独中:家

数とした他， cpiifか対!!(wrかをぷす質的変数を独立変数に加え，従1，1¥i!2 
数に刻する5011/な得']について検定を行った(氏l俊 1995)。以上のIPf1Ji
は， Macintoshで作dc，ilWi析ソフトStalVicw 1.0を)11いて千1った。

心開町，同 軒剛

ノ件

|立13 1. Pmax (1立1'1'のp) およびSmin (1χ1 1['の S，)の iJ!lJ 山部付(村~!['ら

1995) . 

3.結果

Jd 2 に，被検1'íの身体キILJ必の liK<~~ t'x を， i作別に、|づ勾:H:'，司'，{MXて、ぶ

した。 cpi~r のんが，イキ脂肪 iJ はわずかに多い んで|徐脂肪11トlよIljJらかに

少なく，そのがi*，イ本Jj行!山中もcpi作の)jがいくぶん大きなイIfiとなった。
ただし，除Jj日lJ)j:，:を除くと， 1. γj'"hも:)o.o/Jく司Iで、イfi::J、0:);では令かった。

また，イ本市ベJ#脂肪:1:.:，外JJ日1J}j+のtt:司I似J川よcpirrの))が人Jきかったが，
これも F検山でイJ.はなjfがみられあことはょにかった。
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ぷ3-2. CP1作と対wu洋の身体組成(数字は平均土標準仏v:n

C Pl洋 対!1(q作

イ本市 (kg) 576::1: 11.5 63 . 8 ::1: 8.~ 

イ小:JJ印Jjj:，::(k耳) 1/1.0::1:7.2 12.8土11.0
|徐』行JJ)j:，: (kg) 13.6::1:7.2・ 51.1土6.8
イ本JJiiJJJjとが (%) 23J1 ::1:8.3 19.8::1:5.1 

P<0.05 

次に，身イ小;各自1¥の皮卜脂肪!日Jてt，イlJJ行j防の分イIJにi対する会数をItYI:Uで比
較した。ぷ3-2には， )文i'JJ行l仰がのftぷ(10な測定，'¥1¥伎の、ÎJ匂似をぶした
が，いずれのi'¥II1'，でもCP併のんがゾ〈きなイ[I'iをぶしている。引にJJiL，"iljで、は，
、 I;J~J11!1 に 5.8m l11の il' がみられる 。 しかし， iiil:Uのノfのみならずi庁内のばら

つきも人;きいため，他の，"ill1-'，:と I，j汁;t，イiぷなil'はみられなかった。 }J

PmaxとSminは，、1三均イI!(でみるとcpl作でl1111Jl11iij後.刈11日li(でいずれも

1 ().~m Jllと， Pmaxの)Jがわずかにぷが人きいものの. I，l，jnrで、比般的ilIい似!

をとっている (1::<13-2)。しかし， Sminに刈しp，日axのんカ'i作内のばら

つきが小さい分，検定のキ，';*， Pmaxのみ 5%ノk叩でイl ぷノç'~がみられた。
[，'(1， CPlnのうち， J名般的市:伎のj悩↑'1刷、:J'i，({i'(ぷ3-1 '1'のE.H.)において

Pmaxの仙がは[1;に大きかったため (Plllax=26.8mm，Smin=1 1.7mm ; 1立13

-3-1::<13-5参!!日)，はずれ似!としてt;:'i.+:1S川から収り|むごいて検定を111

1立行ったが，やはりイl己、な ìf:'~がみられたo Aドlについては， Pmaxが大きかっ

た分， CP併の )J が大きな γ一均イ[1"をとっていたが， わずか ~ìÇ' であった。

ウエスト/ヒップ比は， cpii(ーの)JがJI.，:;~に大きなイI!( をとっていた。
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表3-3. CPl洋と対!!(Wf/IUにおける皮下脂肪}，人 Pl1lax，Smin， AFJの比

較(数'[:は、lλ上旬±以ホ似l')

i¥al1¥/: C Pli( 刈!I(¥I作
J必卜IJ削)j}'，!

1:1腕後i';/I(mrn) 8.5::!::3.5 7.5::!::2.9 

h J 11"，';卜部(川rn) 13.3::!::fi.2 11.5::!::5.2 

腕市 (ml1l) 23.'1::!:: 17.3 17.6::!:: 11.1 

)防'，'J'絞 I'.，'¥il(ITlrn) 13.9::!::6.9 12.9::!:: 1.1 

一一点i~.Ij!UiJI. ..(!~ ，!~!)_.. 一一...l..\l主主 !ι一…一一 7互主三之一一ー
P m a x (い111川11川川"川川111
S m i n (m川n引111け) 

A F I 

加λト/ヒップ比

P<0.05 

1 1.2::!:5.9・ IO.1::!::2.7 

13.7工8.0 10.'1士1.5

1.19土0.51 1.1 1 ::!:: 0 36 

0.91ご 0.0り‘ 0.82::!::0.06 

ただし，体脂肪の I分イ11/に灯/IUで.8¥いがあるかをみる|ーでは，イイ(ljfilJ五
の i:，: J の ;;;3~!~~~ を J/)( り l徐く必吹がある 。 す合わち，イl立X:'よみられなかっ
たものの， c P/rïの 1~; 1Jiヲ }J}j:，: ベ'S lIl in7デ多いかりそれに1"/とってcpHfの Pmaxが
大きいだけなのか，それらを)5/.ぶしても人きいと， ，えるか会|メ別しなけれ

ばならない。そこで， PrnaxとSminに体IJ日}J}j:，::を)111えた 3つの|対係につい

てプロットしてみた (1::</3 3 ~ 1立13-5)。また，弁/i(別のiji.IIIIJ，，;分析
の付米をぷ3-4ドノj、した。 Pmaxを縦'/'111に 休}Jfi)J}j:，:をflli'/illlにとると

cpHlの)jが休日目}J)j:，:に比して，概して大きなI'maxのイ[1¥をとっている(/::</

3 -3) 0 1，IojJffのI"IJ，，;，，'，紋も， /，;/l'I'Itの傾きながら， CPJffの)jカて 1.1!11/に
佐川している。 }f， 縦'/!IIIをSminにすると，やはり 1::<13 3と似た傾向

をボしている(/立/3 4)。しかし，分イiJの純IHIが大きく， Sm i n とイ~IJ行
j抗日との相|却も強くなっている。また， *1，['，"111にPrnaxをとったときと比べ

て 2 /i(の 1 " IJ， ， ; ，，'l: n~~ /l U の -l:jJ}"の;cが小さい分. I'!，jlifの卜ー r'IV，/係はIY/Nfでなく

なる。次にI'llIaxとSminとの閃係をみると (/::</3 5)， SminにJI:して，

cPlnのPl1laxの}fがいくぶん人;きな似をとっている。/IIIJ.，，;，，'，総をみると，

ほぽ1，;/じ切}'，をとりる:から cPIi!のんが~'; 1'(;引きが大きいため， Sm川が人

きく心:るほどcp/ilの 1 1! [1'ilH:;~の);が l にイf イ1 することになる 。 ただし，こ

こにがした3判定!の公数/11/のW/係において， I"IJ-，，;，，'，線の{引きにiiYJ:UのイIむ

なパーはいずれもみられなかった。またCP併には， f，l，Wfの他の被検.r.とj七

5:1 



べて， Sminに比してPmaxの111iが械端に大きいと考えられるおが，少なく

とも 名作イ1:した (jt;_itsのE11.)。

20 20 

15 15 

elO elO 
5 5 

。 。
Conlrol CP Control CP 
Pmax Smin 

* P<0.05. 

1::<13 -2. C P併と対!!H併における Pmax と S Il1 in の、liJ~J111'iおよび付刊l'似だの
Jじ'1攻

30 

25 

日20
回

目15
日
仏 10

5 

。。
• 

5 

• 

o Healthy (ー )

・CP (ー )
10 15 20 25 30 35 
r:al Mass ( kg ) 

1::<13 3. cpi~下と刈 !!(l.!rr におけるP ll1 ax とイ小 IJfíJJ)j: ，: (Fal Mass)との12H長.
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2S 

20 

日
日15

回目10 
νコ

5 

。。

• 
• 。

o 11巴孔Ithy(ー)

圃|・ CP(ー)

5 10 15 20 25 30 35 
f.al Mass ( kg ) 

|文13 4. cpH(と対11日mにおけるS，ninと休IJi1J)}j:，: (Fat ~ Ia州)との I~J係 .

30 

25 

日20
日
』〆lS-j 

自白10 
p.. 

• 
。。 5 

• 

圃

。
圃

o lIeallhy (ー)

闇 CP(ー )

10 lS 
Smin ( mm  ) 

20 

1:;.:13 5. Cpj~1'と刈 !1(Wi における PlllélX と Srn川との I .'.lJ係

r ，-
;);) 

2S 



ぷ3 4. '(干併における，体脂肪 :It~ ， Pmax， SminnUの[nli'，a分析のがi%.

従以変数 ; ~虫、1:112数 C PA作 対II(U:r
P lTl a x ; 1-f>:Jli1J1)] :，:: 

切れ (州一定イ11(:1:在住司1:ぷ);J 8.28:1:3.02・ 5.6~ 土1.97・

川111I係数(.".) 0.，13 :1:0.19・ () 37:1:0.15・
R 2 (%) 27.3 31.'1 

S m i n イ-f>:JI¥1JW:，:;
切)'， (州一定イ11(:1:主主叩ぷl':) 070:1:2.66 一1.35土2.29
Irrli¥，;係数(.". ) 0.93:1:0.17・ CJ.!-J2士017・
R 2 (%) (;9.7 82.1 

Pmax Slllin 

切れ (.tff 戸1[1".土料川f，~ ， i~~ノ:~'J 7.53:1:2.38・ 7.05:1: 1.51" 

川1'11;係数(.". ) (). 1 <J:1:0， 15・ 0.32土013瞬

E! (%) 29.1 11.7 

• P<0.05 (出，;!!'¥似，JL;切)'，または[rrl1-，，;係数がOである). 

そこで，これらの生数1:1[の閃係にグルーツによる ;ji~ ~!.~~があるかどうか検

l討するために， Jb分以分析の 科としてダミ一家数を)IJいた川M分析をわっ
た。すなわち， 1:;(1 3 -3 -1:;(1 3 5で縦制11にとった公数をそれぞれの分析

のfi{)，o.(，変数に，級制11にとった変数を独、1:君主数とした。そして， cpAtれよ l

という 11''(を， M!I(WrはOという似をとるようなダミ一変数 (DUI'vIMY) を

つくり ，独、1:変数に}JIIえた。その結%・を，以 l、』こflij;紫に4、す 。

l'刊)n口川I

(P=O.O 11) (1'=0003) (P=O.025) 

Smin = -1.112 + 0.928 X Fat t.lass + 2.131 X DLiMM  Y (Rヌ=0.711) 

(P=O，127) (P<O.OOl) (P=O.117) 

Pnrax = 5.735 + 0.117XSrnin + 2373XDUI'vlMY (R'=O.501¥) 

(1'<0 ()() 1) (P<O ()O 1) (1'=0.082) 

56 



以 1:のように， Pmax， Sminとも，体脂肪idと独立iに強い羽11対がみられ

た。その体脂肪 'ItのJE仰を考応すると， Pßlax はダミ一変数の~，JIII I J\l}係数
が3329であり，これはcpHPの }jがPmaxのイ1/(がイI氾Jこ大きいことをノJ~す。
Sll1inについては，体脂肪liiの仏JIIIIJ¥，}係数がPll1axのJ)d介より大きく P{I"t.が小

さいことがぶしているように，体脂肪li:の;;i3仰はより大きい }Jで，ダミ

一変数については逆の紡米がれJられ， cpMと対!!(WfIlUのifーはPslaxのJJh"介

よりいくぶん小さかった。PmaxとSminとの関係においては，ダミ一変数

の~，Jl ll lj\ tl係数が2.373であることが小すように，慨してcpHrのんが刈 !I日 ii'(
より大きい似をとっていたが， 5%木市で、イl必、ではなかった(1'=0.082)。

I~':J ， cp併においてSll1illに比してPmaxのイI，'fが山手iに人きい行(ぷ3-1 '1' 
のE.H.)の似lを「はずれ{I/(Iとして除いて， PU立分析をわーってみたが，イl

，(3:;)(叩を 5%とした統，iI'(内検定の結決に変わりはないなど(王:l'l"Hlの料

%が{!Jられた。

ウエスト/ヒップ比についても， I"J械の検，;-1をわってみたo f;:3 .'3で

小したように，1 ， I ，j /i('川で ・ I'-:J~J{I''r:に大きな if がみられた。しかし，ウ」スト

/ヒッフ比はJJ山崎のれ!又もjメ/1央する。そこで，ウーLスト/ヒ yフ比という

+11)'.J 的な指棋を， べやJぺlはより lリ肥l肥巴山i訓的の Fれ，')皮立の羽|はI対、ナれ打州tJ川(白'1η甘な J折行肘右紋出である休!桁l前行削IJ肋j仙心か2守十，の;;~; ~;
で布梢11，1して， I併I伴F川の，汗fをt検会"川、.Jすることとした。ますず、 ウエスト/ヒップlt
を従k('~数，休日行IJ右中を刻い〉変数とし t-.:I"lj."l分析を i昨日リにわった (火 3

5 )。各併において，ウエスト/ヒップ比と体脂肪中との1111にはf111iJが

みられたが， IIIIJ\ ， l係数に Inl:11 のイ{}~.、な l~ ~よみられなかった。

ぷ3-5.科併において，ウ.. r_ス卜/ヒップj じを 1ìtJ"Ä 生数，イイリJ\1)Jjj ヰを~~(
伝会数とした1"IJ."l分析のがj:.Jと

c.PIn j.JII(!Wf 

切)'( (抑ii.::イI，'r:::f::f;:吋lh』九万) o 78::f::0.06・
1"IJ."l係数(ク) O.OO(i土O.()03・

R2 (%) 28.5 

0.611 ::f::O.05・

o 009::f::O.002・
52.7 

. 1'<0.05 (J.，，}.1!!H以，J1.; 1;1)) Iまたはl'仏ij係数がOである)

そこで， ;先むと 1，υI什昨;

J川n作rの幼J米4恥』を1-火!.(すダミ 一当安E数 (/)LJM~ I i') も刻い11.変記数に加加lえたl'川1打川'1け1川1河心，;う分f羽析fをfわr一つ
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た。そのがi%を， fi!J i紫にノJ~す。

ウ'J，}.ト/ヒップ比=0，687 + 0.007 X体脂肪咋~ + O.067XDUMMY (R父=0.530) 

(P< 0.00(1) (1'=0.0005) (P=0_()079) 

イイサ行JJJj咋〈で制liilしたため， 、I'J匂仙のλ:よりは小さいが， ダミ一変数の官，J1"1 
M係数は，ウエスト/ヒップ比のHHiJの):.~としては， ()_()67という大きな
11!(をとっている。

次に， 4 ，:'， II{" の Mi!'/O)i!!IJi.じ結~~を liY¥Jリにぷ3 Gに4、す。令身の|徐JJiilル
111については).JII(Hrrよりイ[}~;に少なかったCP/nにおいて，本 li)1 究で，ilil!U
した;'¥11('1についてみる以り，必ずしも筋!，λが小さいとはJえないことがわ
かる。 4，:'il;f.'，:の筋jlJ-の1.'-9"れについても， Cp/l下と対J!(unとにイ1"_r'::J;;cはみ

られず， l'lwliiii"illとIJ¥1，:'illの2;'¥111¥1については 心しろcpitiーの}jカトド均イJlJ
が大きかった。

A3 6， cpiIiと対!!(WiのiJJ:jl'/ (数'i -:ょ、 I~JiJ :H:'! 布一 íIoJX) . 

並止』山j
I-JtA liiii";l1 (以筋)
1'，Iw後ml(二lifiilIj)

JJ¥1i¥11 (JJ¥LJI可ilj)

人)出外11町内1I(川uJfJvj)

cpm 
30.8::!: 1.7 

32.2::!: 1. I 

J 6.0::!:S，5 

37.7::!:5.6 

※いずれも 5%/.K司1'，でイJ}立ならず。
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対!1(1it(

29.3::!: 1.3 

3L1::!:1.3 

13，3::!:3 J 

382::!: 3.9 



また，6部位のJI;JfモIJHもmWJで比較してみた(表3-7)oJ争、|三身では

いずれのi¥iI1占企でもイf.ì':J~/~':ーがみられなかったが，身体のドの )jほどjfーが人;き
くなっており，ヰiに下腿では、f.T匂似!によじして非常に大きなだがみられた。

ぷ3 7. CPRj'と刈!!日iIlのJ.'i)作I!rJ(数'{:は、ドJ匂::f::t'{司1，.似ノ下)

JIH叩t-I(cm) C P lif 対!I(;Irf 
Uf>iiIJ十1("， 1¥/:) 28.2::f::3.9 28.3::f::2.5 
JJ旬IJfI 91.7土9.3 89.1 ::f::5.8 
ウJ.スト 79.1::f:: 12.3 75.5::f::72 
ヒッフ 86.5::f::7.2・ 92.1士1.9

人;腿IJr](" '{¥/:) ~5 . 2 土 5.9 ・ 51.3::f::3.6 
ドJl辺此大IJtI 30.8::f::3.0・ 37.5::f::3.3 

1'<O.()5 

4.考察

本研究では， 11 ，.;;~.の身イ半前回Jが少ないグルーフとしてC P行をとりあげ

た。しかし， l~;~'， r;.. {í-の仰I::;'éをわう場介，対象..(í'の防'， i ;' のれ )j[ によって 1~ J- ら

れる新米;も公わってくる。本研究で刈象としたcpRpにおいて，iI計変数の

ね刊l{j，Olカ司正して対!!日i昨より大きくなっているのは， 1比ヒ'1絞攻f的内i市Til反支カか、ら'1ド附咋附宅l反込
までt級ぷ々なド.イに;
れる。したがって，その点については作ぷが必~であろう。

cP./'íの場介，移動に ' I(桁 fーまたはt;~.f~を似っているため， 'I(約fーを
J1IIしたり松~.f止をええたりするのに必1.tな u腕 yJ!筋ぞ大胸筋が，Jl"i;~ に
発注している。また，移動などの際に委勢をええるためには， JJWI!iも鍛え
られているようであった。それに対して，ほとんどのCPおにおいては

本{iJ!究で，f!iWJを行った大JJJH外111リi¥11の筋!日JにはliYIIUのノfーがみられ会かったも

のの， JI，'J作川に大きなパーがあることから分かるように， 卜IJ立，引に卜IIJIlの
iE指I'IはII{!1，であった。 1¥公JJfrIJ川，.がcpilI'で、イJ}，斗に少令かったのは，そのた

めだと与一えられる。

59 



これらのことから与えると，本研究で対象としたcp行は，あらゆる粍

郊の身外折助が -ttに少ないのではなく，むしろ 1-_'1"身の筋肉については
世t'，: ;~-?i以上に山強伎に駅似して移動15:をわーっていると与えられる。しかし
下!叫が萎約しているため，移動によるものをはじめとする身体活動の総刈

: I ~~ (総エネルギ-ii'H¥':，[:)は)/ニ常に少ない， iい換えれば全身↑ノ/:のイ{般ぷ
的なiri3"wが少ないのではないかと以われる。この点については， 8anclini 
cLaI. (1991)が，少数のjillイトWJのcP-?iについてエネルギ-iMy:，:が少な

いことを倣ぷしているが JJLイ1:，/"J じ対象行について '/:"11可が)，I~i~古代1M: ， ~~ 
や身休日動l止をfrめたエネルギ-ii'i1'( :，:および全身の身体系IlJぶについて検
，;.)1/'である(木公ぷ)。本iiJ/先においてイ1}，戸、jflよみられなかった ものの
イ本JJ行IJ占lltや休)j日IUJ本の、Icj5)fI/I:がcpHiの)Jて、大きなイ[ll{であったのは _Lネ

ルギ-ii日YIll が少ないことが)!;(/J4 であるIfJ 自 ~'V/ もある 。

ノ凶行t立il、によってィJ!れムした):J/.卜)j日IJJjl'/(よ'v'-rれもCPit{'O))JfJ')(きかソ
たが，イi 必~;~::iよみられなかソた。脂肪11/で!月i ‘Iff川のifーがイJ;仏であった
のはPlllaxで、あった。 SlIIinも2H'(の、/CJ>)Ifi'iiよいずれもPlllaxのJt，Jイ干に近かっ

たが， nrl人lのばらつきが大きいため.ItfliUの;f"~については相対[ドJ に小さい
ものとなった。ただし，これも休日行1J)j:，:の泣いをlえl映しているだけのIfJ能
tJ/ーがあるため， Jl>jj'-I波うJ斗)Iにより体)JR'IUj:，:の;;;.~仰を除いてみた。そのがi~
MliUの l'~ をぷすダ之一変数の{M/lllj"I;係数 lよ，ドll1 ax を従以~放としたJJJf干
が3.329，Slllinを{江川女数とした場介が2.131であった1-'11'川やSlI1illの作

J洋の、o勾1fIiが10 .1 ~ 1 1.211lmであることを与えると，いずれもんきな仙で
あったが，統JÍ/-的検定のキ:，'i~'よイ本)j日 l)}j:，:を-151.ぶしないj必イ?と1，什4で，
PmaxのみcpHY'の)jがイI}，ユに大きい傾向がみられた。そのようるご刈象にお

いて，1)内人刈、'JI臓峨刷IJ脂l附行刊l肋防J川，，-止;ト一4会fリ必必j虫iパ<1以Xρ"映l決央するl版j段友刻WJ版l此児刈!的ii山iiJ)j脂j市行削IJ川lル』川川JドNl1日JJJが多いi向はぱ'il(
ら，J.近に，イj 般ぷ「内 jlli動あるいはL ネルギ-iì'í 11':，:が大きい'h円 )f~lJ.~が.
I)..j臓脂肪111を選択(I(]に減少させるIfJ能/，/ーがあるのではないかと与えられる。

なお， /立/3 3と1::</3 5には「はずれN(jがあるが，これはノト/111の
CPの対象-?i'の，/，でiJ止もl佐川が大きいおのうちの 人のイ[I'fである。その

，1，'.(からは，ili1!リJ防;与がl人JII創的lJiJのみ引をJ{{くという与えhがば[1，にゴたれた
wuなのかもしれとk ぃ。 しかし Ij，~í:" i~:のれj立の;~~仰を.15-応に人れるには，本イリ|
光の被検{í数lよ少ないため，今後の{í}fヲ'i:: t~~， 'i ，治を委ねざるを 1~! ない。

ただし，材イ+:iMUJ以外の公一|人|がIJ反，'il;)j日IJh分イ11の;t，'をもたらしたIfllmflも
J77てられない。例えば，CP行の心JI)!(内ヰ.¥'1'/があげられる。CP行にはjHOJ

能力と車川1/1'IGi.主とのliUにィ、μ01世J令状態があり，これが 次的に心IA/'V/の↑lIJ
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紡不安をもたらし，さらに 1)過緊張， 2)過敏， 3)恐怖， 4) (1発性

欠如， 5) 1'1身1t*， 6)疾病利得，という状態を引き起こすという(深

iit， 1979) 0 Bjorntorp (1988，1991 b)は1 o 1 1;1:でもふれたように
「ストレスへの対l必が|村知であることによって制床 F却がWI)激され，ぅヒーJぷ

1111終 ，' ， iIJ' i千悦f'I系およびJJì1rド ìf~休~ ;，il)'i'fjx'['l系の活動;'じ准ーをJillじて腹部}J巴
II日lをもたらすlという jli，&を-11.とノJ'している。その似，Jiはぶだ|分に検よ11さ
れていないが，それを;&1，)けるかのように，社会経治的状況(I¥ayccl al可

1990 ; Gcorgcs cl al.， 1991)ゃあHI!I的ス トレス (Lapicluscl al.， 1990 ; 

Lar問。ncl al.， 1989 ; Rcbufre Suivc Cl al.， 1992 ; Kayc ct al.， 1993) と体
JJ削)j分イ11との川に""J係があるとするjiJf完結米が{lJられてきた。小:jj}1先のあ1

Utにおいては，この点にWJする!nM1t{よねっていないが本仰，'JGのが;%1こ;万
件を 1jえている nJ能t'Hよf1rj.とで、きなし、。ただし，j¥.;に述べたような側先に
おいてlItめられた 1，I，jr，'の|見j係は，在住本数が多いため統，il一的検山のが1米イ{，1，辺、

となったものの，概して Jl"i;\'!ょ.;~Jいものであッた。例え rJ， I¥ayむじlal 
(1993)が， Hi1ql(I'~ストレスの災なる JiYII¥Jでウ4スト/ヒ yツ比を比較
したところ luも人;きいliYlIUのノ'，'::がOOI.-f'，')主であった。本{り!冗のJIJげ介，イ本

)J行)J}j'がを相lillした後のウ」二スト/ヒ yフ比の2{nllUのノfは()'()67と，かな

り人J主かった。 また. PJl1axをiitJ.ii変主主， イ本町)j}j:，:，とmの幼米ーを犯い〉一変数
としたん分ilx分析において 句 nr の l;f~科をぷすÜ， JIIII!'I;係数が3 ， 329であった
が， 、I'J!J1p'(が1()III rnを越える，f'，')立であることをイ写版すると， tl会科if'i(I'J;IJ¥

Mや_fr'itlll 的ストレスの;;~.~粋だけにしては大き過ぎる。

また， /;-llIlj，J象としたcrおーは， P!J('noba rbilal ':';の代点的なJJ't::J<iUiiJベJ筋
i地綴方1)を1M川していた。こうした薬物が体脂肪の分布に;ぷ仰を'j-える nj'能

'1'/: 1よ伐されているが， mイl それを止J\ーするよう会知~~は1 ~I られていなし、。
また発イ午の柿ftiによっては，体脂肪の分イliに劣化を')える nJ能t'1が桁11Xjさ

れている;，iI)'i'f皮質ホルモンを1M川すみことがあるが， /;-1111の対象.(iで11常
的に}JIXJijしている.(iはいなかった。

その他，刷段|併で体脂肪分布に;;;~枠を及ぼすことがわかっている他の吹

い!としてはl喫州があげられるが，本研究のcP.(i'には 11治的にl奥州してい

る行はいなかった。以卜より， cP.(iの刊給付十|匂もlIj'ii日'1を作山できな
いが， cP .(íの J位大の4j 微であるì'l!iJiリ~ I;{~: ~ i~' が， IJ反映liijJJ日}J}jl'/に)x映される

l付腕IJ削}jのjjtij火山j品加をもたらしているのではないかと与えられた。ただ

し， lir';'r:'ri;'の1)、l作ゃれ)弘， 11 'ii¥の身体/1，;]'0)のf'l' :，~:， -t'H削j竹吋についてよ
り"y車111に，iJMffし， Jlの 45・えを侃ldする必~:カTある。
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1111，ウエスト/ヒップ比をl作IiUで比較したJ必合も.IYJらかな;Gがみられ
た。それは，イ本JJi'lJ山本というほ的な変数の;;1;仰を除いても， )1，常に大きな
だであった。これまでに，本研究のような対象でウエスト/ヒップ比を調

作した研究は他にないため，この紡*は.JUJイiJI先を文作，あるいは問題
.r.'.(、をmJa:iするものではない。ウエスト/ヒッフ比は必ずしも|人j脱脂肪の部
引をJ.i映しているわけではなく，ヰjに小:{日|究のJ必{;-，よ.cP1'iにおける，
JJ釘'¥11のl人j臓脂肪や皮下JJ行JJJjのみる'([こよるウエストのWI大のみならず，特訓i

の11古川の減少によるヒッソの減少をもJ.i映しているのではないかとも与え
られる。

5.結論

全体として身イ'+:t，リリU"1:が少ないと与えられるCPおにおいて，休日行JJ五の
分イ11を検".Jした。そのがi%. 般世~'i;~' 行と比べて. I人J)峨1)行)W:，:.のJ附lJであ
るj山政liijJ!i1JJM/が多いfliili'Jがみられた。それは，イ本脂肪J11の;jmtiを相liilし
でもI"JUであった。このことから.CP行と 般世t'i ; ~.1'í の Jはも大主な述い
である身体i，日リJのyJIやJ11ーが. I付脱脂肪をffむ体IJ行JJんの分布に;J5仰を ljえて
いる"J"@'t'1がノj、l唆された。
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第 4章

1 2週間の有限素[自Jlli動の継続による休j脂肪

分布の変化
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1 . 目的

jÆ動は，イ本J1l1JWう〉イIj( こ ;~.~~~J.:~を']えている 11]"能判カfある裂いく|の つである。

減111において.ili動のみでは食'j[療法ほど述く大きな休前減少をもたらす

ことはできないが，食。Ji縦訟の場介と見なり除脂肪市の減少を十loわず，ま

た減:，~ ~1J米ーが維J 、I しやすい (Pav l Oll cl al.， 1989)。減J11ーにJIJいるiliili1Jと
しては， lti近ではウエイトトレーニングキ;のI)If:椴ぷ:iili動もれー11されつつあ

るが，脂肪を燃焼させる必、筋を利JIJし，長If.¥HlJの緋紛が"1能なためにある
れ!立の.Lネルギ-1M¥'がもたらされるイj般ぷiliiliゆがほとんどの助作JIJいら
れ.1.成11fにおける総キな効米もかなり IYJらかにされてきつつある。しカか這し，

イ休4糾州JJ桁j市行印lω肪U防Jの分イ布Ij に対する五剣効1カ~;米t!必μ:;υ:tに」ついて lはま半品糾"九l

Schwa引rlzじ叫lal. (1991)は. 1人.JJ隙JJ行JJ)jが羽|刈[仰にみ.fJ'1した状態にある山'iil(，i

のリHノ|ーにおいては，ウォーキングやジョギング匂のイf般ぷili助によって，
|人JJ蹴IJ行JJおJ止の減少が以もWl!'，だったのk，k，Jし， 1付日報脂肪Jltがそれほど多く

ない)'，:イドリH'Iでは. 1付l縦断JJJj:，:ゃJ版部)).Cド脂肪(1'.より，むしろ4恥';11や人JliJl

，';11のJ立卜J1l1JW:，(の減少の)i1l大きかったと械;itしている。 しかしf走行のがI
米は， )支ト脂肪については腹部の減少が1uも大きいとし、う Dcsprcscl al. ( 
1981)ベ'Trclllblaycl 31. (1988)をはじめとする他の研究結米とJ.]j'iす

るものである。またD山 prcsclal. ( 1 99 1 日 ) は，肥満した I~J約 i耐久刊にお
いて減少の'，'，:1)介が以も以北だったのはJJ¥L川皮卜脂肪ill-で、あったのに刈し，

1)~Jr後 J1l1 JJJj :，~についてはイf ぷな劣化がみられなかったとしている。

このように，問先.(i'によって民なった械行がなされているが，食'Ji療法

による減:I~:の j必見!; を版行した ，tíiìx によると，いずれも|人J)州市肪 IJI. の減少〉千、

のんが大きかったとしている。またRcbllff(、S仁川 VC.cl al. (1986. 1989. 

1990b)によると ..JI')肥満kt'lを除くと，カナコラミンによるJ1l1JJ)jの分断'
は，大!出<久t'1の-7L}jj )， ';J IHI ， JJ¥L白11)支卜JJfiJめ<人網や腸IliJJJ丸というJlliiにi，¥

発であるという。そうであれば，引にあるれ伎の強位以上ではJfl['I'カテコ

ラミンの波J立がよ"'1くなる日liili1Jによる脂肪の減少の，';1)f立ノfも，それにMJ.e.、す

ることが予処lされる。そこで， 11本人成人リj久ーにおいて， 12J1，'，!I:lJにわた

るイj般手伝的jAili力によってj支I'JJ行JJ)j:，:とイ本1)、j深川JJ日lめill-のどちらがj成少する

か検，i-Jすることを，本州I'JCの11的とした。
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2.研究方法

イl 椴ぷ~動による減 :1:; トレーニングプログラムの参加'1'í- は， W一 ;X大，'/:教
職LJ およびザソ|から hJ~ した。

トレーニング祁11はウ」ーキングと，"'1'ム'I(こぎの2つをともにわうよう

にし， mJI:JJは12迎IIIJとした。頻度は，ウズーキングが迎 6"， J'J似'1
'
こ

ぎが~311 を"燃とした。

強度の伏広において，まず，"'li'l(こぎについては，コンビれ製の，'，似'1'
エルゴメーターで，初Jめの2分HIJはlj)'1'1は251ノット ，tzYI::よ20ワットで

，'，似'1'をこぎ，その後I)mーは11):分25rノット 久・刊は20ワットずつれイ4を
Ì'(liWIすることにより I1止大~:!L+;:jH取 11 1，を iWJiじした。 椴ぷjwr~: ， uよ， ScnsOl 
:v! cdi じ sfl 裂のlザ公ガス分析出~'~ IC 11 OOPCをJiJv、て測定した。そして

そのi!!Ui.L料以;にJ，!、づいて‘U，(-).:，同女子七;H[JIY:，:の約60%になるよう仙人目Ijに

~ii1伎を 1没Æ した。ウ χ ーキングについては . トレッドミル|ーで11)分100m

の速さで也被検.fíーに広いても らい íじ，;;~'状態 ! .::~ったときの円安ぷ1J (11足 I JI-を 1"

松 '1' こぎの場介と I ， 'J じ分析32で測定した。 'よ!;~-~のウ 1 ーキング川はこの速

さで品、くように指ボし‘折々 、が1ft/.}たされる ようにするために，ときどきト

レッドミル 1-で100111/分で品、くようにした。

み;に， 2抑"とも，リj門は 1"あたり 250k仁川， ~正'門 lよ 150kca l'ム"I'{flll.¥よ
り余バ|にエネルギーをii'it'(することになるように，手宇和1人における各科"

別の般:kNHJIY:，:のi!!lJi江主Ili*から 11.¥川をiλ〉じした。その際，般，k;'j![JIY:，: 1リ

、ノトル=5kcalとして，il灯した。その乱lf*，リJt正の作抑11とも， 、 liJ~Jでおよそ

1 " 10分くらいの11日:JJとなった。 /;-1/11は‘このようなトレーニングを以:

後まで縦続し， トレーニングソj在日からfffiとした付加'.Lネルギー Ilt.カf
IO.OOOkcalを越えた1))久各sr，( ， n I 6~九)のがi~ーを，分析に)IJいた(ぷ 1 )。

γI句作愉は1))'1'1が35ぷ，久'1'1:が3'1.1政で，tz-'I"1は全IIが11J粁，iijであった。

1~1(j ，食')1については，被検行l二トレ一二ノグ1J:J!Ifi，iijから終 (11.¥まで変え

ないようにJ行ぶした。また， トレ一二ンク.，iiji去に作3"HIJの栄必l制作をわっ

た。

身科婦lJ&の{川辺lよ， :X~ 1 1'/'の I'v 小;t41 よで )IJ し、た hìl、， ii~ J に{えっ た 。
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トレーニング前後の、/，均{[I[の比較には対応のある t検定を. 2変数111]の

相|見Hよ， ピアソンのるや十:相関係数を用いた。

3.結果

被検-fí寸~il の ì'. なデータをぷ 4 -1 (リH'i:)とぷ4-2 (k't'1)にぶし
た。トレーニングr実施[jijにおいて..'JJ't'/:は何度肥満者の集卜J1.それと比べ
ると久't'i:は比較的州市に近い身休岸ILJ&をのする集/.Jiであった。

ぷ4 I 依検行ーすでi1の i:なアータ 見(リJれ)

イ←ンマル {[曲。 総ii 'í1'iL~}vf・ー(kcal) IUk t'11ぷJ1l~.(:，，(ml/min) 
ワォーキンク ['I./!J;'I'こさ I}') fを

E.S -18 13，136 9.987 2，381 2.399 
H.1' 20 17.160 9，319 ~， 53-1 3 . 1~8 

1¥.1' 33 11.738 5，871 2，988 3.07-1 
I\ .~f 24 15，.154 12.693 3，352 3‘592 
O¥' 21 4，611 6，063 2.652 2.385 
S.K 45 9.000 2.727 2，131 2，558 
1、Y 39 19，990 9，065 2，050 2.374 
1' .~ f 50 8，-159 2.688 2守600 2，753 

ぷ4- 1 (続き)

イごンヤル 付与IJfilW:，l(kg) 除JJfi7面、(kg) 骨布扇京(%) 皮 十町扇~，:'l kg) 体内琢司市IW:，:，(kg)
11') iを 1)') 後 11') f長 11') 後 11') 後

E.S 11.7 11.0 54.5 52.7 17.7 17.2 8.7 6.7 3.0 4.3 
H.1' 18.2 11.9 -19.9 49.7 26.7 19.3 10.5 8.1 7.7 3.8 
K.1' 9.8 7.8 51.1 5lA 16.1 13.1 6.1 5.2 3.7 2.5 
K.M 11.8 9.1 62.8 61.5 l5.8 12.9 9.3 7.8 つ2.5 1.2 
O¥' 23.0 21.5 57.1 55.9 28.7 27.8 14.5 14.3 8.5 7.2 
S.K 21.5 19.9 65.7 65.9 24.7 23.2 12.5 11.6 9.0 8.3 
1'.¥' 15.4 10.9 46.8 49.5 24.8 18.0 5.9 6.0 9.5 4.9 
T.~I 15.2 ]4..1 60.0 58.9 20.2 19.7 6.2 6.3 9.0 8.1 
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表 4-2 倣検-#全11の j:.なデータ一位 (kt'l:)

仁川ルイr荷台 総ii'i1'il*ルキ・ー(kca[) M大内堂本J!UfX:，((m[/min) 
ウトキング 1'1松'1'こさ IJ'I 後

i.M 32 8.765 1口、963 2.135 2.079 
K.Y 23 11.046 9町319 2守口52 2.042 
K.M 39 13，606 5，871 1，502 1，5 [2 
N.S 27 10，367 12，693 1.466 1，540 
O.T 44 10，385 2，700 1，654 1.609 
S.M 20 7，937 4，692 2，270 2.391 
S.K 37 ]].196 t1，335 2，078 2，129 
Y.N 51 8守724 6，189 l守389 1.6.[ 5 

ぎた 4- 2 (続き)

イごンヤル 体IJ知的:，:(kg) 1~í\lJfílUJ: ，九I< g) 体l脂肪手(%) 皮 rIJi1JVJ :，，(I<g) 体内il'ii¥iil市11h:，:(kg) 
IJ'I 後 11'1 (f;: IJlI fi;;: 11') f~ 1)') f長

i.M 10.0 7.6 38.4 39.~ 20.7 16.3 4.7 4.7 5.3 2.9 
K.¥ 13.1 10.0 38.1 36.1 25.6 21.6 10.2 7.5 3.0 2.6 
K.M 12.9 9.8 39.6 40.5 24.6 19.5 8.1 7.'2 1.8 2.7 
J¥.S 15.7 11.8 36.7 10.0 '29.9 2'2.8 8.5 9.'2 7.1 :;.G 
O.T 11.5 10.3 35.5 31.8 :.! 1.5 ~~.9 7.7 6.5 3.8 3.8 
S.，I 20.3 16.2 4~.4 '1.1.2 31A 26.8 11.1 J 0.7 9.3 G.I 
S.K ll.l 9.9 46.0 11.6 19.5 18.2 9.3 7.8 1.8 2.1 
Y.o1 12.9 11.5 -12.3 1'2.0 23..1 17.2 7.1 6.7 5.5 4.9 

1 2~ /l ij のトレーニング夫』弘前後の身体制1&の会化の、l'均を，ぷ 4 ← 3

にがした。イd峻，k;;:.t!ifolJによる従*の{引先とほ(主1"片手に， 1徐脂肪11:の変化は

ほとんどみられず，イ本of(の減少 IjI.ーはほとんど体脂肪の減少 :11であった。イ4
1初日jはクH'Iで25kg， !('f'lで2.6kg，イ本JJ日!的、がはそれぞれ3.0%，3.7%減少

していた。体問JJ五をj支卜)1知的と体内深川脂肪に分けると， トレーニング'よ

施 lÌíj は，皮下脂肪 J 11 のんが体1)、Ji~"\IIJJ :1 JJ}j:，:より人きなイ[!'.をとっており，体

脂肪 111のうちの約 6'，liUを，1;めている。しかし減少'p.についてみると，リJム
とも， )x. 1')脂肪の、I'J~J減少 111 がo 9k耳であゐのに刈し，体内i決i'illJJ行)j}j:，:が

1.5旬以卜弘正少しており ，絶対'1'の少ない科、内深川脂肪の減少:1:.:がj支ト脂

肪の減少ldの約21((ihJであった。
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衣4-3. トレーニング災bfuIjij後の身体kJlJ必(数字は、l'均±総司f;似22). 

変数 リJ ヤi Lι 't'1 
IJ'J 後 Ijij 後

イイ主主 (kg) 71.8:1:9.1 69.0:1:9.5" 53.6:1:5.6 51.1 :1:5.1" 

休日行JJJj'本(%) 2 1 .9:1: 5.0 18.9土5.0・ 21.9:1: 1.1 21.2:1:3.2" 
|徐脂肪:，:(kg) 56.0:1:6.6 55.7:1:6.0 10.1 :1:3.7 10.2士3.5
j支十脂肪:，:， (kg) 9.2:1:3.2 8.3:1:3.1・ 8.1 :1:1.9 7.5:1: 1.8傘
イ本|付 i~ 再開行JJJj:，:.:(kg) 6.6:1: 3.0 5.0:1:2.6・ 5.1土2.3 3 .~ :l:1.2 ' 

P F S S (9b) 59.1:1:11.163.3:1:12.3 63.():l:12.3 69.2:1:79 
加λト/ヒ17

0

比 0.88:1:0.01 087:1:0.05 0.80:1:0.05 0.81土0.05

0 1' < 0.05，日 l'< 0.01 ; ?十~UJIjにおける， トレーニンクーIjiJ後のk.JJ，['.、の
ある d尖山

引に， {1'- I)、17~j~I;JlFí JJ}j:，:とj支卜Jj日1J11:，:については， トレーニングのIjiJ後で、

どのように変化したかを， 1:<14 1 (VJ'門)と|χ14-2 (久↑サ)に，例人

別にソロットした。リH'Iにおいては:{'， ( iI.H~.r， ES 六 4 1参I!(O
だけ休l人l深川JI削I)J:，:が1.3k日)';'iJJIIしていた。ょた，J支十IlfillJj:，:に)1;仙|わがみ

られた行も 2~〆， (T.YーとT¥11.)いたが，いずれも0.1kgの変化であった。

f，(nにおいても，イ村人j深川JjfilJ}j:，:が1l3kgJl;t:JJIIしたものが 名 (S.K)， Jx. 
卜IlFiJ1五lltがO.7kgJ川'JIIしていたおが 4〆， (I¥.S.)イfイlーした。しかし，全体と
しては皮下脂肪1ftが弁被検行とも少しずつ減少しているのに刈し，イ本|人17米

fi刊脂肪Jl;の減少111には大きな制人ifがみられた。また， )丸川市JJJjの減少"ト
が多い.r，.はイ本|人li宋i';1;Jj日日IJjの減少 111.も多いとはw..tらず，むしろ久刊のJ祐介は

相WI係数(，.)が 0.78 ( 1' ニ 0.(2 ) というれの相I~Iがみられた(別性にお

いてはrニ 0.15， 1'=(72) 0 VJ久とも，体脂肪の減少:止が多い行ほど休

|人l深部11削}j:，(が減少しているよ うである (;!J-t'I，; I二 0.88，久↑ゾ1，; 0.85， 
ともに1'<0.01)。また，久'1/1ーのj劾イT，イイ'1λJi.京j'¥111I削Jj:，::の初!!JIイ11'(が大きい

行ほとイ本|ノィ深，:;:1111行JJJj:，:の減少 qtが大きい何ili付ミあるようであった (1ー

0.86， 1'<0.(1)が，VJYIのj幼介はそれと比べるとlij1倣な|幻係はみられな

かった(，. 0.50， l' 0.21) 0 )支ド11行IJ);:，:については，リJf，(ーともそのよう

な1'1:1係はみられなかった(リj判;r 0.21， 10 0.62 久↑'1:; r 0.37， l' 

() 37)。
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尚，ウエスト/ヒップ比は， DJ久ーともほとんど変化がみられず， 5 %Jj( 
市=でイj ぷi~:: もみられなかった(火 4 -3)。

作Scgmcnt)jlJにみたi).cfJJ行JW:，::の劣化をぷ4-4と|主14-3 (;JHiI:) ， 
1::<14 -4 (k't'l:) 1..:ぶした。リH/Iでは，~色刈 lii の多い体的、の減少 lA がitI: も

大きく O.59kgの減少がみられ，大!腿がそれに次いだがO.23kgの減少でーあっ

た。ただし，5 %Jj(司1:でイ{}'.:!~な変化がlttめられたのは， 1-本件とわずかな減

少ではあったものの|腕のみであった。 )J~('t/l では， トレーニングlii)に

おいては大腿の皮ド脂肪ill-が以も多かった。しかし， トレーニングによる

減少lAは休'作と大腿がほ::1:'1，村1)[で，イ};心、会変化がみられたのは 体的、の

みであった。

}<-'I 4 トレーニシク、'k!泡liij後における作S叩mcnlの}.;;.卜脂肪 :，::(数'j<

lよ、|λJむ土配11司l'1Mノ，;)

フJ .t'l: I;_' 't'l: 

Scgmcnt II'} i走 II'} 1~ 

1it!+Hi (kg) 0.35土0.08 tl.36::!::O. 1 0 0.31 ::!::0.06 0.31 ::!::O.01 
1'.腕 (kg) 0.79::!::O.30 0.67土0.28・ 0.68::!::O.17 0.61土0.17

liijJ腕 (kg) 0.30::!::O.07 0.28土0.08 o 23::!::O.03 O.23::!::().08 
イ本 I: i~'、 (kg) 3.97::!::1.78 3.38::!:: 1.70' 2 . 60 土 O . 8~ 2.21 ::!::O.65' 

大腿 (k耳) 2.81 ::!::O.88 2.61 ::!::0.90 3.65士0.8'1 3 . 27::!::O . 9 ~ 

ト腿 (kg) 0.98::!::0.30 0.9/1 ::!::0.29 091 ::!::0.21 O.87::!::U.22 

• p < 0.05 弁十1:別における， トレーニ ングliij後の対!むのある t-1会;ι
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次に i成:I~: ~こ fl~ うlbl:大阪ぷ叙取量の変化を.:K 4~5 にぶした。.ilJi大酸素
版取 J11:の絶対 111; は，クJ~とともわず功、に平均似lが大きくなっており， WAあ
たりにするとWI)JIIの叩l合がより大きくなっていたが， 5%ノk叩ーでイl工!:な変
化をぶしたのは休i]iあたりの以大阪，*-tH取日のみであった。これら 2つの

変数の変化l止と，体脂肪比例人j深ilil脂肪:，::， J支ド脂肪!j~.の変化 ltt との相|
|見j係数を，ìI'~~すると，リH'I において ， 体脂肪 'Hーの変イヒ Jl! と体市あたりの変
化'11.に強いれの相|刻 (r 0.85， P<O.OI)が作られたのを|徐くと， 5%  

/.K司l'で、イlぷな+111刻はみられな:かった(データはノj之さず)。

ぷ4~ 5. トレ一二ング実ぬliijf炎の体)J (数千 lよ‘ド均±似司'il，U). 

変数

1)') 

1u大M，k;JlfJ以il;

リJ -1'1 

後

y:. YI 
1)') uえ

(川1/分) 2586::!:: 13D 2783土 111 1818::!::3S1 1 872::!::327 

(ml/kg/分) 36.(J::!::7.1 10.7::!::8.8・ 33.1土(:j3 36.3土60"

• P < 0.05， .. Pく 0.01 作1'1別におけゐ トレーニングliij1t:の刈jむの

ある 1検i.L

!日~， トレ一二ンクー lìíf後における栄公 rÔI'~ 1~ による総版取エネルギーは， Dj

-1' 1 においてトレーニングIH1~fìl"lliíjが 1 910::!::35 ， lkcal ，終]'JI'lliijが2013::!::

383kcal， tcl'lーにおいてはそれぞれ2087::!::112kcal， 1786::!:: l72kcalで、あっ

た。引に久't'1ーにおいてil'fが大きかったが， r ， I ，j ，t'l ともイf JI な;~'~ではなかった

(リH'i:; P 0.62，久't'[:.;Pー 0.12)。

4 .考察

if動が体脂肪分布に，j-える ;;~3~~'~} について検，;，j するために，縦断的に ifofÛJ

liij後の休11行1J}j分イliの変化を.iD跡した研究は数多く行われてきたが，イ111.支ぷ

ifof'リJがj文卜 1111IJ)j分..(ri に 1~1 らかに ;;;'3~!.~~ を 'j えていると与えられるがi~ーがいく

つかrrられている。すなわん )'，イI;;)'1'1の体脂肪分イ11をCTを1111，.、てill跡
したところ， IJ¥Li'¥IIJx.ドJJ行JJ川lより大1m内II}.文卜IJ日}J)j:，:.:の減少不のんが人;きかっ

たという結米が1~J- られた iiJI 冗もある (Schwar t z け al ， 1 99 1 ) が， if11Jが
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i::として体幹， 特に)&;¥11の皮下脂肪51令を減少させる，という点については
ほぽ*，'ιl

T，陀cmb削la勾yc札ta計1.， 1988 ; Dcωspr討rcωsct a剖1.，1991日心) ，本研究でもそれを文抗す

る車，'i~がれ}られた。 特に ict' 1 では ， トレーニング、前の絶対lAでは体幹の皮
下脂肪日より人J腿i'¥II}支 刊行)JJj:，:;の}fが大きかったにも関わらず，減少Jitは

体怜の )J が大きく，統，ilï'l~ にもイ[ }'j:な Lr'~がみられた。

しかし，臨床卜一以も川辺があるとされているl人l臓脂肪については， Aとだ
キlii li首がftJ られているとはいえなかった。注ilil}~J，lt'11'1のれj立と|人JI以11行IJJj年fliと
の I~)係を償問j-(仰にみようとしたイ') 1 先はいくつかあるが，その多く lよ ， I)~nl* 
J)行IWみ引をウエスト/ヒァフ Jtで ， ，1 ・ úlli している 。 それらにおいて J主動 ~J.}t

慣は，ウエスト/ヒッフltと独山:な+111対がみられない (HaffncrじLal..

1 ')86 ; Kaycけ a1..1 ')<)0)か，あってもりljい|見Jii'(ShimokaLa cta1.. 1 ')8') ; 

Laws cl a1.. 19')0; Sclby ('1 al.， 1990 ; Scic1cll cl al.， 19')1 ; Kccllan ct al 

1992 ; Slatf<ory cl al.. 1 ')92) しかない。また Trcmblaycl al. (1 ')')0)も

jA動作'J'rfとウエスト/ヒップ比との|刻ii'をみており ， ~rt!J文の j辺助をわ って

いないおーほどウエスト/ヒッ プjじが大きいという傾向は多少みられたもの

の，そのjl:~はグルーフ川で0.01 -O.03.f'，'伎でしかなかった。このようにウ

エスト/ヒップ比でみる限り;辺助~l，vfn と|人l版 llfî lJMi;打l との|刈辿 lよ，あッ

てもそれほど必iくないようにみえる。また，イ小;脂肪111とキャリバーで測定

したJ支卜IJ行IJM.!の手1Iとの比でトレーニングによる内臓桁IJJjみ仙の変化を，，'1'

fliliした場介は，体脂肪111eの減少の'，'iu{i-と， }文脈JI31 の手11の減少の'，I，:tl イ?に ノI:'~が

なかったとする仰f先 (D山 prcscL al.. 1985 ; Boucharc1 cl al吋 1')')0)もあ

れば，イ本脂肪l止の減少の'，I;tl令より ，}文必則)J指附行刊!P』UJf」，jgの平羽利11のi減h成主少の;叩li刊『司4介のjんJが人き治か、つ
たとする{ω似u川!ヲ先，t(付T、r代C引山11川1
皮JJ脂l肝行l'νtUγJJjの平利11の減少少、の'，';リイ介干より人きかつたイ仰州U切|先 (ωDc白討ゆp仰rcωお C札La剖1..1')88) もあ

るというよう』にこよ， 今 l定iじ:の車品料粘J占itIJ米fが1~;' られていない。 縦断的な'jD段を 1 J っ た本

研究においても，ウエスト/ヒップ比はほとんど安化していない。それは，

[1'1 般的にはウエストもヒップも 1，;jf'，'J立:の川作で減少、したことによる。しか

し， ウ」ニス トはj脱却の|人JI城11行lJ)j:，::の他， }支卜lliiJ的'1'.や筋肉，1人l臓の'1'.をも

J.ill央している。そのため，必ずしもウエスト/ヒップltが|人j腕脂肪ll!の多

正iをぶすとは|製らない (AぉhwcllcL al.， 1 ')85 ; 1公れら.1986 ; Scic1cll ct 

31.. 1987 ; Pcrland l'L al.. 1989 ; Dcsprcs cl al.. 1991 b ; vall CIむrKoo¥' ancl 

Sciclcll. 1 993) 。 したがって，内l以JJ行肪 lJ に ;;;~~!.~~を fJ える ~I刈を与える 1 .
では，ウエスト/ヒァフ比のような:あいまい令指似を)1)し、ずに， 1人l峨lliilJJj

をより [1'1終的に測定する必泌がある。その 例として，食'Jfによる1成'I(で、

体IJiiJJMHliがどのように変化したかを出;lIした側先において，ウJ二スト/
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ヒップ比をmいると変化したとするもの (Waddenct al.， 1988 ; Pasquali 
ct al.， 1989 ; Gray ct al.. 1991)と変化しなかったとするもの (Ashwcll

ct al.， 1986 ; Prcsta ct al.， 1990 ; Ross ct al.， 1991 ; van der Kooy ct al.， 

1993a ; Zamboni ct al.， 1993) に分かれた。しかし， CTやMRIで検討す

ると， 4jeに部f立X;はなかったするイiJl究がある (Lccncnct al.， 1992 ; 

Stallonc c( al.. 1991)ものの，ほとんとの1，)1先 (soscllol't al.. 1990 ; 
ChowclhuγY ct al.. 1993 ; Grayじtaし1991; Ross et al.， 1991 ; van c1cr 

Kooy ct al.， 19933 ; Zamboni cl al.. 1993)で， }仮初皮一刊行JJ占q(より|人J)I故

脂肪lAの減少ネの)jが大きかったとしている(ぷ 4-6)。このことから

も，ウエスト/ヒツツ比を|人j腕))ñ )j}j~é ，Hi とその変化のJ行以とするのは川辺
であるという与えんがえ刊される。
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衣4-6.減世によるイ本脂肪分布を追跡した主な研究結来.

7l-J，トトサー 1'[ 11布一一語:，()Ji.E: 板市 一丙画面Jj繭"而 蔀lln扇風fJl~iの

(i民〕 前 後 滅少率(%) 滅少三年(%)

805ello b.: 34.8 食)1 105.6 98.9 20.3 13.5 

Gray b.: 37 食 ')r 89.7 79.2 27.1 12.7 

Leenen b.: 39 食'F 85.8 74.1 33.0 30.0 

Stallone b.: 52 食。)f 94.8 76.0 35.7 33.1 

van der Kooy b: 39 食')f 86.5 73.9 34.9 29.9 

Zamboni b: 38.8 食'ji. 104.3 88.1 44.1 24.4 

Chowdhur)' 9) .j.j fl: ')1 113.8 109..1 9.4 4.9 

Leenen リJ 41 食'ji. 97.4 84.8 39.1 36.0 

3刀_~~_I~ .~~?と JJ一一1 !J_..... _. )}:.J.i .. ..._..__~~} _ . 85 0 39.6 34.6 

Despl白 火 38.8 イI般ふ泌動 90.0 86.3 2.7 11.0 

SchwarロリJ28.2 イJM，r;;HU) 85.1 84.6 17.3 9.5 

.土 一一一一--.::.--- f!!: ， ?___ .. .. . ___ ::. . . ..__ _ _ .._nG. .. . _ _!'!，~ .____ _ _... .?_4，f!... . ー …....2!J主一一一
Ro出久 3G.7 :fC)1← 96.0 85.1 3.1.4 22.6 

イl椴，GJ!It))

Ro出火 35.5 j主')1十 86.1 75.0 3-1.4 22.6 

- ー ._---__...11，¥門医会i世p))
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イメイIJfJ¥:

本初f究
10.7 

9.8 

. 1付臓)m)防:，:;，}:立卜脂肪l止はノドMJCとほぼ1nJ.tlの)Jil.で測定。その他はCTまたはMRIで

測定c

※内線)J日!め ' 1 '. ，政 ~ )mlル '1 '. の変化ヰ'は 、 それぞ、れの変化 'I ! の '1'}\J11{i を初期仙の・!と均1IIiで
'，'，，)って求めた。

※D出P'出の1)'1腕脂肪 'I'-の安化を除くと，全て(体市， 1)'1臓脂肪:，:..&: ~Î脂肪:，， ) 5%水
市でイ{口な~化をノj、した 。

CTやMRl，あるいは本研究のように|付1]制行!J)j:，:をjI'l抜的に測定して，

ifi;X， :，:によるその劣化を追跡した1')1究の iな;%r'I%を，ぷ4-6にまとめてみ

た。先にも述べたように. ，lilj[~エネルギー食など食 ' Ji による減11; の場介は，

l人JI以脂肪:liの減少ギの)JがJJiL;'¥11)支川印J)j:，:の減少とがより少し大きいという
械(iIをしている研究がほとんとである。しかしイj般ふイ自な)f副Jのみによ

るJJUi'ilí内臓脂肪断 1(IWi と皮卜!J行JJ)j断 1(1ぽiの劣化を ili った(引先~:/i*によ~と

本研究を|徐くと. 1付j峨IJ行JWの);が減少したというイiJl先 (Schwartzct日l、

1')引)とJ支ド脂肪のノJが減少したというu)l冗 (Dcsprcsel al町 19引a) と

があり，紡*は相1J.iしている。本研究では，1，1リ刊において，体|人j深川!脂肪

:ti は)].nJJ行!J)j:，:より絶対 11iが少令いにもかかわらず，体1).、j深川町JJ)j:，:.の減
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少 JItが皮下脂肪主:.:の減少 l止のが~ 21ì'T~~であり，また ， 初期仙と比 '1安した減
少ネをみると(ぷ6) ，安部ら (199~) を除く他研究と比べて|人j脱脂肪
JAーの減少本が大きい。これは， !AWJJによる減目iに限らず 1uも A般的な減

I，:j);である食・)iによる減:1 :.~の Jj)j介と比べても， 1付臓脂肪11fの減少不が大き

いことを必、l沫する。したがってイ叫1')1:の場介は，イi般ぷi主動の継続により，

|人11以JJ行JJ)jが選択i切に減少したと， iえる。

{リ|先により結果にぷがみられた以|刈としては，人純，'VI別，肥満のれj立，

イド i紛などの対象の特't'/ の~いが考えられる 。 このうち，年齢については
Schwartz et a1.が)'，イ1{i'と山総行とに分けて検，;，)しているが，こと脱却の

!脂肪に附しては，とちらの{I前川でもl付lぬ脂肪 Itt.の減少2がのんが大きし、。

したがって，人H，'t'/日リ， JJ巴 ~I~:J の，fIU~ という他の 3 つの~s't'/について~. ~~
を}JI/えていく。

1/本人がイ初出JJ)j分イ[1に|刻してどのよう伝川刊をもっているかというぷに

ついてはボ[YJな人1，1，も多いが， 11系人(よ初uぷ州，IJ}，行が多く (scrgstrol1l l't 
a1.， 1990) ， そこには IJ'JJぬ H印J)j.ffi引が|民I'j，している IIJ 能'['1 をノJ~[I，変している

研究もある (New('[[-¥!orriset ~I.. 1989) 0 般に内11故JJl1JJ加え IJ行JJむの分

W( . 0J点ともにi，rj発であるとぷれている (souchardct a[、1993)。以|
のことから，日本人においては|人JIÞ込町IJ);の脂質代謝の l必走't'/がより~~!¥.，、の

ではないかという似，JI.も与えうる。火6の'/'で日本人を対象とした/1)1'7[(よ，
本研究の他に食'JトもれJI!!した安点1¥ら (199[)の似;11があるが， ともに皮

下脂肪ill-に比べてi人l臓脂肪'11，の減少ギが他似r':i'tと比べて)1'，';¥'に大きい。こ
の2つは， }/)し、たML.ihliも他研究と W.令っており，それがこのような込い
をもたらした "ríi~'t'1 が l'分にあるが. この点については今後検円、l する必安
カfある。

't'!)J[Jや肥満のれ肢も，体脂肪分布に大主く 1~I/j する ~I"/の一つである 。

骨止に，.'Jmより!ct'/の)jが減lAにおいて体市が減少しにくい (Dcsprcs，
199!) 0 1.f>:脂肪分-{[jも久γ/:のんが外的安1"/の;ぷ併を受けにくく (Puig Cl 

a1.， 1990) ，腹部j支「脂肪守 I)~'ぬ桁)めについては， .'JH'/と比べてイイ':J1filJh:，: 
の;切には多くない (Sjostrolll，1991)。したがって，服部位卜)脂肪のH;)イ"

般にはリJ久とも他の内IWt:の!支卜 11行JJljより減少しベJすいという車，'i)lとか{!Jら

れるが，久判ーではリH'Iほどば(1.なj成少をノj之さなかったという純作もある (

Dcspn、札 199[) 0 J< 6に小した食')，による減11:ーの幼!-KをみるとY/lかあ

るとはJえない。しかし，t正竹においてイj門主，t;!A助によりiJux:，:.:をわ った
Despn、setal.(19引 a)だけは， [人j峨脂肪111より政;':'/1)支卜 JJ行JI五11;の減少守、
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(f) )jが大きい。 Rcbllffc-Scrivcct a1. (1989， 199Gb)によると， .YH'i:の場
介はj肥満のれ!立に関わらず， ，付脱脂肪の多くを，'îめる門脈系の脂肪キIl~'&の
)J が， )/ コ可中巾判lドP門1“勺川fリj

であつたが， ムー '/'1 の J必介は )/;!I巴 i， ~:j1'í'の場介に|拠り，逆の{可i ， í 'Jがみられたと
いう。減 JA に )IJ いたイ{般Jr~!fIU)がプJ テコラミンのJIIい l'波伎を脂肪分W! を促
進するだけ別})，/させているとすれば， イ仇l般似ぷ述山胡5到由カが刺糾州ミ可v引/}μ峨j人、
卜刊'Jい行初l肋防 11'.バ;のjんJを7減成少少、させることは，)Lの点からすると卜分に与えられる。

ただし， Dω附 spt alの対象は，I<cbll ffe-S 

が}j桁l前行l'iJJJ肋UめJρう分tl'似抗，がやべやji治J丹i発であるとしているj肥l肥巴山山t“d渦l出的日均Lt:ムムk火(ぐ汁Y訓-勺イγ判，↑刊t'門11今である。 その/λからする
と，寸前があると忠われる。本州先においては，体|人Ji本 ;'~Il脂肪 11! と J支卜!J行
'J}J :，~:の減少について，ほとんど't'l 万はみられなかった。本側先の;JJ 久の被
検行を比較すると，火/1/ のみがそれ(王とご!肥 fl~:j しておらず，そのため体|人l深
川}j削I}Jの絶対 qr.もクH'Iのんが多い。その/.(を与応すると，kYIーはリH'Iほど
休日行JJ}J分イ11が減11'.を合む外的決|人iに/，イ!されにくいのではなし、かという与

えんとは，いくぶん民なった品lf米が本のIJtでlよれJられたと， ，える。

本liJlj'eのように，イ{!VJぷ.i:f助により体1人Ji采，.';II)J削I}j:，:が大きく減少すると

いう品IIÎ~~がれJ られたJJ;(I人lについては小lリjであるが.先にも述べたカテコラ
ミンの刺激による)j行)j};分W(の;';/11，1:;.:がからんでいることは， /分与えられ

る。本側先でほ川した!f助必U幻よ， ~D!)~の ~rt! いi'I似，/，こぎのんで以大門主主
将{取 i l l のダ)6090であったが，例えば1，止入門まぶm取 qt の 2/3 の 1~1}~ でイ J っ
た，'，似，/(こさでは，カテコラミンの，1レセフターの働きにより脂肪分!げが

jじj正していたという (ArncrcL a1.， 1 !:J90) c したがって， ，'，，/，ム，/(こぎの I~~
に，カテコラミンのJII['I'i;:~)文カTあるf'r'J.(t l!t{していることカf子:tl.lされる。

しかし，ウ 1 ーキングの);はそれより ~;~J い必fU文でわっておりム1符 11.\ と l ヒ
ベてJII['I'カテコラミン波J立にほとんど劣化が令かった"JiiG'/'1もある。ただ

し，jA助が!f，[<J)後あるいは'ム.:，'(fill.¥の1J:1)j);分1Iげの;";II1，，;UこJ1541平を 'jえている
ことも与えられ (WahrcnbcrgcL al句 1991)， JJl'i)j占分Wfに|勾りしていると

与えられるステロイドホルモンヤインスリン呼の!f動lI!jの分泌て?も)51むし

た 1'. で，そのメカニズムについて今後のfý{，けが必~:である。

本iiJ!:7'eでは， ，'/，/・ム，/，こぎやトレッドミル 1.でのウ元一キング11.¥:に椴ぷ以

J/足以を測定し，それと被検{i，'/ 4 7'J'，;己u した!frTIリ~.f~Uから ， 総?ì'íl'(J- ネル

ギーを，，1~Î してみた。その数11"('よ，般会JH収 Jll 訓|以JI.\と'五 I;~~の i正5リI}II.\ の必i
j立のずれ中休}Jの笈化，iliiT!リJ後の代謝のAj住をd雪崩していないこと;注10)
.ic};Aの*，'JI.(tという，J，'，(でJ，'IJWが多く，それほどri:倣なものとは)5・えにくいか
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ある私'J支のII:Zじになるとは，Uわれる。その指定総計H'jエネルギーと体脂肪
: I~:の減少:l~:とは，かなりのすすしが、みられる。例えば， _9)'tl1の彼検-(;HTは，

N~定総iMI'エネルギーは26 ，179kcalであり，体脂肪!正に換$'1ーするとがJ3kg
から1kgÆé ir:~iの減少が予処!されるが，った際には体脂肪 lj; が6 . 3kg減少してい
た。その逆の例もみられる。また，久't'1の);が総ii'ii'?エネルギーはかなり
少ないはずであるが，体JJ:1JJ)jの減少JliはVJ久でI"Jじであった。このぷは，

変えないように折ぶしていた-tH取エネルギーについて次長I制作のがi*，
リJYI:はわずかにWI}JII，b:'t'1 は減少していたことと|対Aがあるかもしれない。
しかし， PJLととも統，iI的にはイlぷな劣化ではなく，またこうしたわずか3
11 J: IJ の栄公 l制作で般借10:政川j はできない。 このようなエネルギ- r;l~~: Iの

小 放は，これまで、れわれてきた数多くのil，x:，:実験でもみられたことであ
る (Ocsprcs.1991) 0 l3o¥lchard et aL (1990)がわった， j.!UIJ'Jの過食ス

!段においても，食ι)1をffむ'U，riをほ(ま完全に'i"i'JII!.していたにもI'I，Jわらず，
人Jきな例人ノ".がみられた。 しかし，そのiJ;(j刈については未だ|分令"Jil日lが

みつけられていない。

if助によってイ本|人j深川脂肪111の減少が大きいことに加えて， li;:i，I-+: I'VJに有11

介のよし叶lfi米と， ，.えるのは，体11行 Ij}j:，:の減少が人きい{íほと川、 1)~ì1!;"illl1行JJ)j
111の減少が人Jきかったことである。 したがって，減Jllにおいては，体11行IW

lllを付%に減少させれば，休l人l深川IJ削I}j:，:もそれに什'って減少しているこ

とになる 。 また，休|人~i米 ;"í1111行 JJ)j:，:の初!日jイ11'1が大きい芥ほど減少111も大きい
という!ぜilI'Jがみられたが，統，iI的にイJ.'0，ながl米がれjられたのは久刊のみで

リJ刊においては+111対係数が()50と小さくはないものの，あるれJ:1tの↑1';1人ノf
がみられた。

に 士士号ι
J . il'llnltU 

成人リJ!J:において， 12迎J:IJにわたるイl般本的if動の継続により皮下JJ行

l防111 体l人j深川脂肪J止とも減少し，引に体|人Ji1! r"illJJii JJ)jの減少lllの)Jが大き

かった。1成:，:.:Iiijのイ本I}、'Ji1!;"，1IiJ行JJ}j:，:はI:!i.卜月刊j}j:，:より少なかったにもl見jわら

ず，イ1'1人Ji1! r"illJJii Jj)jの減少Jilは， VJ v.ともJ必刊行JJ)jの以少lllの約2↑;";'~Jりであっ
た。この安化不の泣いは，これまで食')1による減111で版行されたものより

大きかった。また，体脂肪 Ip.が大きく減少した{iほと，体|人j深川脂肪の減

少lILも人;きかった。

以卜より，イj 椴ぷ|下0if !fOJがイ'+:JJiíIJJj分イ11 に;;~~伴を 1j えている 111 能't'l が/1'峻
された。
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成人男性における体疋にあらわれない

肥満と体脂肪分布の関連
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1 . 目的

み"論文では， ~"~ 2 市から司f~4 1';'(までJ'Qなった刈象と)i'r1;論で，身'(1，:げ;[W
と体JJ:1JJJj分イliとの閃係を検，I'Jした。約2j';'i:で、は，休|勾派内11脂肪11しは1+JJ:1Jめ

11tとともに変動し，身体的動111の多いおで、は休|人]深部脂肪11'.が)1"，;;¥'に少な

いという紡%が1~J られた。それに対し第 3 ，下は， ili動防'， i ;により身体y，r，[i)}
'1(の少ないj脳't'!J休糾(.7，において，体脂肪lil:を考駁 しでもJJ反映liijJJ行JJJjJ')が少

ないという結決であり，有I~ 4 l'戸では，イd唆ぷili.iJiゅにより i成:，:.:Iiijの絶対日
の少ない休i人j深部脂肪 JA が選択(ý~に減少するというがi来がれ}られている 。

ili動はまた，身体制l成に|刻して，体脂肪'1'，ーを減少させるだけで々く， F公
JJ行j抗日を出jIJ.fあるいはl';oi)(させる働きがあることもま11られている

(Ocsprcs， 1991) 。逆に)主主!)J~J1'~nのイtii:は，体脂肪 111 の r'i))JIIと|削l行l的
111の減少をJ{(く。そのj必fT.休日行JlJj:，:と!間前JlJj:，:の手11であるイ本市はそれほ

ど大きくないのに，イ判的IJh中だけが人;きいという状態になることも与えら

hる。

以 1'.のように， .ili~1J~J'~'ln は，イ本脂肪分，(jj に J;;'~~!'~~ を 'j えている "J 能 t'lーがあ
る )J で，イイ''!!ーからみた l犯iI~j とイ本JJ行 IJJj'がとのヂ 放にも市 Ijしているとll

われる。そこで， Jぷ人リJy:において， Body :Vlass lndcx (BMI) と;j，，，'f本町

村 :1~:iLから 1 ~ J' られたイ本 1)削かがの似i とを比較することによって 1 ， I ，j.7，の小 放

を B川1'" し ， 体内 j奈川仰! ・ 皮下 )~I という休JJ:1 JJJJ分イ11 との I ')，Jiliについて検，I'Jし
守.

~。

2.方法

本イ引先は!肥満の判定訟を1:11題とするものである。そこで対象は， JJ l'.\ ir~j で
あるか，またはその境界に近いと与えられる.r，とするために， ;j('ll体市中r
l止法から求めた体脂肪〉字が15%以 1'，のh記入VJ'VI:30:('，とした。ぐての被検

(i'には，イUfJ'eの11的 ・)Jil、.f，ι1~'t'1ーなとミについて ' J ilìíj に必IYJ し， l ， iJ.，;j;を 1~J­

た。また，{;;j:; 2 I'tiとl'iJ.t;[iに， 賀川是正 ， V，~1ì' で， .i!!l '1111以卜ーかつ '1"130分以
卜，i.LJUJ的にJA[Wしているとした行1/1:('1をActivciff，それ以外のおーを16
手"をScdcJlI..1ryiffとした。本4iJI先のAcl.ivclffとScdcn1..1 ry Iff U:，ゲ;2市のそれ

らとほぼ放する。ただし， ~:; 2巾のん:tivciifのうち ':('1だけ体脂肪ユ千:

が15%ぶI1日lで、あったため，本研究では刈象から外した。逆に，第2t;'i:の
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Vcryactivdifに属していた -:?'Iの，大学のラグビ一部人部直後のデータは，

イ1:JJ行jVi本が15%を越えていたため，ノド研究ではActivel}(，に合めた。

身体，ìli!!リは，イうよ l論丈の他の研究と I ，，'J織である 。 休脂肪分布のJiTf;:~として，
体脂肪 1

1

1~~ rj Iに，Iiめる皮ド脂肪litの'，I;U{i-(%)を表すPFSSを)11いた。PFSS
は，イII(が大きいと皮下脂肪iiiの'，1':IJ介が大きいことを， ).近に小さいと休|勾i架

川，jlfj)Vi:，l:の'11;:U{'tが人きいことをがす。BMIは，休中!:(kg) 身K(01)'でぶめた。

以大般ぷ烈i以 :I~~L士， ~:; 4中:と1"汁Jの}ji};で， J'J ，!~五 I!(エルゴメーターを )11 い
て測定した。ただし， 3 ~ノ1の被検行については，被検行の占11イ?により i波大
般ktJUI'J(:，lのi!!リシじを行うことができなかった。

I3MIと休JJ日JJ}j'千tの小 欽のf'J'):(t，よ， B~ II を従凶変数，体脂肪中をJ虫、i:'f2
数とする iji川j'li分析 (it.iノl、2来iJJでの伐ノ1でぶし，それとPFSSとの|刈

係をみた。また， 2 金王女の !\[1係を峨".J する J必(~ ~よ， ヒアソンの初中+111見l係
数を[ilt?した。 irfl:¥jの、|づりを比牧するJ必介(よ 2つのtl:本の分散が1しいと
いう似，Jiが%)，11されるかどうかF検定をわ ってから，それそ、れのJj)j介にL仁、

じて， ~~("な 2 I作の、I'j匂1111について 1倹山をわった(且tj，た 11.)95)。以!

の分析は， Macintoshで、統，fIf~什Jiソフト SLaL ¥ie¥V 1.0を)I1l、てfrった。

3. 結果

1<5-1に，被検.(iのイII紛および身体的別微をノjよすo 13M]，体脂肪キ'と
もに， kJ1符「均な f刻、I1 より少し大きい、ド J~)111't:をとっており，体IJ行lJ)j守が20

~ 25% の， いわゆる i<WWU犯il:1:j.(i'J (1lucllCm3nn ('1 al、19(6)が若手ぃ。
しかし，体加JJか十、が20%-t::il:1:jの)J巴洲でないJiゃ， {tJJi1JJ}j'十〆が30%以 1.の
|刊立 IJ巴 il~:j .(íJもfTまれている。身体川助1，:.:のJ日:11となる除)J行JJ)j:んや以太
陽i，{-;県i以li:についても，比較的大きな:よらつきがみられる。
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ぷ5- J. 被検-fí'の年前および身体的特徴の干呉1 :1二標準偏}_'-~~.

~数

イl'齢(，:';.)

s M 1 (kg/Ill') 

体脂肪，本(%)

|徐脂肪:，::(kg) 

イ本IJfilJ);:，:: (kg) 

h主卜脂肪'1ト (k日)

イイ'1勾j宋i'il¥lJfiJJ)j:，: (kg) 

P F' S s (%) 
ウーLスト/ヒッフ比

以大同変Jr;:Hf~\( :，:(I/Illin) 

、ILJ匂:H;:'iiil¥{j，bノ:;e(1.JJi小イ↓/f-J泣予ヨ町

31.5土10.8(19.5-572) 

25.9:1: !J.l (17.2-37.6) 

22.3:1: 1.8 (15.2-316) 

56.8:1: 7.7 (iJ07-707) 

16.8:1: 6.2 ( 8.3-3(7) 

9.3:1: 3.iJ ( 3.1ー 16.7)

7.5:1: 3.1 ( 2.5-200) 

55.5:1: <).5 (37.7 -787) 

0.88土 0.06(0.73ー 1.02)

2.66:1: 0.18 (1.6<)-3 (3) 

ク(Illl/h日/l11in) 37.1:1: 9.LJ (21.2-6iJJ1) 

※以入門主ぶHlll正:，:(よ， 3:r，分が欠JlU[I'(o

次に Iな生数I/IJの制限J'IJタIJをf<5 2~..: ノjくす。 ß~ II は，体脂肪 :1:.:，除

IJ問的 lA の 1 ， 1リ )J と比較的 ~il! t.、"の相 I'JJがあるが.イ本J)日 IJかがとも r =0.71と
いう，，:の羽11'1;)，をとっている。イ本l付j宗主I¥JJfiJJ}j:，:とI-}_ドJ)日)j}j:，:.ーとの111)にも"の

相|見lがみられるが， prssと他の~数との村 11対は， #lJfiJJ)パ、 (1:x15-1) 
をfTめ，いずれも必かった。除JJfiJj}j:，:と以入門主ぷJ'lD収Ijr~ との利 l共l も ω く，

~大限ぷ烈11)(:，:をイ本市あたりにした場介の除脂肪 rp.との相 l'l)係数 lよ，似iの
絶刈官Nは人;きくないが，iれ1でイ仇".ぷlC:
に，イド断と "計変数との+111刈はいずれも強くとよい。体脂肪3がやPFSSとの羽|

l刻は，ともにイj必;で、はなかった。
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ぷ5-2， tな変数1/11のf[11刻行列.

9~f"1 ドドM I'M SドM 1ドM I'FSS WIIR Vo21llax Vo2max!w! BMI 

%fal 0.40' 0.9:1・ 0.82'087・ 0.16 0.57・ 0.26 0.69・ 0.71・

ドFM 0.67・ 0.72・ 0.49・ 0.2丹 0.5'" 0.30 (H2 0.R4・

FM 0.91' O.D 1 ' 0.06 0.66・ 006 0.66 0.90・

5ド恥I 0.6，，' O':H O.G5 0.08 0.6品 O.D:!・

IFM -0.45 0.5 '" 0.02 O.f)l 071' 

l'ドss 。16 0.00 日11 0.21 

V0211le山 。自6' 日01

、0201a¥:/、、t O.h;)' 

%fat;付'1111)日Jヰ:(%ノ， FFM;除ImJl)j:，¥(kg) ， FM;付'，ml山:，:.¥kg) ， Sド~I ; i:lL卜JJi1IVl
:，: (kg) ， IFM; ff-I人l深川JJi11め:，:(kg) ， PFSS; J主卜JJ日JJJj:，:/体Imlめ:，:x 100， ¥VHR; 
ツエスト/ヒツソ比‘ Vo~max ; 11~ 人Mi，J"ミ且or~:，:' (l/min) ， ¥'o2max/wl;体市あたりの

*大般ぷJ![以:.;(ml/kg/min: . 8¥11; Body Vlass Index (kg/m勺

. P<O，05 

※以大阪ぷH[JIX'.:，:との相i関係数のみ， 3 ~〆:分の欠Jli1， liがあったため， n= 

27 (他はn=30) ， 

;<5 3，イ|齢と lーな'i.t数1/11の相関係数.

f~lfiit ドド~I H1 日FM 11、、1 1'1ヘ、 い111-1' ¥"02111i1X VO:l.UI，¥X ¥¥'1 B¥ll 
41齢 0.23 0，1:1' 0 'l2・(142' 0 17 O.2R 0.09 0.00 04:1・ 0.111・

• P<0，05， 

※|的7・は;<5-2にいlじ

※lU人般J4持l取lliとの相関係数のみ， 3 ~〆1分の欠Jiiいがあったため ， n= 

27 (1也はn-30) ， 
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(%) 

75 • f= -0.16 (P=0.40) 

70 

65 1 • 
同 60
v'l 

民55

• • • • 
• .・ .・.-.・ • • • • 

50 

• • 
45 • • • 
40 • 

• • 
3S 
15 20 2S 30 3S 

%fat (%) 

1'X15 J. Pドss と体脂肪'十との|川，~.

1'X15 -2に，本付|先の被検行における体脂肪本と BMIとの関係をぶした。

，.=0.71という比較的必iい中IIWJがみられたが， 1"1 j.，，1 [1"一線から多少断れたと

ころにブ U ツ卜される例もイfイlする。1~I られた川'l'lå式は，

BMI = 11.52 + O.()1 X イ本航IJJjヰ(+;y.ltノf

であるが，'_k測が1のIIIJ1'1I;[l'(iÍ~íiからのずれのλ きさは伐ノf でぶJJL~hる 。 1 -ー

の式を当主JI~すると，

残i'::= BNlIのXiJ!IJ1i，'( B¥IIの.tffJ.E仙

と(tり， 1"111，Jr'"似の卜'.j IllJ にツロットされる j必介に 1~I られるiIの伐if は，体

JJfiJJ}j与がの'，';UfこBMIが大きい「筋肉質タイフJであることを，逆に， 1"1 jl'} [1" 
*J~の卜 jl自にプ u ッ卜される JJ)j~ に 1 ~;.られる fiの伐if: は ， イイ\JJ行JJ)J 中の'，'山4

¥31¥11が小さい 11むれJJ巴i拘タイプlであることを点す。
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(kg/m2) 
40 

35 

30 

E 
凶

25 

20 

15 
15 

• 

BMI = 11.52 + 0.64会 %fat
r=0.74 ( P<O.OOOl ) 

• 
-• 
20 25 

%fat 

|χ15 2. B '¥1 1と体脂肪3がとのIllJff.

• 

30 

• 

35 
(%) 

こうして刊られた伐jf二と iな変数11¥1の相関係数をぷ 5-4にノ}，す。伐if
とPI7SSとの1:¥1には， 5%;]，却でイ[必;な 11の相l均 (r=O51)がみられ，伐

ノI:'~が大きいほどP F'SS も大きいという ítiili'J ;6"みられた。 174，ぷ 5-2とぷ

5-3でIJ'したように，体JI行JI五本やイ|ー出合lよprssとイj必な十III'!Jがみられな
かったが，体脂)Jか十fとイド齢の;必仰を与Iむした伐ノ1;::とPFSSとの11¥1の似相|見l

係数をIn.'tj-ーしてみたところ， ij'l相1'.iJのj必f?とほとんどI，j汁Jで， 0.51という
似がれJられた。また伐ifは，イ本}j行lめillとはイ{}'j~ な +111対がみられなかっ た(

r=(31) ')Jで， 1引IJi1JJJj:，:と強いrIーの相I!kl(FO.81)があった。ただし，

以大椴ぷ烈Jlil.:，:の絶対ill-との11¥1には11:の相関係数が作られたもののイJ}，二，で

はなく (P-0.09)，休 前あたりの似!とはほとんど相1)¥1がみられなかった。

これらのうち，伐ifとPFSSとの関係を1;<15-3にI)、した。伽|人，.... :;6ず大き
いが，伐jfが大きいほどprssも大きいという傾向はみられる。
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ぷ5- 4. 妓);~と ìê な変数IiIJの相関係数.

%ral FドM ドM SドM rドM P F'S~巳 WIIR Vo2m<lx V02IllflX/WI BM I 

H'lLi¥' '0.00 0.81・ 0.31 (1.47' 0.09 日，~・ 0 .4 2 ' 0.3~ 0.19 () G7・

• P<0.05 

※IlIX'j<tよぷ5-2に1，;1じ.

※以人;般ぷ県取IJ(との1111見j係数のみ， 3 r，分の欠Jii仙があったため， 11 
27 (他は11=30)

J'F55 = 55.4り+1.85合 Residual • 
r=0.54 ( 1'=0.0017 ) • 

70 

65 • • ロ60 ・..・• --------• !5: 55 • • • 
50 • • • 45 • • 

• 
40 .・ • 
35 
-6 -4 2 。 Z 4 6 

Residual (kg/m2) 

|立15 3. BMI をW，.!1，安数，体附IJんがを~~い〉変数とする 1"11\ ，;分析で作ら

れた伐l~ と， P F S S (体JJ日1W:，:に，'，めるj支ド脂肪111の'，I;IJ介)との|刻係.

伐J:をfTめた iーな会数について， 11 市の )'fr'リjJ~J，~t'11'tで分けた2つのJrr別に
、Ii.Jむ::!::.j;:':司i官ldjfを小した(火5 5)。イ+:)1行JJか十tベJ1+JJRI山111にはm川に大
ð なノç'~ カfあったが， 1¥判所JJ占:I :_~ ~.: ，よイJ}，口、;ç~カfみられなかった。イ本JJRIJJiうHli に

87 



ついてみると，体内深部脂肪 q(のみにイf立);~がみられ，皮下脂肪 11t ，

PFSS，ウL スト/ヒップ比については有立なぷは何られなかった。 Ai大

鮫ぷ1)D&:，:は，特』こ体if(あたりでみたときに大きな元がみられたが，残だ

については，イJ}，コ、な);~，よ何られなかった (p=o 13)。

ぷ 5 5. 伐正をfTむì:な変数の{作別における、/;均士総司i 仏I~l:: .

~数

体)/日)/)j'が(%)

除)/行)/}j:，:(kg) 

体脂肪:1:，: (kg) 

}-}:十)/印J);:，: (k日)

イ本l人Ji~ 品川行 I/JJ :，: (k日)

P F S S (%) 

ウエスト/ヒッツ比

lU:大!峻ぷ持l~ìI.:，:: (I/min) 

以人同友ぷ担l収:，::(ml/k1-( min) 
B:v1J (k日1111')

9V:: (k日/m')

ActivcJn九 ScdcntaryHf

19.2 ::¥:3.2‘ 2 1.7::¥: 1.7 

57.1::¥:8.6 56.1土7.0

1 1.3::¥: 1.2・ 19.1土6.9

8.1 ::¥:2.9 10.1 ::¥:3.6 

6.2 ::¥:2.0・ 8.7::¥:3.9

5b.2::¥: 1 0.3 51.8土9.1

().8()::¥:().Ob O.9()土O.()()

2.91 ::¥:().'i3・ 2.12土0.，11

13.1::t: 10.1・ 31.6土5.0

25.0::¥:3.7 26.7土 1.1

083::¥:2.91 0.72::¥:2.19 

• P<O.05 (独¥1な tf会山によ.Q2.grの‘/'.1りがiの比較) . 

-1.考察

本イリ「先では，イ{')/行)/}jキ-と13MIとの1/¥1の/"lj'，，;I"，級を求め，その伐ノfをとっ

た。その伐):.::は絶対的なものではなく ，あくまで本州究の対象においてで

あるが， d~MI な身体主I lJぷと， 13MIでぶされるμかげの肥ir:l:]とのずれをがす
ものであり ，伐ノ;ーが大きいことは休)/行)/Jjキ'の'，'，:Jjに13MIの人;きい「筋肉質タ

イフ l を i近に小さければ13 M I の;刊に )/11)/); の多い i/l.Jれ)/巴 il~a タイフ j であ

ることを心、|休する。したがって，本州先の品8* を mjiX~ にまとめると，リJ'V/

において， I体1/日)/右中の'，';1/にI3MIの大きい筋肉質タイフの-(iのみが， 1.支卜

)/日)/占litの-.';1/{i-が大きい。~ド"えば， 13MIの刈に休)/日)/)jとがの大さい1'iの)J

が，体|人.11来;";11)/行1J)j:，:の'，lirJ{7が大きいlと"える。

88 



残X:Iこ )~3~!g-! を fj える止さ |刈としては，江iイぷや食事など様々なものが与えら
れるが，おそらく.i:'Ji動門的がかなり大きく得/]していると忠われる。 iliI(b

は，その利先'[によって効%~こ)ßいがみられるものの，概して，体脂肪 111: を
減少させる以IfIi， /制l日l防JItを来日付こあるいは明大させる働きがあるとされて

いる (Dcsprcs，1994) 。本研究で，成;~~は除脂肪Jlトと ~rtl い羽J/対がみられ
たことからも，残jfにiliIiリu)J'iJ'11'tが;もりしているという与えがえr¥，d-れるは
ずである。

ilirrOJII.'!'rL'lは， イ休本)月桁I市行削H肋h う分_)-，f'! i に ;μ:μ3守科.~:~を/]-えているi叶'1能，↑VJ:をJ指旨別-11μ摘d出I首1されているf行j 
f助力d炎E2数主の つでもある。しカか、し， 例えlばばよよ、イイ仇l円般立，{ぷ!転4引「印的ド内Jなi己辺jヨ
てみると， I人JJl蔵J1行JWJ.tJilfli砧の減少ネの)jがk_きかったとするもの

(Scl1wartz cl al.， 19'11)とJ111i¥/IJx卜J1行JV，:，:のんが人きかったとするもの
(Dcsprcs ct al守 1991a)とがあり， *，'i!+!:は 'iXしていない。本E論文のお1
1} ";'1:で、しよ， 12辺/i1JにJヨよぷイl門んたi'J(Jif助の制怖い」より，体l人Ji京消防日I}j:，: 

はJ立|、脂肪ill-より絶対 111が少!J:いにもかかわらず，イ本l付深川IJ:1JJ}j:，:の減少

lAが}xトJJ行lめ:I :.~の減少!J l の約 2 j;"r'であったという判決だった。

4:仰|ブむのが;%iJ汁lJられた7TJitを与えると.ili励行mが，伐ノl九とイ川行l的分
イliのl山，1') j ~..:. ;j:3 ~!.~Æ を Ij えている"1'能性がある ( /::</5 -4)。辿動小){は除脂

肪ill.の減少を如き，そのがi*，伐ノ'::iJ寸lとなる。すなわち.休日行Jlか十・が人

きい;lfリに13Mlは大きくない状態となる。)，で， ilil}Jがイ本|人Ji~~ ，."i/IJJ日 JJ)j を選
択的に減少させるのであれば， ).正にili動小)_(が，体|人j深部脂肪:止の相刈的

なWI}JII (PFSSの減少)をJff くことが予知される。そのために，先に /J~ し
たようなが;%が利られたのではないかと与えられる。

ili1'州、ょι

/~JmJJ)j: ，:ω ポ::::一、冶JJ行l防の制{
(イ本市ーペ イ{>:JJ:1JWヰ1↑) I 

川が仰州川の似川州叫'，1川i刊』にAが村
(ωダ伐.¥2.;ぷGが1れ1の4状丈f態l~却E引) 

1::</5 tJ. 4:研究のような仏米が刊られた1rjj(t二ついての似，Ji
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しかし，本研究の被検-fi'を.iJi動習慣で分けた21詳の比般からみると，必

ずしも l一一にぶした{li，Jiが災イJけられたとは三えなかった。例えば. 1立15
4のkfl{lJの流れにおいて，身体前動のjもなる 21洋I/IJで，体脂肪;itや体1Jt1

IWヰ、には大きなJ14がみられたが，附lJt1JJ)j:~，:や残;f~には{ï立;~~が干~J:られなかっ
た。イifllリについても，体|人j深川脂肪JEはイfJ2;jf戸がみられたのに刈し，皮ー「

IJ行JJ}j:，:ーではなかったという点で1よ仮説に近い*/[%であるが，本側先でJifい

た PFSSについてはイi.Ô~ぷが何られていない。厳昨には， iill動 \!'I'tl'[ とパーっ
ても，そのl人mには.iÆ助の.f'Hn-'\~~，創立， /1，¥'1/11， ~íjJ;([，縦続イ1・数といった変ー
ムーがあり ， 今 1"1 の 2./ir が必ずしも反映していない 1M もある。例えは、，~助
の柿%!ベJ~_d!l立に W1Æ し て ，伐;r;::は l徐IJ削I}j :，:とは ~rtl いJ/:の相 1 ')，1 がみられたも
のの 4北大阪ぷ摂取q(とはほとんと羽11刻がなかった。このことから， 1徐Jl日
!め J11 を J';仙11 させるような ρ'j~_d l伎の辺助はイ本|人j 深，'';IIIJ行IW:，，: を減少させるが
ItY:大阪Ji侠取 If(のi何人につながるような'i' .f'I'.J;(tの.ìJi動 ~ih)_立では，体|人l深部
脂肪11(の減少はもたら主ないのでは令いか，という "T能'1'1も与えられる。

しかしそうした与えんは，イに l治文;の 11~3 ";'1: および、約 4 巾の紅i~ とは制 11えす
る。今後，本{日l ':í ëのような紡~がれJ られたメカ ニスムについて ， Yiなる検
，i，jiJ{必裂である。

本研究では， )支「桁IJh:"が休脂肪111に，'iめる'，liIJ{rをノJ、すPFSSを，イイ¥IJ行

IWj}..{IJのJ行tRとしてJ/Jいた。佑 21";'(においては，イ小;IJ行JW:，:が'.)1:'市にうかない
場介は，引にイ本|人jl宋，"illlJ削I}j:，<が抗!去に少ないというがi%がれJられている。

その場介，体IJ日l貯がが小さいときPFSSは大きくなり， I，"i-fi'の1/11にflの利l

|刻があることになり ， 姥if と PFSSとの関係にも Jjff干している "fíj~'1' 1 が懸
念された。 しかし，11的の沿いから， 司第~2ト巾の文あ付.ナ「象からラグピ一 l川'\11刊ill"γ.. 乍、
陥除:いたに近いイ本t斗{併d川fヲ究EのI丸対、ナI象においては，体JJrrIJか十(とPFSSにはほとんど村l
l対がみられなかったため，そのような1!l1;Jilは令かった。

尚， ウエスト/ヒッフ比は，'I1'ド、'11染i";IIIJt1IJJj:，:， )支ー刊行IJ)j:，:ーともに1，，]1"，');([

の強さの羽 11刻がみられ，その*，'i~PFSSとはほとんど相 11，日がなかった 。 必
れら (1986) は， r引に11本人において，ウエスト/ヒップ比は内臓脂
肪のみも1を必ずしも強く J.il映していない」と械竹 しており，それと近いがI
米である。ただ しそれにもかかわらず，ウエスト/ヒッフ比は.PFSSの

場合よりはわずかに小さい仙ではあったが，伐ノI:~ とイf}')、な相|見!係数がf;'ら
れた。

本研究のがi~1よ. JJ~il:':iの 1'IJjυょについても Ilij足Hた起となるものである 。
体問JJかがからみると肥川lであるにもWlわらず， BMIのように身長 休中;の
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みから判定すると肥満に人らないような-(i-については， JJ山市iを凡逃すだけ

でなく，イ本脂肪分布にも問題があるI1J能性が大きいと汗える。 JJ/.イ1:，11-1>.: 

肥満'γ会はBMIによる肥満判定を ~rt! く-ift焚している。 BMIの附似さを与え
ると羽状ではイl)jのないことかもしれないが句このような!日j泌を包合して

いるということに作立を呼びかけるとともに，こうしたIlu;mのない，新し
く附似な肥満判定法のHiJ発が守Jまれる。

5.結論

イ本JJl1JJ)j守fが15%を越えるj成人リm:において， B~II と体脂肪中のィ、 放の
れJ支を， I ， ltj /'í-のlIiJの川川によって '1 ずる伐jfーによって，，-1'イ1111 し，体|人jl宋 ì~ilV
皮卜という体脂肪分布との|刻述を検，，-Jした。その車内処，体脂肪〉がの，liUに

B~ II カカl、さい行ほど，イf.:)J\'r JJ)j:，:に，1，-めるイ本1)、J;~: i"iIIJJ¥'rJJ)j :，: の1'1:リイ?が大さいと
いう何ili'Jがみられた。

-)
 

《



第 6r戸:

総折
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1 .本論文で得られた主な結果

み"論文の各市でf!?られた!な針決は以下の;wりである。

[第 2，戸]

身体折助 '11，から分けられた3つのArfHUで，体内i氷点HIJJFijJ)j:，:は、 I;J~J似1 にイ(，口
なだがみられた。引に. ~止も身1+:i可動'1{が多いm を術j成する)('}:のラグビ
-i;lliiは.体内深部JJ行l防'It，の絶対111が)1"，;;¥に少なかった。それと比較して.

伎十IJ行IJ}j:止についてはArfHIJのバカ九、くぶん小さく，イf，u:ノ，'.がみられたのは，

以も身体;:l~- .[ÙJ:1:.が多いItfとltiも少ないItt(iA1VJY'!引がないiti)のHUのみで
あった。しかし Jt:分散分析のが:米，体|人j深部JJFiJj)j:，:は体脂肪れによ って

かなり ):J!.jじされており. litの幼児:は-)1'':;¥"に小さかった。したがって，身付、

iIl"!]ゆが引に休|人ji架;";jIJJFiIJJj:，:を選択的に減少させるというよりは，身イt:i，ril'リJ
III-が体脂肪 Jll の変動を介して，体脂肪 111 との相|民jの ~dlIt、体内淀川JJ行IJJj:，:も
);jじじしていると与えられた。

[第 3，;'，1 
lJìJrnlt*JoV行の|な I~';~:'，i;'はiA動防'.i，で、あり， 十j肢が1'1111に使えないため11'':;¥'

の移動をはじめとする身体ili1VJが大きく制m{されている。そこで.J&人リj
't'l，のj脳性似w行と 般企JY':;¥'-!'iの身体制j必および休JJ行JJ)j分.1liを比較した。そ
の品';%， Jj削'Uttj'i!.r，の)Jが. 1人j腕脂肪 lil の折41:である IJ\LJJ~liIj JJFiJJ)jJ'/が大き
く，体脂肪l止を与応しでもl'iJじ乱11Jいであった。よって，脳d門河川¥l行にみら

れるような身体的動l止の少ない'U円以式が. 1人l脱脂肪 Ijl，を選択(1')に1¥仙Hさ
せるのではないかとjLlわれた。

[第4';"'] 

成人.'J.lkに対して. 12.i!'1IIUにわたりウォーキングとi'I似'1'こぎをわわせ，
体脂肪分イ11の公化をみた。その対米， YJLととも. 1徐脂肪li:はほとんど安化

しない んで，皮ト脂肪 ill. と体|人l 深川脂肪'11•ーはともに減少したが，絶対 111

の少ない体内深浦脂肪'1(の)jが， !iL卜脂肪 q(のがJ21九一の減少をIJ'した。引
に，体脂肪の減少はが大きいおほど，体|人j深i¥11脂肪 qtの減少がは!，{，であっ

た。このことから，イj問主ぷ「りな述lVJの紗紋が，内腕11行jJ}jを選択(I(]に減少さ
せるのではないかと与えられた。
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[主5'-;'1J 
WJJi1JJかがが15%を越える成人リH'Iについて， BMIと体脂肪5存との不 放の
れ)立と体脂肪分布とのl刈係を検，Hした。そのがi%，体脂肪ネは大きい'，Iiリに
BMlが小さい1'i.ほとと体内旅，'"¥jIJ[リ肥71:1:1であった。このような紡%ーが作られた

illf )j( として，本イり| 先では l 分なぷイJ けが1~j: られなかったが，述動小必が休
Jl日l防llfを明大，除脂肪111を減少するため，体JlFiI防本は大きいのにBMIが大
きくならないこと，および，他の』戸で{i{r!，i!.!.されたように，Afl'IJ不起が体内

深iIllJl削}j:1:.:をli仙lさせていること，があるのではないかとみえた。これは

B1¥11による肥満'I'IJJ.Lに対しでも作釘・を110らすものである。
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2.体脂肪分布に対する身体活動の役割

ィーl論文の<1'で，第2，戸から第41';'(は，身体活動が体脂肪分布に及ぼす;;;~
~/.~:~を必然したものであ っ た。先行研究の多くが， ウエスト/ヒップ比とい

う体脂肪分，{Iiのとらえ)jがィ、IYJ付な指紋を)11いていたことを与えると，本

。|先で，ウエスト/ヒップ比より立l味のIYJ係な 2純資lの)j(l;を使って，ま

たH<々な対象で検，)1したことには，/}:.ixがあると忠われる。

「身体前助jは係々なとらえ)iができるが，ここで、は脂肪組織における

JjfiJWの介}l比や分解に以も深</')，1わっている?iH'iエネルギーや必J立を<1'心に
川辺としながら，体11行)j)j分，{Iiとの関係を与ときしていく。

3料館{の{iJI先では，いずれも，身休爪肋qr.ーが多い)jが|人l腕11行)j)jのみ引を

j{jJえるのではないか， という乱'，'%であった。 しカか、し，それそ

た身イ休本h祈q動の|ド内人付、サj守半作よ宇千には.nrのifがある。すなわち， 第2，・Jでは，人/;t:の
ラグビ-，:~ì)のトレーニ ングという，全身のイi椴ぷ f巾 ili助から r'， ' :j ~:虫 j交の !!!liI'l!Z
7+;的ili励までを制約『してわ っているjriと， 般の世t'，;;¥.{i-がわっているウ 三

一 キングヤジョギング守レクリ ーLー シ ョ ン ~I，の I"J い球技など，比較的約j主

の ili動を ~J，}t.~ft としている nr とを fTんでいた。 それに対して，有1\3・;'nJ:， )j出
't'I，J.t.t(j午{iを対象としていた。彼らは，引に移動などにおいて， 1-.100ヤ体t作

の筋肉に対して強いれ仰がかかることはあるため， 上、|へ身は 般世t，;;¥.(iと

|吋.f'，!泣かそれ以 1に発注している。しかし，べ''::llが卜j肢にIi.';):'，i;:をJjってい

るため，引にート1liJ:lの委指iiはWf.r.であり， ~HJをはじめとする身体的問Jは全
般的にうかない。そのため，総ii'ij'jエネルギーなどに以l映されるような全身

↑'1ーの比般的強度の弱いれぬは)1"日に少ないと与えられるo ~:; 4-1';"ーでは，以

人:M'ぷ!'JOlil:，::の約 ()O% .f'J'Jえの ~rt!)i によるi'I'1'1; '1'こぎと. 100川/分での述
~ょが，対象{íに，i%された。 1'1 似 ' I ( こぎの強度は， ili動'J:)1J!?的な J2、|床にお

いて多少11M人JEがあると与えられるが，典J¥'J(仰ないわゆるイ1・般ぷaI'引に近

い。こうしてみると，いずれもの円安ぷaI9Jの彩仰は人eきいとみえられるが

約 2 ，';'1:のラグビーのように，刈~rtu立の !!II，門主ぷ的 ili3lゅの比市:も大きいものも
fTまれている。

iliI9Jが|人J!臓脂肪をJjljJJ¥(I'-jに減少させるメカニス、ムとして."Ii{i fよ，

I<cburrc Scrivc cl 31. (1989， 1990b)がJ削出したように， 11)'11以I1fi)j);が，
カテコラミンの刺激に刻してJJ行JWj}!併を1)[進されやすいj"illj，{の脂肪であるl
ことがi'r;j(にあると与えた。 しかし，本州究でとりあげたような身体川副J
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においては，ノド二月にJfll(1'のカテコラミン波伎の I"ftーがみられるといってよ
いのだろうか?

iii:動 ~~1J立と JI11'I' カテコラミン i設はまたは交感神経系のi，r，'~JJ とのI!hl{系をみ
たものには， Robinson ct al. (1966) ， lIaggclldal ct al. (1970) ， ，'v1azzco 

and Marshall (1989) ， Nakamura ct al. (1991)などがあげられるが

hえ一大酸dh-政収q(の50-60%ljij後，あるいは111(般ぷfH十業l剖似[(7L般刊行

業 1~~J 1r/I:，換気A門{午 XI~~J古1'0 のあたりから ， 加速度的に JII[ 'I' カテコラミンの
Itl肢がトJiするようである。とすると.例えば第4{;'eで被検K'のわったiA
fゅはその境界を少し越えたくらいであろうし， :~~ 3 r}:で、/11出VUt*WKと 般
企h'i;\'人に述いがあると与えられる身体ì'[~動 U: ，むしろこの境界よ Ì) ~hJ t-、必
!主であるとJLlわれる。とすると，少なくとも以J-2つの紛|完で川辺として

いる身体{円助で、は， JII['I' カテコラミン;}~~J.えは ， 'kl'{flll.¥と比べてltlJ(I(J Ij_変化
が11:.じていたとは， ;えず， jl;に述べた下行の与えは立:J.¥されなくなってし

まう。

しかし， トレーニングによって町カテコラミンの刺激に刈する/Ji1JJJj分断s

は， トレーニンク"JI'(j長 (Savarclel al.， 1987 ; Cralrlpcs el al.. 1988)およ

び1公的11!j'(Dcspres Cl al.， 1981 ; Ll'ibl'll'l 31.. 1989) に!長公判ーがtiff人寸一る。

また"抗iむ~3.戸べ守J 江第~4 I';'I~モのように i辺j近l五~1!山引riの 4令主い行の f知無p爪t阿椴変ぷl'門プ司l 何 J来~I以凶品剖l古航l町iIはよ'
h以占λ大;~椴変ぷJ似j見l収 q(止t一にI刈J する'，1古訓iV引刊[1，川lリげイ介干がf私i氏Lいと J考7 えられる (Waお匁悶S飢tじ目、リrJ川ll1an司川an

Wh川l' PP，守 1975ω) 。したがって ， もし JII[ 'I'のカテコラミン Ù~~);[の卜'.t{ が )1占
大股7{d![~'<.:，:に刈する'Iffリイ子(例;U止人f唆，+;j1[11'<.:，:の約60%) というより

!!!f:椴ぷ YIイ"'XI~M仙のあたりで、~fì まるというのであれば， それらの liJI 究でJ，' ij
辺とするような身休日動も，あるれはそうした効)/;ーが!!!H.¥できるのではな
いかと以われる。 iは人一般ぷ持[l以111の2/3の必iI立でわったJ'i'1ば'1'こぎの1111，

iとしてカテコラミンの戸受料体を通じて， /1行IJJj分納JがJ的iJ(促進)され
たという械(11もある (Arncrct al.， 1990)。

以トーのようなことから，ノト1111身体川動によって内臓脈JJJjが iとして減少

したと45・えられる7T;止には， 2柿定!のカテコラミン'三'行体の分イIJがjもなる
ことによる脂肪分WiのI州立ifーがあること.そして，iA助がJIIいl'のカサコラ
ミン泌l立ヤ'走行イ本のl必衿;に l~'~初公 Jj えること，が多少なりとも|対りしてい

るのではないか，と，141われる。 1)山prl'Sけ 31.(1991a) iよ， l1.i!'i1111にわた

るij"f.:， ~会 11 的としたトレ一二ングの I jíJ1去に'ム・I'Yflll.¥'のJII['I'J_ヒネツリン品U止

をiJ!lJμしているが，劣化がみられなかったとしている。しかし，その，1，'.1，を
検，.II: i-るには，例え iJ:;r~ 4 ，;'，-¥JDcsprcs ct 31のように刺激に刈する休日間的
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分布の変化を IEMtに評filliするとともに，できれば述動rjJやi互助，iir後のJfll'l'

カテコラミンの動態を測定しなければならない。

ただし，他のホルモンも，カテコラミンのf{YJきと|刻わりながら， イ"Jらか
のI!，I，J')，があるはずで、ある。例えば，カテコラミンの刺激によるIJ行肋分W{を

促進するのではないかと与えられているテストステロン (I~cbu ffc Scrivc 
1988 ; Rcbuffc'Scrivc ct a1.， 1989 ; Xu ct a1.， 1990 ; Rcbuffc.Scrivc ct a1.， 

1991 l'よ，レジスタンストレーニングではJ(ll'l'波肢が 1'，.11'"持久的i:f1VJで

は減少するという (Kracmcr，1988 ; Hackncy， 1989)。また.その他にも，

それらにインスリンやコルチゾル令どを介めて数々のフィートパック機州

がイ(イl'するため， ijl純に与えることはできない。

また， U~ 4 1';ぅ:で、はili1'山iij後のイ'{':)J削l)j分イl'の変化をみているが， CTある

いはMRIを}IJいて， ;lij jl~ カロリー食 (VLCD) などの食 'JiN iJ:による減 J11

11.\ の|人IJv;~J1:1 IJ)J:，:の公化をillった州冗が， lt'近いくつかみられる (13附け10

clal" 1990; Gray clal..1991 ; S，日lIollccl al.. 1991 ; LCCIll'!l ct al.. 1992 ; 

Chowdhuryct al.. 1993; vandcγ l(ooyclal.. 1993a; Zamboniclal.， 1993)。
これらをみると，いずれもJJfl;'¥I;J:!(ドIJ日IJJjIt}r 1 (， i.fuより内臓脂肪断1M打lのんが
減少中が人きい。とすると，引にili助でなくても， 般に(よj成ill-すれば|人j

賊脂肪の)Jが大きく減少すると， ，える。しかし 本I論文の~~ 4 1;'1において

は，イ1>:1人li本;'¥il)JiiJJJj:，:は減:，:，iijの111が}:!(ト)1:111五日ーより少ないにもI!，I，Jわらず，

減少:1::はj支ド}J行)J)j:，:の約 21i¥'であった。これは，先の食'JijWLによる場介

よりもかなり人;きい。また， ti¥ 3 t;'i:で、は，イ{>:1Ji1JJJj:，:ーや))反i;11J:!(ド脂肪!日Jを.J5

出しても， 1付j臓脂肪lAを強く jメ映する))主JJ史liij))行JJJjJ以が大きいfltili'Jがみられ

た。これら 21';'r:の結決は，身体i，iifl'VJがい'JJ城IJi1JJ)jを選択的に減少させるなど，

|人!I減脂肪の .ffrも1に|刻して引に大きな役'，I;úを米たしていると与えられる*8~ー

である。しかし， 一 )J でなÎ~ 2 I';'iでは，イ本脂肪'11，によりイ小:1人Jl宋i¥II)JiiJJ)j:，:ーもか

なりよ見山されるという結%であった。， iい換えれば，体1Ji1IJ)j:，:を減少させ

るかが111)起であり，身イ本的動によるかどうかなど，減q(の)h);は関係ない

ということになる。どららにせよ，身体l'tfiW)Jが多い)Jが体l人11京i'¥11脂肪11fが

少なくなるのは・Ji'.，(ーであり，イt，:射't'H大忠の i予防 ・治Hlといった，(;J、味では，

身体i円助が市 It::なのはIIU.i;lいなし、。しかし，身イ1'iM0が体|人11米i'，11)]i1JJ)jのi{f
HiにfJ-えるJZ併について，第21';-1:と第3' 4 ，';-iとでは，そこから与えられ
るWJ'jのイI:}}がJ1Oなっている。その}J;(I人lはよくわから令いが，身体日助の

内科の80いがWJ係していることも与えられる。今後，身体{目別Jの 1/、J :f千が y~，

なれば体IJ行1J)j分イIj~.:: ')える;;~，;~，叩も~わってくるのか，そしてその際 í1yJj( 

にどのようなノIJ1I!7的メカニズムがあるのかを州先していく必安がある。
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3.体脂肪分布に影響を与える要因に関する今後の研究の
方向性

たびたび繰り返してきたように，体脂肪分布に|刻する研究の多くは，ウ

エスト/ヒップ比をその折仰としてきた。 しかし，服部肥満をはじめ 1~、!と
身JJI'l渦， ' 1' 心↑ノI:J肥満，リJ'~I)\リ j肥満，そしてぬ介によっては l人l臓脂肪.ff;.fí'iI\~
肥満の抗出ときえきれてきたウエスト/ヒ ップ比では，その /J~I味はイミ lij J1ì{i
であるとJわざるを作ない。例え1，1'，ウエスト/ヒッフ比と|人'J)峨脂肪断Il!i
桁/!立卜))削I)j断r(IHW比との相1'.(1はそれほど的いものではなく (van dcr 

Kooy and Scidcll， 1993) ， 11 本人では付にその関係ば~Mいという指摘もあ

る(松以仏 1 986 ) 。 したがっ て，まず，内JIωJ i'1 JJ}i{i;砧判'IJJ巴 il ;~j なのか 1. 
l身!肥満なのかなと¥どのような体!脂肪分イ11を1111氾!とするかIljJ仰にしなけ
ればならない。その lで，例えiJV、j腕))日目I)j11;も刊'1肥満をみたければ， I人JJt長
JJ行JJ]j:，:を1I'(j止i!!IJるか，そうで必くとも， I付JT;ilJ行JJ)j:，:を必く);i.映するJ行tJ1を

JIJいて1Jう必泌がある。イ判的JJ五分布にJZ料3を')える'?tIAIについて似|ヲヒする
場介でも， できる|限拠りこのよう:にこしてイ体本刺JJ脂l市行削JJ肋Uめh分イAふli今を"川.
る。 また.これまででLも数多くぷみられてきたことではあるが !μ内州人付矧JI峨以))脂l肝行印!肪妨の
占拡J平右宥杭J'iを「打m附n市ijイ似見必!に"討1古利仙州11川hするj点iil法J去;のB山;』別;日J発が必2吹l2J-でで、あろう O そのj点¥については， おう
31';';でJIJいたSuznkict al. (1993)の)JiJ、lよ，北{i('I'Wi.て、 2，.;11いをiJ!Uiじする

だけでよいため， )，t従デー タがれ l イ~){している感はあるものの，今後lþ，，\
Jムいj必)IJ"fíì~ -r'l:7Í{J切1.\できる )Jitではないかと以われる 。

小"治Jヒにおいては，身体ili子'JJが体I)、Ji~i\1\))行 lJ}j :，::0)減少に句，)ーすることは
伺・かめられたが， ~^~ 2 I';'i:と第3 4 ，;'，とではその均・').のしかんにIiiいがあ

るという本'r;.t!ーだった。 MJ;，論のjsいもiJ;(iAIの っとして与えられるが，似
検有の.i1いを合む，1111題とした身体川動の|人H干のjsいがI'lJ')しているので

はないかと与えられる。 イJ般ぷjf励とi!!f:~ま J; iMVJなどjfo]iリJ強度をコントロ

ールしたイリ|究や，例えばイl円査本;iliIVJでも 1"1あたりの紋が'1/1.¥II lJ-'ìJ~fil立など
を変えて検，I'Jした研究など，身体1丹到の|人-]:1"千によって体脂肪分布に対する

JP仰がどのように y~なるのか検iりする必'~がある 。

また，本研究においても，先行イj}f究によ っ て刊られた'I')II! ，' [:(I':) な主II}~ ~I;': 
をil'f)j:: ~こ， ')J僚のJ品作 尖!劇引先では体))f!JJh分イ11と身体I，日リJとのl'l)辿のみ

を倹，i-Jした。 しかし，その場介，それが'1'.JlJI'γ'的レベルではどのように"iL

IljJできるかというハ、で， J，'ij足立を伐す。したかってノパ釘よ， Arrwr cl al 

(1990)のように，身イ小:i円!fVJと'1'.fll!う':(10必|人lをl，iJ/lH":'iと11'.化していくこ
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とが明まれる。

約5I' ;'I~ では，キ1 1，*のfG られたfTJif として，日H<カイζJ.Éが大きな役'，1;1) を )f!:た
しているのではないかと与えた。しかし，その点についてはト分に検，;，)で

きたとは Jえない。例えば，体問JJ)j'十f と B~II のずれをぷす残).':::は，体脂肪
分イ1)ーのJ削JI:であるPFSSだけでなく， 1徐H行JVi:，:との相11');1が強かったことを
つの似拠に，:0_li動小jヰが7T;Jtにあると与えたが， 般世t'，:;¥'.(iが iに1Jっ
ているようなイl(唆ぷif動は，必ずしも除脂肪体罰のliIl)Jllを1'1'わない。この

ようなことも与応しながら，そのメカニズムを検川していく必裂がある。

また，体脂肪の分イ1)には人約九'があり，例えばアジア人のウ」ニスト/ヒッ

プ比lよ， 1'1人などと比べて大きいようである (Tanphaichitrl't aL， 1990 ; 

PicrsonじlaL， 1990)。また，つい以近まで， 11本人のtJHJ，J(. :J，Aj人11は少な

いと， iわれてきたがノ〉や10以以|の約¥0人に 人はインスリン.)1依イJ

↑'1羽1¥);J(.j，Aiで、あるという。しかも， シγトルイ11iの"系 111については，リj

YIの約20%，ム '1'1:の約 Hì% が引'，ii' J'j<'11<j で，これは米 1"1の、I'J~J を大きく 1 -.1 111 っ

ている (Fujimotocl aL. 198'-))。これは， "本人の近い将米をIli'，:');して

いるのかもしれない。そうしたtJ.lfJ，j<'1IAjは， 1人l峨JJ削)jの-f.r杭とのl')j主Eがu，iも
弘山、次，IJ.~の つであり (Sparro¥¥， ct aL， ¥986; Fujioka ('( a'--1987) ，先の

"系ー111についても，現IjIポ11<j!-:対する|州政脂肪の|刻fjーがm;'jされている

()icwcll I¥¥orriおctaL， ¥'-)89; Bl'rgst rOIl1 cl aL， 1990)。 しかも， "Ii，.(iらと

のJU，，'j研究で， 111111は，こうした/、〈にl刻する研究械;i1を，第 71"11"1際JJ巴il出

会ぷ(ト Uント， 199 ¥ {I'，)で発ぶしているc それは，ウL スト/ヒップj七

はBM1が大きいほど大きな似をとる1tiilI'Jにあるが， "本人!ct'1でiよ， BM¥ 
のJi;1}JIIに十l'うウエスト/ヒッフ比の11;仙11の'，1(1)介が大きいというがi)f!:であっ

た。すなわち， 11本人は肥満すればするほど，1'1人と比べて，代謝の，1，'.(で

より危険な体脂肪分布に近づきやすいというのである。そこには，急激な

'I，i川正式の変化に対する小Ii主泌がj'1lj( k:あると与えられる。本，命丈で，欧
米の先行研究と比べ比蚊[均車.'t*がIlj){i{1にでたイ引先がある (約4";'1:)のは，

先に述べたような/，(が7T;止にあるからなのかもしれない。したがって， 1'1 
人でfJられた{引先品'i)f!:をそのまま交け人れず，うしのような点も与lむしなが
ら，身体的助以外の ~Ikl を合めて， 11本人についての研究を進めていくべ

きである 。 また，そうした{i)1 先が T~;if!'t していけば， ，f;~々な制/，(から人科 11 11

0)比 l肢を'1)うことカ{"ríì~ となる 。
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